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第１章 はじめに 

１ 計画策定の目的 

人口減少社会が到来し、本市では「札幌市まちづくり戦略ビジョン」において、

「持続可能な札幌型の集約連携都市への再構築を進める」という基本目標を定め

ており、「みどり」についても量の拡大から、今ある施設の有効活用への転換期

に来ています。 

平成 23 年（2011 年）に「第 3 次札幌市みどりの基本計画」を策定してか

ら 10 年近くが経過したことから、社会情勢の変化や多様な市民ニーズを踏まえ

て、これからのまちづくりに対応したみどりづくりの総合的な指針となる「第４

次札幌市みどりの基本計画」を策定します。 

 

２ 計画の位置づけ 

（１）みどりの基本計画とは 

「みどりの基本計画」は、緑地の保全や緑化の推進に関して、その将来像、

目標、施策などを市町村が定める基本計画です。これにより、緑地の保全及び

緑化の推進を総合的、計画的に実施することができます。 

 

（２）計画の位置づけ 

本計画は、上位計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」や、関連計画

との整合を図り、みどりに関する総合的な計画として策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
４
次
札
幌
市
み
ど
り
の
基
本
計
画 

第２次札幌市都市計画 
マスタープラン（H28） 

・札幌市立地適正化計画（H28） 

【他の分野別計画】 

○札幌市景観計画（H29） 
○第２次札幌市環境基本計画（H30） 
・生物多様性さっぽろビジョン（H25） 
○第 2 次さっぽろ都市農業ビジョン（H29） 
○新・札幌市バリアフリー基本構想（H27） 
○札幌市地域防災計画（H30） 
○札幌市スポーツ推進計画（H26） 
○札幌市総合交通計画（H24） 
○札幌市冬のみちづくりプラン 2018（H30）
○さっぽろ未来創生プラン（H28） 
○第２次都心まちづくり計画（H28） 
○その他関連計画 

札幌市まちづくり戦略ビジョン（H25） 

【国の関連計画・施策】 

○緑の政策大綱 
○第 4 次社会資本重点計画 

〇生物多様性国家戦略

2012-2020 

○都市緑地法等の一部を改

正する法律 

【北海道の関連計画・施策】

○札幌圏都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針 

〇北海道みどりの基本方針 

（Ｒ2） 
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（３）計画期間 

計画期間は令和２年度（2020 年度）から令和 11 年度（2029 年度）ま

での 10 年間とします。 

なお、社会情勢の変化や関連計画の改定などに対応するため、必要に応じて

見直しを行います。 

 

３ みどりの定義 

本計画では、「みどり」を以下のとおり定義します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みどり 

本計画では、札幌における森林、草地、農地、公園緑地、河川や湖沼地のほか、

民有地を含めたすべての緑化されている場所（公開空地や壁面緑化を含む）、さら

には樹木や草花（コンテナや鉢などに植えられたものも含む）などを「みどり」と

定義します。 

そのうち、みどりによりうるおいのある空間となり、植物に関わる人々が集い交

流できる空間を、みどりのオープンスペースといいます。 

※みどりの中の個別事項を指す場合は、「都市公園」「都市公園の樹木」「みどりの

ある広場」「河川」「植樹帯」「樹木」「コンテナ花壇」など個別の表現を使うこ

ととします。 

森林、草地、農地、民有地緑地、
壁面緑化、樹木、草花など 

人が自由に出入りできる開放的な広がりを 
もった空間、屋外広場、屋内の広場空間など 

オープンスペース 

公園緑地、河川、 
みどりのある公開空地など 

みどりのオープンスペース 
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４ 計画の対象 

これからのまちづくりでは、市民や活動団体、事業者などさまざまな主体と連

携した活動に取り組む必要があります。そのため、本計画では、「３ みどりの

定義」で定義した「みどり」に加え、「活動」を計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
〇森林、草地、農地 

〇公園緑地、河川や湖沼地 

〇公有地・民有地の緑化（公開空地や壁面緑化等を含む）されている場所 

〇樹木や草花（コンテナや鉢などに植えられたものも含む） 
 

 

〇みどりを“知る”活動  ～ 自然観察会など、みどりにふれあい楽しみながら

みどりの大切さを学ぶ活動や、みどりの大切さを

発信し、みんなに知ってもらう活動など 

〇みどりを“守る”活動  ～ 生物の生息・生育空間の保全活動、人工林の間伐

など森林の保全管理、みどりのオープンスペース

の維持管理、花壇やプランター・庭などの手入れ

など 

〇みどりを“つくる”活動 ～ 花壇やプランターの設置、自宅の庭づくり、植樹

活動への参加、開発などとあわせた民間や行政に

よる施設の緑化・みどりのオープンスペースの創

出など 

〇みどりを“活かす”活動 ～ 今ある公園緑地や森林などを積極的に活用して地

域住民が交流したり、市民ボランティアや民間活

力の導入により、より魅力的に使う工夫をしてい

くことなど 

みどり 

活動 
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５ みどりの機能 

みどりは、市民が生活していくうえで、欠かすことのできない多様な役割を持

っています。ここでは、札幌市において重要なみどりの役割や機能について解説

します。 

みどりの機能を発揮する「自然」「都市」「ひと」の３つの対象ごとに整理して

います。 

 

 

 

 

 

 

①自然環境の保全 

森林や水辺、草地のみどりなどは、地域の自然環境を保全・再生する機

能を有するとともに、生物の生息・生育空間となり、生物多様性※の保全に

寄与します。 

②地球環境問題への対応 

二酸化炭素の吸収・固定による地球温暖化防止や森林の水源かん養機能※

など、地球環境の改善に役立ちます。 

 

  

 
※ 生物多様性：自然の生態系を構成する動物、植物、微生物などが豊かな生物種の多様性とその遺

伝子の多様性など、さまざまな多様性を持つ生態系概念。 
※ 水源かん養機能：森林や緑地の土壌が、雨水を貯留し、河川へ流れ込む水量を平準化して洪水等

を緩和するとともに、雨水が土壌を通過することにより、水質の浄化を行うなど、良好な水環境

を形成する機能。 

自然 
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③都市環境※の形成 

・生活環境の改善 

気温・湿度の調整、大気の浄化、日陰の提供により心身ともに快適な生

活環境を形成します。 

・うるおいの創出 

都心※や市街地において、みどりのオープンスペースや街路樹などによ

って、市民や来訪者が五感を通して感じられるうるおいを創出します。 

・札幌らしい景観の形成 

手稲山や藻岩山などの山並みや、豊平川などの川のある景観、大通公園

や中島公園など札幌を象徴する公園の景観、北海道大学の並木や農場の景

観、樹木のある街並みなど、札幌らしい景観を形成し、市民一人ひとりの

原風景※を形づくります。 

 

④防災機能の発揮 

森林や緑地は、災害時において、土砂災害防止、延焼の防止などの役割

を果たすとともに、都市公園などは避難の場、救援活動の拠点となります。 

 

⑤観光まちづくり・地域経済への寄与 

・観光まちづくりの促進 

大通公園や中島公園など、特色があり札幌を象徴する大きな都市公園は、

まちのブランド化や観光まちづくりの促進に寄与します。 

・地域経済の活性化 

農地は都市に新鮮な農産物を供給するなど、経済的な活動に寄与します。

また、都市公園や自然歩道などは、さまざまなイベントや憩いと賑わい創

出の拠点となり、地域経済の活性化に寄与します。 

  

 
※ 都市環境：建築群（住宅、ビル、公共施設等）や公園、道路、橋梁、ライフライン（電気、ガ

ス、上下水道）、交通システムなどをはじめ、人が生活するうえで必要なものを人工的に設えた空

間。 
※ 都心：JR 札幌駅北口の一体、大通東と豊平川が接する付近、中島公園、大通公園の西側付近を

頂点とする、ほぼひし形に広がる区域（P32 参照）。 
※ 原風景：原体験におけるイメージで、風景の形をとっているもの。 

都市 
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⑥さまざまな世代が利用できる場の提供 

・健康推進の場の提供 

都市公園や自然歩道は、スポーツや健康づくりなどの場となり、健康な

身体づくりや精神的な豊かさをもたらします。 

・自然とのふれあいの場の提供 

森林や緑地は、人と自然がふれあい憩える場であり、利用者は自然の恵

みによるうるおいや安らぎを享受することができます。 

・子育ての場の提供 

都市公園は、子どもの遊び場や親子のふれあう場となります。 

・環境教育※の場の提供 

森林や公園緑地は、自然観察や自然学習など、自然にふれあいながら、

体験し学べる環境教育の場となります。 

・まちづくり活動の場の提供 

まちなかの公園や道路などは、花植え、清掃、みどりの手入れなど、気

軽に参加できる身近なまちづくり活動の場となります。 

 

⑦コミュニティの形成 

・地域コミュニティ※の形成 

公園緑地は、さまざまな地域活動やイベントの場となり、地域交流や世

代間交流の促進に寄与します。 

・まちへの愛着の形成 

人々を取り巻く山や川などの自然環境や都市公園などがもたらす景観

によって、歴史・風土など札幌らしさを感じることで、市民のまちに対す

る愛着を育みます。 

 

 

 

 

 

 
※ 環境教育：環境保全についての理解を深めるために行われる環境の保全に関する教育及び学習。 
※ 地域コミュニティ：コミュニティは、地縁、血縁、文化的背景、価値観などに基づく共同体であ

り、そのうち、地縁的な要素の大きいものを地域コミュニティとする。 

ひと 
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第２章 現状と課題 

１ 札幌の現状 

（１）地勢 

札幌市は、石狩平野の南西部に位置し、東は石狩川から野幌原始林にかけて

の低地帯、西は手稲山系、南は支笏洞爺国立公園に連なる一大山地、北は日本

海に接する石狩砂丘地に囲まれた都市で、200 万人近くの人々が暮らす大都

市でありながら、豊かな自然に恵まれた、北海道の政治・経済、文化の中心地

です。 

地形は、市街地が発達してきた豊平川扇状地、北東部の石狩低地帯、南西部

一帯の山岳地、東南部の丘陵・台地の４つに区分することができます。 

気候は日本海型気候で、夏はさわやか、冬は積雪寒冷を特徴としており、四

季の移り変わりが鮮明です。札幌の年平均気温はおよそ 8.9℃、年総降水量は

およそ 1,100mm です。 

 

（２）札幌の都市計画 

札幌市全市域 112,126ha

のうち、南西部の国有林を除く

56,795ha （ 全 市 域 の 約

50.7％）が都市計画区域に指定

さ れ て い ま す 。 そ の う ち

25,017ha （ 全 市 域 の 約

22.3 ％ ） が 市 街 化 区 域 に 、

31,778ha （ 全 市 域 の 約

28.3％）が市街化調整区域に指

定されています。 

 

 

 

 

 

  

都市計画法に基づく札幌市域の区分図 
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（３）社会情勢の変化 

①地球規模の環境問題の深刻化 

地球規模での人口増加や経済規模の拡大の中で、水や食料の不足、大気・

海洋汚染、エネルギーなどの資源枯渇問題、生物多様性の喪失、さらには地

球温暖化に伴う気候変動など、人間活動に伴う地球環境への負荷はますます

増大しています。 

人類の生存基盤である地球環境は存続の危機に瀕しており、世界は持続可

能な社会に向けた大きな転換点を迎えています。 

 

②持続可能な開発目標の推進 

地球規模での環境問題を解決し、持続可能な社会の形成に世界全体で取り

組むため、平成27年（2015年）９月の国連総会において、「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」が採択されました。このアジェンダでは、人

間、地球及び繁栄のための行動計画として、2030年までに解決すべき17の

ゴールと169のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」が設

定されています。 

SDGsは発展途上国のみならず、先進国も含めた全ての主体が取り組む普

遍的なものであり、日本においても「SDGs推進本部」の設置や「SDGs実施

指針」の策定など積極的に取り組んでいます。 

札幌市においては、平成30年（2018年）に「SDGs未来都市」として選

定され、「札幌市SDGs未来都市計画」に基づき、「環境」の取組の推進を“起

点”とした、「経済」や「社会」への波及を目指すとともに、北海道という地

域特性を活用した取組を進め、「寒冷地における環境都市」の世界モデルの

構築を目指し、SDGs達成に向けた取組を進めることとしています。 

  

持続可能な開発目標（SDGs） 
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③人口減少社会の到来、少子高齢化の進行 

札幌市の人口は、令和元年（2019年）8月現在、約197万人であり、これ

までは人口の増加が続いています。 

しかし、令和42年（2060年）には人口が155万人になると推計されてお

り、平成27年（2015年）の195万人から40万人減少することになります。 

年齢別では、経済活動を主に支える生産年齢人口（15～64歳）は、令和

42年（2060年）には76万人となり、平成27年の124万人から48万人減

少し、年少人口（0～14歳）は、令和42年（2060年）には13万人となり、

平成27年の22万人から9万人減少することになります。 

 

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

④経営資源の制約 

これから迎える人口減少・超高齢社会は、私たちの暮らしにさまざまな影

響を及ぼすことが推測されています。 

札幌市においては、今後も生産年齢人口の減少が予測されるため、行政の

財源や人材の不足などの経営資源の制約が懸念されます。 

  

札幌市の人口の将来見通し（各年 10月 1 日現在） 

（万人） 年少人口（0～14 歳） 生産年齢人口（15～64 歳） 

195 

48 

124 

22 

200 

150 

100 

50 

0 

16 13 

183 

155 

69 

98 

66 

76 

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 

注： 2015 年の総数には年齢「不詳」を含む。 
＜資料＞ 総務省「国勢調査」、札幌市 

老年人口（65歳以上） 
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⑤人口構造の地域的な偏り 

平成22年（2010年）国勢調査をもとにした人口の将来推計の増減率をみ

ると、中央区周辺への一極集中が顕著であり、その他の地域では郊外の新規

開発地を除くほとんどの地域で、人口減少が推測されています。さらにこの

傾向が令和12年（2030年）以降も続いた場合、人口が減少する地下鉄駅周

辺では都市機能の低下などが想定され、市街地における「人口分布の偏在」

が、本市の持続的な都市づくりに弊害をもたらすことが懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑥外国人来訪者の増加 

近年、観光客数は増加しており、特に外国人宿泊者が急速に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

地区別の将来人口総数増減率 平成 22 年(2010 年)～令和 12 年(2030 年) 

出典：札幌市立地適正化計画 

出典：札幌市観光統計データ 
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道内客 道外客 外国人宿泊客数（道外客の内）

（観光客数：千人） （外国人宿泊者数：千人）

13,781
12,995 13,014 12,605 12,165

13,041
13,559 13,416 13,653 13,880

15,271

観光客数及び外国人宿泊客数の推移 

地下鉄駅周辺
で人口減少が
推計されてい
る箇所 
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⑦北海道新幹線の札幌延伸、冬季オリンピック・パラリンピックの開催招致 

ア 北海道新幹線札幌延伸 

北海道新幹線は、全区間約360kmのうち、新青森駅から新函館北斗駅ま

での約149kmが平成28年（2016年）3月26日に開業し、新函館北斗駅か

ら札幌駅までの約211kmは、令和12年度（2030年度）末に開業する予定

で、平成24年（2012年）から建設工事を進めています。 

新幹線札幌駅ホームは、在来線ホームの東側に設置される計画で、札幌市

では新幹線ホームに隣接する街区において、南口駅前広場と新幹線駅施設と

の連続性を生み出し、札幌の新しい顔となるオープンスペースのほか、バス

ターミナルなどの施設を整備する予定です。 

イ 冬季オリンピック・パラリンピック開催招致 

札幌市では、2030年冬季オリンピック・パラリンピックの招致を目指し

ています。 

この招致をきっかけとして、まち全体をリニューアルし、雪を楽しむ文化・

ライフスタイルを新たな価値として、市民さらには国内外へ発信していくと

ともに、超高齢社会に対応したユニバーサルなまちづくりを進めるなど、ま

ちづくり戦略ビジョンに掲げた都市像「北海道の未来を創造し、世界が憧れ

るまち」「互いに手を携え、心豊かにつながる共生のまち」の実現を目指し

ます。 

 

⑧都市緑地法等の改正 

近年の社会の成熟化、市民ニーズの多様化、都市インフラの一定の整備等を

背景として、みどりがもつ多機能性を最大限に引き出すことを重視し、スト

ック活用や民間との連携の加速、一層柔軟に使いこなしていくことを目的に、

都市緑地法等の一部を改正する法律（平成29年（2017年）５月）が公布さ

れました。 

【主な政策の改正点】 

 

 

 

  

【都市公園法等】 
� 都市公園で、保育所等

の設置を可能に 
� 民間事業者による公共

還元型の収益施設（カ
フェ・レストラン）の
設置管理制度の創設 
         等 

【都市緑地法】 
� 民間による市民緑地の

整備を促す制度の創設 
� 緑の担い手として民間

主体を指定する制度の
拡充   
 
         等 

【生産緑地法、都市計画法、
建築基準法】 

� 生産緑地地区内で、直売
所・農家レストラン等の
設置を可能に 

� 新たな用途地域の類型
として田園住居地域を
創設       等 

都市公園の再生・活性化 緑地・広場の創出 都市農地の保全・活用 
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（４）札幌のまちづくりの方向性 

以下の計画が関連する札幌市の他の計画です。 

①札幌市まちづくり戦略ビジョン 

（平成 25 年度（2013 年度）～令和 4 年度（2022 年度）） 

札幌市まちづくり戦略ビジョンは、札幌の将来像を示す全市的なまちづく

りの方針を定めるもので、幅広い分野にまたがる総合計画として最上位に位

置付けられる計画です。 

札幌市まちづくり戦略ビジョンでは、目指すべき都市像を実現するための

７つの分野での重要な視点をあげています。特にみどりづくりに関係する視

点は以下の 5 つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特にみどりづくりに関係する視点と基本目標】 

 

 

 

 

  

地域 
・共生と交流により人と人がつながるまちにします 

・様々な担い手が地域のまちづくり活動に参加するまちにします 

・多様な地域課題を解決できるまちにします 

子ども 
若者 

安全 
安心 

・誰もが健康的で安心して暮らせるまちにします 

・安全な日常生活が送れるまちにします 

環境 
・豊かな自然と共生するまちにします 

・市民が環境について学び行動するまちにします 

・札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 
・都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします 

地
域
で
の 

支
え
合
い
と 

つ
な
が
り
づ
く
り 

暮
ら
し
と
雇
用
を 

支
え
る
経
済
の
発
展 

将
来
を
担
う 

子
ど
も
・
若
者
の 

健
や
か
な
育
み 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ᵭ
人
に
優
し
い
ᵮ 

ま
ち
づ
く
り 

次
世
代
へ
つ
な
げ
る 

持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り 

文
化
芸
術
・ 

ス
ポ
ᶌ
ツ
に
よ
る 

創
造
性
の
育
み 

目指すべき都市像 

北海道の未来を創造し、 
世界が憧れるまち 

互いに手を携え、 
心豊かにつながる共生のまち 

重 要 な 視 点 

地域 経済 子ども 
若者 

安全 
安心 環境 文化 都市 

空間 

魅
力
と
活
力
を 

持
続
的
に
高
め
る 

集
約
型
の 

ま
ち
づ
く
り 

重 要 な 視 点 

・安心して子どもを生み育てられるまちにします 

・将来を担う子どもの成長と自立を支えるまちにします 

・若者が社会的に自立し活躍できるまちにします 

都市 
空間 
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②第２次札幌市都市計画マスタープラン 
（平成 28 年（2016 年）～令和 17 年（2035 年）） 

第２次札幌市都市計画マスタープランは、札幌の目指すべき都市像の実現

に向けた取組の方向性を全市的視点から整理した計画です。 

平成28年（2016年）には「人口減少」「少子高齢化」を背景とした方向

性の修正を行い、都市づくりの基本目標は「世界都市」「コンパクトな都市」

「札幌らしいライフスタイルが実現できる都市」「低炭素都市」「安全・安心

な都市」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③札幌市立地適正化計画（平成 28 年（2016 年）～令和 17 年（2035 年）） 

第２次札幌市都市計画マスタープランに掲げる都市づくりの目標の実現を

目指し、市街地区分に応じた人口密度の適正化や、公共交通を基軸とした各

種都市機能の適正配置を図るための計画です。 

          

主な区域 

【集合型居住誘導区域】 

（地下鉄駅周辺等の公共交通利便性の高い地域） 

→人口分布の偏在を是正しつつ、人口密度の

維持・増加を図る 

【都市機能誘導区域（都心）】 

→国際競争力の向上に資する高次都市機能

を有する施設、教育文化施設、多くの市民

が利用する公共施設の誘導を図る 

【都市機能誘導区域（地域交流拠点）】 

→多くの市民が利用する公共施設の誘導を

図る 

 

１ 魅力があふれ世界を引きつける都心 

【総合的な取組の方向性】 

２ 多様な交流を支える地域交流拠点 

３ 利便性が高く魅力ある複合型高度利
用市街地の実現 

４ 地域特性に応じた一般住宅地・郊外
住宅地の居住環境の維持・向上 

５ 市街地の外の自然環境の保全と活用 

江別市の
市街地 
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④札幌市景観計画（平成 29 年（2017 年）～令和 17 年（2035 年）） 

都市が拡大・成長する中で、受動的・保守的に秩序と調和のある都市景観

を維持するこれまでの景観施策から、成熟した都市において、景観を構成す

る要素を幅広くとらえ、能動的・創造的に都市の魅力・活力を向上させるた

めの景観施策へと転換していくことを大きな課題と捉え、札幌の景観形成の

総合的な指針として、理念や目標、方針などを明らかにするとともに、その

実現に向けた取組などを定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北の自然・都市・人が輝きを織りなす美しい札幌の景観を創り上げる  

【理念】 

１ 札幌固有の景観特性と街の成り立ちを尊重し、秩序と調和のある景観づくり 

【目標】 

２ 地域の個性が際立ち、多彩な輝きを放つ景観づくり 

３ 多様な主体がつながり、持続的に取組を重ねる景観づくり 

【関連する方針】  

景観形成の方針（抜粋） 

自
然 

気候等 

〇四季が明瞭な気候特性を生かし、四季の変化が感じられる景観形成を図り
ます。 

〇特に、雪のある景観が札幌の個性の一つであることを踏まえ、雪に配慮し
た景観形成を図ります。 

地形 
（山地、丘陵地、
扇状地、平地） 

〇札幌の地形が持つ特性を生かした景観形成を図ります。 
〇特に、市街地の背景となる山並みは、方向や広がりを確認できる要素であ

ることから、山並みへの眺望に配慮した景観形成を図ります。 

水とみどり 

〇主要な河川や市街地を取り巻くみどりなど、骨格となる水とみどりのネッ
トワークを基軸として重視するとともに、歩行空間や隣り合う敷地間など
におけるきめ細かな水とみどりの連続性も考慮した景観形成を図ります。 

〇特徴ある水辺空間や拠点となるみどりを生かした景観形成を図ります。  

〇札幌の植生やシンボルとなる樹木などを生かした景観形成を図ります。  

〇水とみどりが連続する自然環境を保全するなど、多様な生態系に配慮した
景観形成を図ります。 

都
市 

都心 【世界に向けて都心の魅力を発信する優れた景観形成】 

拠点 【各拠点の特性を生かした景観形成】 

複合型高度利用 
市街地 

【利便性の高い快適な暮らしを演出する景観形成】 

一般市街地 【居住環境の維持・向上に向けた景観形成】 

郊外住宅地 【ゆとりある居住環境を重視した景観形成】 

工業地・  
流通業務地 【周辺市街地と調和した景観形成】 

幹線道路等の 
沿道 

【連続性のある道路景観の形成】 

市街地の外 【市街地を取り囲む自然的特性を重視した景観形成】 

人
ᶝ
暮
ら
し
ᶞ 

歴史 〇格子状街路や防⾵林など、街の成り⽴ちを尊重した景観形成を図ります。  

文化・暮らし 

〇市内外から多くの人々が訪れる場所では、市民や観光客等が魅力を感じら
れるよう、その場所の特性を踏まえるとともに、札幌の⽂化を尊重した景
観形成を図ります。 

〇住宅地等では、地域ごとの住まい方の違いを踏まえ、地域住民が関わりな
がら、地域への愛着を高める景観形成を図ります。 
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⑤第２次札幌市環境基本計画（平成 30 年（2018 年）度～令和 12 年（2030 年）度） 

札幌市環境基本条例第７条で定める施策の策定等に係る基本方針を踏まえ、

本市における環境保全に関する長期的な目標と施策の方向を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生物多様性さっぽろビジョン（平成 25 年（2013 年）～令和 32 年（2050 年）） 

生物多様性基本法に基づく地域戦略として、また札幌市環境基本計画の個

別計画として策定したもので、「札幌の自然環境の保全」と「ライフスタイル

の見直し」の両面から生物多様性の保全に取り組むこととしています。札幌

の自然環境の保全に向けては、市域を４つのゾーンに区分し、それらをつな

ぐ生態系とともに、各ゾーンの望ましい姿を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北の生き物と人が輝くまち さっぽろ 

【理念】 

１ 豊かな生物多様性と共生する都市づくり 

【目標】 

２ 環境首都・札幌にふさわしい生物多様性に配慮したライフスタイルの実践 

３ 自然環境と一体となった文化や知恵、景観など、伝統資源の継承及び創造 

 

４つの旋策の柱 施策の方向性 

「理解する」 

生物多様性に対する理解を深める 

・自然とのふれあいの場の充実 
・環境教育・普及啓発 
・調査分析・情報共有 
・生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する技術の

向上 

「協働する」 

生物多様性の保全に皆で取り組む 

・活動主体の育成、支援 
・連携の仕組みづくり 

「継承する」 

生物多様性を守り育て、 

将来に伝えていく 

・生息・生育環境の保全と拡大 
・野生生物をめぐるトラブルの軽減 
・環境負荷の低減 
・歴史的文化的資産の継承 

「活用する」 

生物多様性の持続可能な利用を進める 

・自然を活かすライフスタイルの推進 
・環境に配慮した消費行動の推進 
・持続可能な社会経済活動への活用 

 

【関連する取組（抜粋）】 

次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる 
持続可能な都市「環境首都・ＳＡＰＰ ＲＯ」 

ᶞ 

目指す将来像（長期的な目標） 

札幌市環境基本条例 第 7 条（施策の策定等に係る基本方針） 

基本方針を踏まえて、 
施策の方向を「5 つの柱」に区分して設定 

①健康で安全な環境の中で生活できる都市の実現  

⑤環境施策の横断的・総合的な取組の推進 

各柱で目指す「2030 年の姿」にＳＤＧｓの考え方を活用 

②積雪寒冷地に適した 

低炭素社会の実現 

③資源を持続可能に活用する 

循環型社会の実現 

④都市と自然が調和した 

自然共生社会の実現 
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２ みどりの現状と課題 

 

 

 

①現状 

ア これまでの取組と評価 

（ア）市街地の拡大を抑制し、自然環境や美しい山並みを保全 

札幌市では、自然環境の骨格をなす山並みや、丘陵、河川及び市街地に

残る緑地などの緑豊かな都市環境を風致地区※に、都市景観上・環境保全上

あるいは歴史的・文化的観点から保全する必要のある樹林地を特別緑地保

全地区※に指定し保全してきました。 

また、開発指向の強い地域や自然環境の保全が必要な森林を、都市環境

林※として取得し保全してきました。 

その結果、市街地の拡大を抑制し、広く市街地から眺望できる美しい山

並みが保全され、札幌市民の原風景をつくる重要な要素となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市環境林など地域制緑地※ 

 
※ 風致地区：都市計画法に基づき、都市の風致を保全するために定められた地区。 
※ 特別緑地保全地区：都市緑地法に基づき、良好な都市環境を確保するために必要な自然的環境を保

全する目的で定められた、主に市街化区域内の緑地。 
※ 都市環境林：都市近郊林の保全・活用を目的として主に市街化調整区域の民有林を公有化した樹林

地。 
※ 地域制緑地：公有地、私有地の良好な緑地を法律や条例、要綱等の制度によって保全している場所。 
 

地域制緑地などにより 

保全されているみどり 

自然 
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（イ）骨格的なみどりのネットワーク形成 

札幌市は、戦後、町村合併や冬季オリンピック札幌大会を契機に人口が

増加し、郊外に住宅地が開発され、市街地が拡大していきました。このた

め、「環状グリーンベルト構想※」を昭和 57 年（1982 年）に策定し、こ

れに基づき市街地をみどりの帯で包み込むように森林や農地の保全・大規

模公園の整備を進めてきました。現在は、特色のある大規模な都市公園を

含む環状グリーンベルトと、道路緑化や河川で構成されるコリドー※により、

骨格的なみどりのネットワークを形成してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 環状グリーンベルト構想：札幌の自然条件を活かしながら、拠点となる公園を配置し、札幌のまち

をみどりの帯で囲む構想。 
※ コリドー：緑の回廊（生態的な回廊）。道路緑化や河川などの植物群落や水域の連続性を保全する

ことにより、野生生物の生息空間を確保するもの。 
 

[凡例] 

 環状グリーンベルト 

昭和 57 年（1982 年）に策定した「環状グリーンベルト構想」に基づき、市街地
をみどりの帯で包み込むように、森林や農地の保全・大規模公園の整備を進めてき
ました。 

 
コリドー 

主要な道路や河川のみどりを保全・創出・連続化させて、特色あるみどりの軸を形
成してきました。 

 

水を中心としたみど

りのネットワーク 

河川とその周辺のみどりをネットワーク化し、水とみどりの景観軸を形成してきま
した。 

街路を中心としたみ

どりのネットワーク 

街路樹の適正な配置・育成と、花を活用した美しく快適な歩行空間づくりを推進し、
札幌の軸となる道路景観を形成してきました。 

山地丘陵のみどり 

市街化調整区域に位置し、比較的みどり豊かな山地丘陵地となっています。これま
で、風致地区の指定や、都市環境林として森林を公有化しながら、みどりを保全し
ています。 

 平地のみどり 
市街化調整区域に位置し、農地や草地が広がる比較的みどり豊かな平地となってい
ます。 
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（ウ）「札幌市緑の保全と創出に関する条例」に基づく保全 

札幌市では、平成 13 年（2001 年）制定の「札幌市緑の保全と創出に

関する条例※」に基づき、市域を５つのエリアに分類し、それぞれに緑化率

を定め、開発の際に緑化を義務づける緑保全創出地域制度※を国の法律改正

に先駆けて運用しています。この制度により、開発によるみどりの喪失が

抑制され、一定量のみどりが保全・創出されてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 札幌市緑の保全と創出に関する条例：市、市民、事業者及び土地の所有者等が相互に手を携えなが

ら本市のみどりを豊かなものにし、現在及び将来の市民が健康で文化的な生活を営むうえで必要と

する良好な都市環境を確保することを目的として制定された条例。 
※ 緑保全創出地域制度：緑の保全と創出に関する条例に基づき、市内全域を５つの地域に分け、開発

を行うときに一定の緑化を義務付け、みどり豊かな都市環境を保全及び創出する制度。 

山岳 
地域 

山岳地帯として自然が豊かであり、土地の位置、形状その他の土地の状況からみて自然

環境を保全すべき地域で、大部分が都市計画区域外に位置する。（国有林が大部分を占

める） 

里山 
地域 

市街地の周辺にあって、みどりが比較的豊かであり、みどりを保全・創出しながら、市

街地の周辺にふさわしい土地の活用を図る山岳丘陵で、市街化調整区域に位置する。 

里地 
地域 

市街地の周辺にあって、みどりが比較的豊かであり、みどりを保全・創出しながら、市

街地の周辺にふさわしい土地の活用を図る平地で、市街化調整区域に位置する。 

居住系 
市街地 

市街地にあって、居住環境に配慮して緑を保全・創出しながら、市街地にふさわしい土

地の活用を図る地域で、市街化区域の主に住宅地に位置する。 

業務系
市街地 

市街地にあって、業務環境に配慮して緑を保全・創出しながら、市街地にふさわしい土

地の活用を図る地域で、市街化区域の主に業務地に位置する。 

緑保全創出地域の指定図 
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イ 都市計画区域のみどりの現状 

（ア）都市計画区域の緑被分布と緑被率※ 

都市計画区域の緑被分布は、南西の市街化調整区域には樹林樹木、北東

の市街化調整区域には草地や農地が多く分布しています。また、市街化区

域では、樹林樹木、草地が小面積で点在して分布するほか、街路樹が多く

分布しています。 

平成26年度調査による、都市計画区域全体の緑被率は、55.6％となっ

ていますが、市街化調整区域の緑被率84.7％の割合が大きく影響し、市街

化区域の緑被率は17.8％にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 緑被率：樹林地（街路樹、樹林樹木）、草地、農地、水面など植物に覆われた面積が占める割合。 

樹林樹木 

草地 

農地 

水面 

街路樹 

非緑被 

都市計画区域全体の緑被分布図 

 
都市計画区域全体 市街化区域 市街化調整区域 

面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 

樹林樹木 22,208 38.6 1,758 7.0 20,450 62.9 

草地 5,801 10.1 1,789 7.2 4,012 12.6 

農地 2,938 5.1 439 1.8 2,499 7.7 

水面 780 1.4 197 0.8 583 1.8 

街路樹 288 0.5 272 1.1 16 0.0 

緑被地 32,015 55.6 4,455 17.8 27,560 84.7 

区域面積 57,541  25,017  32,524  

区域ごとの緑被面積および緑被率 

出典：平成 26 年度札幌市緑被現況調査 
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（イ）緑被面積の経年推移 

緑被面積全体の推移は、ほぼ横ばいで、約3.2万haの規模となっていま

す。樹林地や草地・水面は増加傾向にありますが、農地は減少傾向にあり、

農地が草地などに置き換わっていると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）土地利用別緑被率（市街化区域） 

土地利用別の緑被率を見ると、公共施設等※の緑被率は32.2％と比較的

高いものの、民有地※の緑被率が11.2％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 公共施設等：公園・緑地、保全緑地、河川敷・堤防、道路・歩道、各種学校など。 
※ 民有地：業務地、戸建住宅、集合住宅、耕作地、社寺・墓地、駐車場・空地、未利用地、用水・

ため池等。 

市街化区域の土地利用別緑被率 
出典：平成 19 年度・平成 26 年度札幌市緑被現況調査 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民有地

公共施設等

Ｈ19（2007）

内、緑被率 内、非緑被率

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民有地

公共施設等

Ｈ26（2014）

内、緑被率 内、非緑被率

32.2％ 67.8％ 
27.8％ 

72.2％ 

11.2％ 88.8％ 

31.9％ 68.1％ 
27.6％ 

72.4％ 

14.2％ 85.8％ 

21,878 22,173 22,496 

4,994 5,169 5,801 

4,188 3,115 2,938 
700 769 780 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H8(1996) H19(2007) H26(2014)

樹林地 草地 農地 水面

31,760ha 31,226ha 32,015ha

(ha) 

都市計画区域の緑被面積の経年推移 

出典：平成 8 年度・平成 19 年度・平成 26 年度 

札幌市緑被現況調査 

※ 

※樹林地は、樹林樹木と街路樹の合計 
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ウ 森林の現状 

（ア）森林の構成 

札幌市の森林は、西部〜南部の山地や丘陵地に多く位置しています。森

林面積の約 8 割を国有林が占め、所管別の森林面積の推移は、ほぼ横ばい

の状況にあります。山地や丘陵の森林は、自然林が大部分を占めています

が、一部に人工林がまとまって存在している地区もみられます。市街地周

辺の円山や藻岩山、野幌などに、原生林が位置していることが特徴です。 

札幌市の森林は、自然環境の保全に係る制度等※により地域指定され保

全されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）都市環境林の状況 

都市環境林には、自然林だけで構成されている森林と、自然林、人工林

が混在する森林があります。都市環境林全体でみると、人工林が 60％を占

め、その多くはカラマツ林で、40 年以上の林分※が大半となっています。 

人工林では、間伐が遅れ、立ち枯れや風倒木等が発生し、ヤブになりつ

つある箇所が生じたり、陽光不足で林床が露出したりするなど、森林の公

益的機能が損なわれている林分も発生しています。 

 

 

 

 

  

 
※ 自然環境の保全に係る制度等：天然記念物、自然公園、環境緑地保護地区、自然景観保護地区、鳥

獣保護区など。 
※ 林分：樹種・樹齢、樹冠や木の生育状態などがほぼ一様で、隣り合う森林と区別できるひとまとま

りの森林のこと。 

国有林

55,332 ha

78.7%

市有林

1,886 ha

2.7％

民有林

13,385 ha

19.0％

国有林

55,984 ha

78.8%

市有林

2,016 ha

2.8%

民有林

13,189 ha

18.5%

平成 20 年度(2008 年度) 平成 27 年度(2015 年度) 

         所管別の森林面積の推移 

出典：平成 20 年度、平成 27 年度北海道林業統計 

70,603ha 71,189ha 

間伐遅れで小径木や立ち枯れ・ 

風倒が生じている林分 

林分間伐遅れから林床植物が消失したり、 

立ち枯れ等が生じている林分 
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（ウ）森林の活用 

市街地周辺の自然環境に恵まれた森林丘陵地に、自然と親しみ散策がで

きる自然歩道が８ルート整備されています。自然歩道※や市民の森※の利用

者は約 26 万人（年間推計値）で、広く市民に親しまれています。一方、

藻岩山・円山・三角山の 3 ルートで全体の 86％を占めるなど利用箇所に

偏りが見られるほか、外国人の利用や新たな利用形態（トレイルランニン

グ※）の増加がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 自然歩道：比較的アクセスしやすい森林に、自然の中を散策できるよう整備された歩道。 
※ 市民の森：市民が散策など自然と触れ合うことができるよう、札幌市が民有地を借用し、市民に

開放している森林。 
※ トレイルランニング：未舗装路の山や丘陵の自然歩道などを走るもの。 

自然歩道などの利用状況（ルート別の年間利用者推計） 

                     出典：平成 24・25 年度札幌市市民の森等利用状況調査 

三角山～盤渓ルート 

36.6% 29.4% 20.1%
9.3%

1.6%

1.2%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

藻岩山ルート 円山ルート

三角山～盤渓ルート 平和の滝～手稲山ルート
中の沢～小林峠・源八沢ルート 手稲山北尾根ルート

その他

86.2％
年間利用者総数 258,694人

藻岩山ルート 円山ルート 三角山～盤渓ルート

（西野市民の森、手稲本町市民の森、西岡レクの森ルート、

盤渓市民の森、白川市民の森、南沢市民の森、豊滝市民の森）

※西岡～真栄・有明ルートについては、利用目的が多様で、施設としての性格が他と

大きく異なるため、調査の対象外となっている。
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エ 農地の現状 

札幌市の北東部や西部の平野部では露地野菜※や牧草など、南東部の山間

丘陵地帯では施設野菜※や果樹などの生産の場となっています。中でも北東部

に広がるタマネギ畑は札幌らしい農風景を形成しています。また、市民農園

など、市民が農業に触れる場としての機能も担っています。 

しかし、ここ 45 年で農地面積は約 85％減少し、農地面積に対する耕作

放棄地面積の割合は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 生物多様性の現状 

札幌市には、山地の原生的な自然環境から都市部の

人為的な環境まで幅広く多様な生態系が分布し、約

6,000 種以上の動植物が記録されています。 

また、市民参加による「さっぽろ生き物さがしプロ

ジェクト※」においても、市街地全域において広く野生

動植物の生息・生育状況が報告されています。 

市内で確認されている生物のうち 297 種は、絶滅

の恐れのある種として、札幌市版レッドリスト 2016

などに掲載されています。市内で確認された外来種は、

国内移入種も含め 432 種が確認されています。  

 
※ 露地野菜：温室や温床などの特別な設備を使わず、露天の耕地で栽培された野菜。 
※ 施設野菜：ビニールハウスやガラス室などの施設で栽培された野菜。 
※ さっぽろ生き物さがしプロジェクト：札幌市内の野生動植物の生息・生育状況を把握するととも

に、市民の生物多様性に対する関心と理解を深めることを目的に実施されている、市民参加型の

生き物調査。 

「さっぽろ生き物さがし 2017」で 

 野生動植物の報告があった地区 

3,089 
1,526 1,258 1,185 694 372 333 222 99 78 

5,524 

4,838 
4,151 3,724 

3,750 
3,041 2,689 1,983 1,801 1,368 

191 

103 
74 62 

54 
48 48 

44 36 49 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

S45

1970

S50

1975

S55

1980

S60

1985

H2

1990

H7

1995

H12

2000

H17

2005

H22

2010

H27

2015

田 畑 樹園地

(ha)
8,804

6,468
5,482

4,970
4,498

3,070
2,249

1,936
1,495

3,460

出典：農林業センサス 
農地の推移 

耕作放棄地面積の推移 

出典：第２次さっぽろ都市農業ビジョン 

513 484 519

22.2 24.5
30.6

0

10

20

30

40

0

200

400

600

H17 2005 H22 2010 H27 2015
耕作放棄地面積 農地面積に対する割合

(ha) (％)
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「自然」面のみどりの現状 

円山・藻岩山など市街地周

辺に原始林が位置 

農地面積の減少 
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②課題 

ア 人工林の管理の遅れ 

これまで取得してきた都市環境林内の人工林は、間伐などの管理が遅れ、

立ち枯れや風倒木が発生し、ヤブになりつつある箇所が生じたり、陽光不足

で林床が露出したりするなど、森林の公益的機能が損なわれている状況が課

題となっています。 

イ 森林の利用ニーズ多様化 

市街地近郊の森林では、自然歩道などの利用箇所の偏りが見られるほか、

トレイルランニングなど近年の新たな利用形態の増加がみられることから、

自然への影響が課題です。 

ウ 耕作放棄地の増加 

農地は、耕作放棄地の増加がみられ、札幌らしい農風景の喪失が課題です。 

エ 生物多様性への対応 

森林や平地、市街地においても広く生物が生息している状況を維持するた

めに、在来種の生息・生育空間の確保とともに、外来種への適切な対策が課

題となっています。 

生物多様性については、札幌市内に生息する動植物の種類など、個々の生

態系に関する情報の充実や、生物多様性保全の効果的な推進に向けて、市民

への生物多様性に対する理解度の向上が課題となっています。 
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①現状 

ア これまでの取組と評価 

（ア）都市公園の整備 

1871（明治 4）年に、現在の創成川以西の大通に官庁街と住宅街・商業

街間の防火などを目的とした道路が設置され、大通公園の前身となりまし

た。その後も円山公園や中島公園など都市公園の整備が進められ、それら

の都市公園は、現在でも市民の憩いの場となり、多くの市民に親しまれて

います。 

また、札幌市の都市計画は、碁盤の目を基本とした街路づくりと、札幌

市住区整備基本計画※などに基づく計画的な都市公園の配置を進めるなど、

全国でも極めて先進的なもので、現在の都市公園は 2,700 カ所を超え、政

令指定都市の中で最も多い公園数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

昭和 41 年(1966 年) 札幌オリンピック開催決定 
昭和 47 年(1972 年) オリンピック開催・政令指定都市へ移行 
昭和 50 年(1975 年) 児童公園 100 箇所作戦開始※ 
 
 

 
 

 

  

 
※ 札幌市住区整備基本計画：住んでいる人が徒歩で行動できる範囲をひとつの単位（住区）とし、

住区内に道路・学校・公園を適正に配置し整備する計画。 
※ 児童公園 100 箇所作戦：昭和 50 年(1975 年)～58 年(1983 年）に年間 100 箇所の児童公園（現

在の街区公園に当たる）を整備目標とした市の施策。 

大通公園 都市公園の配置モデル図 

都市 

16 
55 

183 
403 

938 
1,542 

1,903 

2,163 
2,401 

2,556 
2,643 

2,717 
2,736 
2,740 

S33（1958）
S38（1963）

S43（1968）
S48（1973）

S53（1978）
S58（1983）

S63（1988）
H5（1993）
H10（1998）

H15（2003）
H20（2008）

H25（2013）
H28（2016）
H29（2017）

（箇所） 

札幌市の都市公園数の推移と公園整備の系譜（S33～H29） 

0    2,000 

平成 23 年(2011 年) 第３次札幌市みどりの基本計画策定 
 

平成 13 年(2001 年) 札幌市緑の保全と創出に関する条例制定 
 

平成 11 年(1999 年) 第 2 次札幌市緑の基本計画策定 

平成  5 年(1993 年) 公園全面再整備事業開始 

昭和 57 年(1982 年) 札幌市緑の基本計画策定 
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（イ）街路樹の整備 

明治時代から街路に街路樹導入を

開始し、市街地の拡大に伴う道路整備

にあわせて街路樹を整備しており、身

近なみどりとして街に潤いと安らぎ

を与えるとともに、道路の交通安全や

都市全体の環境改善などに大きな効

果をもっています。 

街路樹には寒冷地の特徴ある樹種

も多く使われており、街路樹が創る美

しく北国らしい道路景観は、市民や来訪者から親しまれています。平成10

年（1998年）には20万本を超え、平成30年（2018年）には約22万本

となっています。政令指定都市の中では本数が多く、札幌の代表的な街路

をはじめ、地域の中心的街路では街路樹が網羅されています。 

年 次 出来事など 

明治４年（1871年） 開拓使が道路の左右十間（18ｍ）の天然木の伐採を禁止 

明治23年（1890年） 
宮部金吾北海道大学教授がアメリカ留学帰国後、公開演説にて
都市の風格には路傍樹（街路樹）が必要なことを高らかに述べ
る。 

明治44年（1911年） 行啓通（南14条）サクラを植栽（現在はない） 

大正14年（1925年） 現在の北３条広場にイチョウ32本が植えられた。（現存29本） 

昭和11年（1936年） 
帝国陸軍大演習にあわせて、道路の舗装工事が行われ現在の中
心市街の基礎ができ、街路樹も整備された。 

昭和28年（1953年） 
街路樹総数4,316本（ニセアカシア1,019本、イチョウ726本、
イタヤカエデ670本、プラタナス513本など） 

昭和54年（1979年） 街路樹10万本を超える。 

平成10年（1998年） 街路樹20万本を超える。 

平成15年（2003年） 「道路緑化推進計画」策定 

平成16年（2004年） 台風18号、風速50.2ｍ/s、街路樹約3,800本倒れる。 

平成27年（2015年） 「札幌市街路樹基本方針」策定 

平成30年（2018年） 台風21号、風速33.4ｍ/s、街路樹約2,100本倒れる。 

 

 

  

四季の彩の変化が楽しめる街路樹 

札幌市の街路樹の歴史 
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（ウ）都心のみどりの保全と創出 

札幌市では、明治期に大通公園や中島公園などの現在、都心に位置する

大規模な都市公園を整備しました。また、現在も再整備や創成川公園の新

規整備など新たな魅力づくりに取り組んでおり、都市公園が市民の憩いの

場や原風景となっています。 

近年では、「さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度※」を運用し、民

間によるみどりのオープンスペースの創出を支援しています。 

また、民有地の開発の際には、「札幌市緑の保全と創出に関する条例」に

基づき、1,000 ㎡以上の開発を対象に緑化を義務づけています。 

 
※ さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度：都心部でみどり豊かな潤いある空間を増やしていく

ため、札幌都心部で事業者が民有地緑化を行う際、その経費を一部助成する制度。 

「さっぽろ都心みどりのまちづくり助成制度」の事例 

民間開発によるみどり豊かなオープンスペースの創出事例 

東武ホテル 札幌ステラプレイス店センター屋上 

 

日本生命札幌ビル リビオ札幌大通 
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イ 都心のみどりの現状 

（ア）都心の緑被状況 

札幌都心の緑被状況は、大通公園や植物園などまとまった樹林地がある

ものの、平成26年度調査によると、緑被率12.4％と必ずしも高くありま

せん。また、格子状に構成される街路樹も大きな緑被要素となっています。 

平成19年度調査から平成26年度調査では、緑被率は全体で0.39％上

昇しています。主な増加要因としては、創成川公園の植樹、札幌駅前通の

植樹、月寒通の街路樹のボリュームアップなどがあげられます。 

 

 

  

市役所 

札幌駅 

樹林樹木 

草地 

街路樹 

水面 

農地 

非緑被 

都心の緑被分布図 

 
Ｈ26 Ｈ19 Ｈ26―Ｈ19 

面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 

樹林樹木 27.13  6.64 27.48 6.73 -0.36 -0.09 

草地 11.58  2.84 10.83 2.65 +0.75 +0.18 

街路樹 9.88  2.42 9.02 2.21 +0.86 +0.21 

水面 1.90  0.46 1.49 0.37 +0.40 +0.10 

農地 0.11 0.03 0.20 0.05 -0.08 -0.02 

緑被地 50.59 12.39 49.02 12.01 +1.58 +0.39 

区域面積 408.27  408.26    

 種別ごとの緑被面積および緑被率 

出典：平成 19 年度・平成 26 年度札幌市緑被現況調査 
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（イ）都心のみどりに関する市民意識 

平成 30 年度市民アンケート調査では、都心の公共施設の緑化の充足に

ついての設問に対して「足りていない」「どちらかというと足りていない」

が約 47％を占め、民間施設については、約 53％と半数以上でした。 

また、市民ワークショップにおいても、市民に札幌のみどりの印象につ

いて「まちなかのみどりが少ない」「都心のみどりが少なく、心がさびれる」

「都心の樹木のバランスが悪い」などの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 公園緑地の現状 

（ア）公園緑地の地域的偏りと老朽化 

現在、都市公園の数は約 2,700 箇所を超えており、公園の総量は充実

しています。一方で、都心及びその周辺の人口増加がみられる地域では、

身近な公園が不足しています。 

札幌市全公園の約７割が設置から 30 年が経過し老朽化が進行するとと

もに、施設量が多い状況です。また、公園トイレはほとんど利用がみられ

ないものもあるなど、施設の利用状況も公園によって偏りがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央区 

市平均 

南区 

他8区 

出典：第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査 

都心の施設の緑化の充実（左：公共施設、右：民間施設） 

区別の人口推移予測 

足りている
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どちらかという
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33.5%

足りていない

13.5%

わからない

13.3%

無回答 1.9%

（N＝962）
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と足りている

22.8%
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18.6%
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13.1%

無回答 1.5%

（N＝962）
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合
計

1 人当たりの住区基幹公園面積 

平成 31 年 3 月 31 日現在

区別にばらつきがあり、特に中
央区では人口が増加傾向にあり
ながら、身近な公園(住区基幹公
園)が著しく不足しています。 
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●調査方法 

・平成 30 年、各公園で平日１日、土日１日の２日間、６時から１７時までカウント 

利用の少ない公園ト
イレを廃止すること
について、多くの市民
の皆さんが理解を示
しています。 

利用の少ないトイレの廃止についての意向 

●調査方法 

・無作為に抽出された市民 1,500 人への公園トイレに関する市民アンケート調査 

・平成 25 年１月に郵送による実施（回収 47.2％、有効回答数 703 通） 
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平均人数

公園トイレの利用者数は 
バラつきがみられます。 

公園内施設利用者のトイレの利用状況（２日間平均） 

遊具施設の約６割（約9,000基）が、
設置後20年を経過しており、老朽
化が進んでいます。 

都市公園と遊具施設の経過年数(平成 31 年 3 月 31 日現在) 

回答数 
(N=703) 

妥当だと思う 
64％ 

反対 
18％ 

わからない・
その他 
18％ 

50年以上 6.8%

40年以上

50年未満

27.6%

30年以上

40年未満

35.7%

20年以上

30年未満

18.6%

10年以上

20年未満

7.7%

10年未満 3.7%

都市公園 
の 

経過年数 
20 年以上 

約 9,000 

20 年未満 

約 5,000 

公園施設数 
約 110.000 

その他施設 
約 96,000 

遊具施設 
約 14,000 

遊具施設 
の 

経過年数 

都市公園の約7割（約1,900箇所）が、
整備後30年を経過しております。 
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（イ）公園緑地に関する市民意識 

第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査では、

みどりの現状で不足していることについての設問に対して「公園の再整備

と機能の見直し」が約35％で最も多く、次いで「市民ニーズに対応した公

園の充実と管理・運営」が約30％で、公園に関する整備や管理・運営が不

足していると感じている人が多いとわかりました。 

また、平成30年に実施したみどりの基本計画に関する市民ワークショッ

プにおいては、公園によって「みどりを身近に感じられる」ことが評価さ

れている一方で、「少子高齢化などの社会情勢に対応した管理」や「子ども

の遊び場や災害時の機能の充実」などの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）公園のレクリエーション施設配置状況 

札幌市内の公園のもつ機能について、「自然系」「風景系」「こども系」「文

化・歴史系」「スポーツ系」「炊事施設」の分類で、札幌市のＨＰで公表され

ている公園検索システムを活用し、目的別公園検索およびスポーツ施設検

索（詳細はＰ36 を参照）を行い、レクリエーション機能を整理しました。 

該当した施設の件数は以下の表のとおりです。 

 

機能 件数 凡例 

自然系レクリエーション機能 40 ● 

風景系レクリエーション機能 55 ● 

こども系レクリエーション機能 70 ● 

文化・歴史系レクリエーション機能 103 ● 

スポーツ系レクリエーション機能 278 ● 

炊事施設 7 ● 

 

自然系のレクリエーション機能は、旭山記念公園や円山公園、宮丘公園

などの山地丘陵地沿いに多く位置し、炊事施設は市街地縁辺部に点在して

位置しています。その他の機能は全市的に点在する形で位置しています。 

多様な機能を持っている公園としては、五天山公園が６機能全てを有し、

旭山記念公園や藻南公園、月寒公園、厚別川緑地は５機能、屯田西公園、モ

エレ沼公園、前田森林公園などの 14 カ所の公園で４機能を有しています。 

出典：第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査 

札幌市内の公園がもつ機能分類ごとの該当公園件数 

21.9%

24.2%

26.9%

30.6%

34.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

地球温暖化に配慮したみどりの保全と創出

都心の施設（建物）のみどりの充実

札幌の気候・歴史・風土に合った

魅力的な景観の保全と創出

市民のニーズに対応した公園の充実と管理・運営

公園の再整備と機能の見直し
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公園のレクリエーション施設配置状況 
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（エ）公園のレクリエーション利用の届け出状況 

平成29年度の団体等による公園利用届等※の届け出状況は、住区基幹公

園※約2,600公園に対して、約１万件（指定管理者制度※を導入している16

公園を除く）の届け出がありました。 

公園利用届等からわかる運動会・遠足、少年野球・サッカー、その他のス

ポーツ・大会、冬遊び、自然散策・自然観察、野外学習・園外保育などの

「レクリエーション利用」は、8,206 件となっています。 

カテゴリー別の届け出状況をみると、「少年野球・サッカー」が最も多く

全体の約 64.7%を占めており、ついで「その他のスポーツ大会」が 13.5％、

「運動会・遠足」が 10.8％となっています。 

また、郊外の住宅地では、小規模な公園が多いことから、届け出による

利用は低い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）指定管理者によるレクリエーション系の利用促進事業の状況 

指定管理者制度を導入している大規模な公園では、平成 29 年度指定管

理者公園利用促進事業報告書によると、指定管理者が実施したレクリエー

ション系の利用促進事業の実施日数と参加人数は、次ページ（Ｐ38）の図

の通りです。 

参加人数が最も多い「モエレ沼公園」では、札幌国際芸術祭 2017 での

展覧会や、写真展、イサム・ノグチ展、クリスマスイベントなどへの参加が

多く見られました。また、事業延べ日数および参加人数とも多い「農試公

園」では、季節ごとのまつりに加え、冬季イベントへの参加や、ウィンター

スポーツ用具のレンタル利用者が多く見られました。  

 
 

※ 公園利用届等：「公園利用届」、「公園使用許可申請」。団体等が公園を利用したい場合に、市に対し

て届け出や許可申請を行う際に提出するもの。 
※ 住区基幹公園：歩いていける範囲の居住者の安全や健康的な生活環境、休養、レクリエーションの

場として整備する公園。主に街区の住民を対象とした「街区公園」、主に近隣の住民を対象とした

「近隣公園」、徒歩圏内の住民を対象としたスポーツ施設等が設置される「地区公園」がある。 
※ 指定管理者制度：多様な市民ニーズに効果的・効率的に対応するため、民間の経営能力、技術を活

かしながら、地方公共団体の指定を受けた「指定管理者」が、都市公園の管理運営を行う制度。 

レクリエーション分野のカテゴリー別利用状況 

10.8% 64.7% 13.5%

1.1%

4.0%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運動会・遠足 少年野球・サッカー その他のスポーツ、大会

冬遊び 自然散策・自然観察 野外学習・園外保育

札幌市の 

全体 



 

38 

第

2

章 

  

  

郊外部は小規模な公園が多く、

届け出による利用は低い傾向 

季節のまつりや冬季イベント、

ウィンタースポーツ用具の貸し

出しによる利用促進 

展覧会や多彩なイベントに

よる利用促進 

公園のレクリエーション利用の届け出状況と指定管理者による利用促進事業の状況 
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エ 街路樹の現状 

札幌市には現在約22万本の街路樹が整備されていますが、老齢化が進み、

街路樹診断した樹木のうち、空洞化などによる危険木と診断された樹木が２

割強を占めるなど、その割合は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ みどりの景観特性と観光特性 

札幌には明瞭な四季があり、春のさわやかな新緑、秋の紅葉、冬の雪景色

など四季折々の楽しみのあるみどりの景観も特徴といえます。 

藻岩山などの山頂や高台を有する公園からは、市街地の眺望が得られるほ

か、豊平川などの河川や橋からは、山並みの景観や川辺の景観が得られます。 

北東部の農地や牧草地の広がった景観や南西部の森林の中の景観など都市

でありながら多様な景観を見ることができます。 

また、第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査で

は、札幌市の原風景として思い描くものとして「市街地から見える山並み」

がもっとも多く、道路や公園から身近に眺望できることが、札幌の景観や市

民の故郷の情景として重要な要素となっていると考えられます。 

都心では大通公園・中島公園などの拠点的な公園、各地域では大規模な公

園が地域住民に親しまれるとともに、地域の景観を特徴づける重要な要素と

なっています。 

みどりの観光スポットは、大通公園や道庁など、みどりと歴史・文化を味

わえるスポットが人気となっています。 

また、モエレ沼公園や芸術の森、石山緑地、創成川公園など、みどりと一

体となった文化・アートが都市観光の対象として人気が高い状況です。 

このほか、旭山記念公園やモエレ沼公園など、眺望スポットもみどりの観

光スポットとして挙げられます。 

 

 

 

街路樹診断における危険木の割合 

5.4%

8.5%
11.0%

6.7%

4.4%
4.3%

8.0%
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10.2%
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13.0%
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16.0%

12.7%
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24.0%
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10.1%
10.9%

13.4%

20.1%

10.8%

18.3%
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25.2%

28.7%
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山並みに向かう道路では、 

その存在感が強い 

文化やアートを感じさせる

大規模公園は特徴的な景観

資源となっている 

市街地から間近に望める山並

みは市民にとって札幌らしい

風景を形成している 

都心の大通公園をはじめとする景

観資源の密度が高い 

みどりの景観特性 
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みどりと歴史・文化を味わえる

都心の大通公園や道庁など 

みどりと文化・アートが特

徴的なモエレ沼公園 

旭山記念公園など、 

みどりの中から市街地を 

望む眺望スポット 

みどりと文化・アートが特徴的な

札幌芸術の森や石山緑地など 

みどりの観光特性 
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②課題 

ア 都心のみどりの不足 

都心の緑被率や公共施設・民間施設の緑化の不足が課題となっています。

第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査や市民ワー

クショップなどでも、都心のみどりの充実を求める意見があげられました。 

また、街路樹等がつくる美しく北国らしい景観も求められています。 

イ 都市公園の地域的な偏りと老朽化 

中央区など人口の増加がみられる地域では一人あたりの公園面積が少な

く、身近な公園の不足が課題となっている一方、住宅地では狭小な公園の密集

や、機能の重複が課題となっています。 

全公園の約 7 割が設置から 30 年以上経過していることから、老朽化した

公園施設への対応や、子どもが安全に安心して遊べる場の確保が課題となっ

ています。また、施設利用状況にも偏りが見られるため、施設の適正な配置

も課題となっています。 

ウ 多様な市民ニーズへの対応 

少子高齢化や社会の成熟化に伴い市民ニーズは多様化しており、第４次札

幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査やワークショップの

結果より、公園についても市民ニーズに対応した再整備や管理・運営が求め

られています。 

エ 街路樹の老齢化、維持管理の困難化 

都市の拡大とともに整備されてきた街路樹の老齢化が進行しているととも

に、狭い歩道に植えられた街路樹や都市環境への適性が低い樹種についての

対応が課題です。 
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①現状 

ア これまでの取組と評価 

札幌市で進められている市民参加には、歩道美化（歩道植栽ますへの花植

え等）、学校周りの花植え（マイタウン・マイフラワープラン※）、街区公園等

維持管理の町内会等への委託があり、全市的な活動の広がりを見せています。 

「第３次札幌市みどりの基本計画」では、「つなぐ」をキーワードに、市民

と行政、市民同士が連携する市民との協働※を掲げ、公園ボランティア※や森

林ボランティア※、さっぽろタウンガーデナー※などのボランティアの支援を

行いながら、みどりづくりを進めてきました。その結果、団体や個人のボラ

ンティア登録者数は増加傾向にあり、みどりづくりは市民に支えられてきま

した。 

  

 
※ マイタウン・マイフラワープラン：幼稚園や小学校、町内会などが、花を種から育て、街路樹ます

や校内・園内の花壇などに苗を植栽する取組で、緑化意識の醸成と自主活動の促進を図っている。 
※ 協働：多様な活動団体や組織が、同じ目標を共有し、それぞれの特性を活かし、対等の立場で協

力し共に活動すること。 
※ 公園ボランティア：公園でのボランティア活動を希望する市民の方々を登録したうえで、計画的

に清掃等の活動をしてもらう札幌市の制度。 
※ 森林ボランティア：指定された都市環境林等において、市民による積極的な森林保全活動を行な

う札幌市の制度。 
※ さっぽろタウンガーデナー（緑の愛護員）制度：市民の方々が花とみどりのまちづくりに自主的

に取り組むことを支援するための札幌市の登録制度。 

みどりのボランティア 

（公園ボランティア・森林ボランティア・さっぽろタウンガーデナー）の登録人数 

（団体数） （人数） 

ひと 
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イ 市民参加の現状 

「札幌市みどりに関する市民アンケート調査」では、花植えや観察会など

のみどりづくりに参加している市民のうち、60 歳以上の割合が増加してお

り、平成 29 年度は約７割と、高齢化しています。そのうち、「今後は参加し

ない、分からない」との回答が増加傾向にあることが分かりました。 

「第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査」では、

みどりのボランティアの活動について「知らない」という回答が約 5 割で、

ボランティアに関する認知度が低いことがわかりました。また、参加意欲を

高める条件については、「活動場所や時間の自由度」や「１人でもできること

があるとき」など参加しやすい工夫を求める意見がありました。 

 

  

49.1

55.3 57.3 55.9 55.7
59.9 59.4

66.7

50.9

44.7 42.7 44.1 44.3
40.1 40.6

33.3
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H27
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H28
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H29

2017

60歳以上

60歳未満・不明

出典：札幌市みどりに関する市民アンケート調査 

活動に参加した方の年齢構成の推移 

44.1

35.8

26.9

24.2

21.0

19.9

12.6

7.8

9.1

1.9

0% 20% 40% 60%

活動場所や時間の自由度

活動場所や内容などの情報が手に入る

１人でもできることがあるとき

参加の申し込みなどの簡略化

若い世代が参加しやすい工夫

町内会行事として開催するとき

交通費程度の費用の支給

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝372）

出典：第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査 

どのようなとき、もしくは何があれば参加したいか 

参加したこと

がある

6.5%

知ってい

るが、参

加したこ

とはない

38.7%

知らない

54.0%

無回答

0.8%

（Ｎ＝962）

みどりのボランティアの活動に

参加したことがるか 
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(60歳以上）

６０歳以上の回答者で、活動に参加した方のうち「今後は参加しない」、「分からない」と回答した方の推移 

出典：札幌市みどりに関する市民アンケート調査 
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ウ ボランティア活動の現状 

公園や森林の手入れや維持管理に関わる市民ボランティアは、市域全体で

活動しているものの、白石区・豊平区・厚別区での活動はやや低い傾向にあ

ります。 

森林ボランティアは、西〜南部の市街地寄りの山地で分散して活動してい

ます。 

公園ボランティアは、中央区・東区・南区での活動場所がやや多くなって

います。公園ボランティアの登録者数は、数人から 200 人程度とさまざまで

す。 

 

  

森林ボランティア 

タウンガーデナー 

公園ボランティア 
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市民ボランティの活動は、地区により

濃淡がみられるものの、総じてその活

動は市域全体に広がりをみせている 

公園ボランティアの登録状況

では、豊平区・白石区・厚別

区の対象公園や数が少ない 

森林ボランティアの登録状況では、 

市街地に近い山地丘陵地に沿って 

都市環境林で活動が展開されている 

公園ボランティアは、規模

は小さいものの東区・南

区・中央区等で活発 

市民参加・ボランティア活動状況 
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エ 公園のコミュニティ活動利用の届け出状況 

札幌市内の都市公園では、地域イベント・祭り、防災訓練、ボランティア

活動など、平成 29 年度の団体等による公園利用届等により申請されている

「コミュニティ活動」は、住区基幹公園に対して、約 1 万件（指定管理者制

度を導入している 16 公園を除く）のうち、約 2 千件を占めています。 

全地域で一定の届け出による活動が見られますが、P48 の通り、コミュニ

ティ活動に関する公園利用届等のあった公園の割合は、地域によって濃淡が

見られます。 

 

オ 指定管理者によるコミュニティ活動系の利用促進事業の状況 

指定管理者制度を導入している大規模な公園では、平成 29 年度指定管理

者公園利用促進事業報告書によると、指定管理者が実施したコミュニティ活

動系の利用促進事業の実施日数と参加人数は次ページ（P48）の通りでした。 

参加人数の多い「豊平公園」や「百合が原公園」では、園芸講座や展示会な

ど、多彩な趣味・カルチャー系の利用促進事業が活発に行われています。ま

た、事業延べ日数の多い「大通公園」では、ボランティアによる花壇の維持管

理やガイド※など、ほかの公園では見られないボランティア活動が活発に行わ

れています。 

  

 
※ガイド：公園の歴史や各施設、彫刻や植物などについて研修を受け、訪れた人にその魅力を伝える

解説員。大通公園では、指定管理者が運営している。 
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園芸植物展示会や園芸教室 

などの利用促進が活発 

公園利用届等のあった公園の割

合は地区により濃淡がみられる 

公園ボランティアによる花壇の維持

管理やガイドなどの利用促進が活発 

公園のコミュニティ活動利用の届け出状況と指定管理者による利用促進事業の状況 

園芸・植物講座など

の利用促進が活発 
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②課題 

ア ボランティアの高齢化・中心となる人材不足 

ボランティア活動をしている人の高齢化や活動の中心となる人材の不足な

どによって、みどりに関わる活動の継続が課題です。 

イ ボランティア活動の認知度の低迷 

みどりのボランティアに関する認知度が低く、ボランティア情報へのニー

ズが高いため、情報提供の工夫が課題となっています。 

ウ ボランティア活動の参加へのハードル 

子育て中の人や若者など多様な世代や主体が継続的に活動できるようなニ

ーズの把握や機会の提供が課題です。 
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第３章 重視すべき視点 

人と自然 
の共生 

地域 
コミュニティ 

の醸成 

１ 重視すべき視点の整理 

これまで札幌のみどりの分野では、経済成長や人口増加などを背景として、札

幌を取り巻くみどりの保全と創出や、良好な住環境形成のための量的なみどりの

整備を進め、一定の成果をあげてきました。 

しかし、地球規模の環境問題の深刻化、人口減少社会の到来、少子高齢化の進

行など、札幌を取り巻く社会情勢が変化しています。 

こうした中、これからのみどりづくりにおいて、限られた経営資源の中で効果

的に事業を展開していくにために、守られてきたみどりを大切にしながら、みど

りが持つさまざまな役割を最大限活用して、柔軟に使いこなしていくことにより、

今あるみどりに新たな価値を見い出していくことが重要と捉え、今後 10 年間に

おいてみどりの分野で取り組みを進めるうえで重視すべき視点を、「人と自然の

共生」「都市の魅力の向上」「資源の有効活用」「地域コミュニティの醸成」の４

点に整理しました。 

 

 

 

  

資源の 
有効活用 

都市の 
魅力の 
向上 

■社会情勢の変化 
○地球規模の環境問題の深刻化     
○ SDGs の推進 
○人口減少社会の到来、少子高齢化の進行    
○経営資源の制約 
○人口構造の地域的な偏り     
○外国人来訪者の増加 
○北海道新幹線の札幌延伸、冬季オリンピック・パラリ

ンピックの開催招致 
○都市公園法等の改正（ストック活用、民間との連携加速、

都市公園を柔軟に使いこなす） 

○札幌市景観計画    ○第 2 次札幌市環境基本計画 
○生物多様性さっぽろビジョン 

■札幌のまちづくりの方向性 

○札幌市まちづくり戦略ビジョン 

○第 2 次札幌市都市計画マスタープラン 
○札幌市立地適正化計画 ○第２次都心まちづくり計画 

札
幌
の
み
ど
り
の
課
題 

自然 

ア 人工林の管理の遅れ 

イ 森林の利用ニーズ多様化 

ウ 耕作放棄地の増加 

エ 生物多様性への対応 

都市 

ア 都心のみどり不足 

イ 都市公園の地域的な偏り

と老朽化 

ウ 多様な市民ニーズへの対

応 

エ 街路樹の老齢化、維持管

理の困難化 

 

ひと 

ア ボランティアの高齢化、

中心となる人材不足 

イ ボランティア活動の認知

度の低迷 

ウ ボランティア活動の参加

へのハードル 

重
視
す
べ
き 

視
点 

 

視点１ 視点 2 視点３ 視点 4 

札
幌
の
現
状 

【地域】 
重要な視点：地域での支え合いとつながりづくり 

【こども若者】 
重要な視点：将来を担う子ども・若者の健やかな育み 

【安全・安心】 
重要な視点：安心して暮らせる「人に優しい」まちづくり 

【環境】 
重要な視点：次世代へつなげる持続可能なまちづくり 
基本目標：豊かな自然環境と共生するまちにします 

市民が環境について学び行動するまちにします 

【都市空間】 
重要な視点：魅力と活力を持続的に高める集約型のまちづくり 
基本目標：札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 

都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします 
 



 

53 

第

３

章 

地球環境の保全や生物多様性のベースとなる自然環境を守り、 

教育の場、ふれあいの場として活用する視点 
 

 

 

 

 

札幌では平成 20 年（2008 年）に環境首都・札幌を宣言し、第 2 次札幌市環

境基本計画においても「都市と自然が調和した自然共生社会の実現」を掲げていま

す。 

先人が残してくれた札幌のみどりを今後も大切に守り育てていくためには、市

民や来訪者が、教育の場やふれあいの場として親しめるような活動に積極的に取

り組んでいく必要があります。 

札幌の活力を維持していくため、都市の魅力を高めるみどりの空間を、

都心を中心に創出し、活用していく視点 
 

 

 

 

 

 

人口減少社会を控え、札幌が活力あふれる都市であり続けるためには、北海道新

幹線の札幌延伸や冬季オリンピック・パラリンピックの開催誘致などを契機とし

て、都市の魅力を高める必要があります。 

そのために、みどりの分野では、市民や国内外の来訪者が多く訪れる都心におい

て、都市基盤としてのみどりのあるべき姿を市民・事業者・公共施設の担い手に示

し、みどり豊かで魅力あふれるまち札幌の形成をリードするとともに、市民や来訪

者が憩い交流し滞留する魅力的な空間として活用していく視点が必要です。 

札
幌
の
現
状
と
課
題 

都市の魅力

の向上 

人と自然 

の共生 

２ みどり分野で取り組む視点 

（１）視点１ 人と自然の共生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）視点２ 都市の魅力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 視点 2 
魅力と活力を持続的に 

札幌の顔となる都心 

新幹線の札幌延伸 

オリンピック等の招致 

外国人来訪者の増加 

地球環境を守り育てる 

生物多様性への対応 

自然共生社会の実現 

市民が学び行動する 

札
幌
の
現
状
と
課
題 

視点１ 
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少子高齢化等に伴い市民ニーズが多様化する中、 

公園緑地に集うことで生まれる、優しい地域コミュニティを育む視点 
 

 

 

 

 

人口構造の変化等に伴い、市民ニーズが多様化しており、都市公園などの利用形

態も変化しています。身近な公園緑地を地域の方とのコミュニケーションや世代

間のふれあいの場としていくことで、誰もが安全・安心で住みやすく、災害時にも

支えあえる地域コミュニティを育む視点が必要です。 

集約型のまちづくりを行う中で、今ある公園をより一層活用するとともに、

まちづくりと連動してみどり豊かなオープンスペースを創出する視点 
 

 

 

 

 

 

公園緑地の整備は一定の水準にあり、量的にはほぼ充足しています。今後は人口

減少社会を見据え、公園施設の総量を抑制していくとともに、今あるものの個性に

あわせて、民間施設との連携や都市公園では民間活力を導入する（Park-PFI）な

ど、より市民に使っていただくことを重視していきます。 

また、災害時において、みどりは土砂災害防止や延焼の防止などの役割を果たす

とともに、都市公園等は避難の場、救援活動の拠点となるなどの多面的機能を発揮

する視点も重要です。 

さらに、まちづくりにおいて都心や地域交流拠点などに機能を集約する方向性

が示される中で、みどりの分野においても、まちづくりと連動した複合化や都心の

開発にあわせたみどり豊かなオープンスペースの創出など、うるおいのある魅力

的な空間を効果的に創出していく視点が必要です。 

札
幌
の
現
状
と
課
題 

札
幌
の
現
状
と
課
題 

地域 

コミュニティ

の醸成 

（３）視点３ 資源の有効活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）視点４ 地域コミュニティの醸成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 視点４ 人口構造の変化 

地域の支え合いとつながり 

安心で人に優しいまち 

市民ニーズの多様化 

Park-PFI 制度の新設 

集約型のまちづくり 

民間施設との連携 

経営資源の制約 

人口減少社会の到来 

資源の 

有効活用 

 視点 3 
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  第４章 基本理念とみどりの将来像 
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第４章 基本理念とみどりの将来像 

１ 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市には、市街地を取り巻くように、山地丘陵のみどりや平地のみどりが広

がり、豊平川などの河川とともに札幌のみどりの骨格を形成しています。また、

市街地には公園緑地や街路樹、公有地・民有地の緑化など多様なみどりが存在し

ており、自然環境の保全や都市環境の形成、さらにはさまざまな活動の場になる

など、市民が生活していくうえで欠かすことができない重要な役割を担っていま

す。 

これからは、市民と一緒になって取り組む、みどりを知り・守り・つくり・活

かす「みどりの活動」によって、みどり資源を積極的に有効活用していきます。 

これまで、みどりの分野では、経済成長や人口増加などを背景とした都市の拡

大にあわせて、札幌を取り巻くみどりの保全と創出や、良好な住環境形成のため

の量的なみどりの整備を進め、一定の成果をあげてきました。 

これからは、社会情勢の変化を踏まえ、今まで守り育ててきたみどりを守りな

がら、柔軟に使いこなしていくことにより、みどりが持つ機能をさらに高めるこ

とで新たな価値を生みだし、札幌のまちの魅力を高めていきます。 

 

「グリーンシティさっぽろ」は、市民 1 人

ひとりが、より魅力的な札幌を創造し、未来

につなげていくことを表現した新たなスロ

ーガンです。 

 

「グリーンシティさっぽろ」の実現に向け

て取り組んでいく中で、SDGs の「11 住み

続けられるまちづくりを」や「15 陸の豊か

さも守ろう」、「17 パートナーシップで目標

を達成しよう」をはじめとした世界的な開発

目標の達成に貢献しながら、持続可能なまち

を目指していきます。 

 

 

  

SDGs の 17 目標の関係性 

出典：Stockholm Resilience Centre を

参考に札幌市作成

 

みどりを知り・守り・つくり・活かし、 

新たな価値を生み出し、まちの魅力を高めよう 

持続可能な 

グリーンシティさっぽろ 
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２ みどりの将来像 

札幌におけるみどりの機能をふまえ、本

計画で目指す札幌のみどりの将来像を以

下のように設定します。 

「自然」「都市」「ひと」の３つの将来像

は密接に関係しており、各将来像の実現に

向けて取り組むことで、相乗効果が高まり

ます。 

 

 

 

良好な自然環境が保全され、人と自然が共生しています。 

◆森林、草地、市街地のみどりのオープンスペース、街路樹などのみどりの

ネットワークが保全され、多様な生物の生息・生育空間が確保されています。 

◆天然林の保全や人工林の適切な管理により、市内の森林が保全され、地球環境

の改善につながります。 

 

 

五感を通して感じられるみどりが保全・創出され、 

都市の魅力を高めています。 

◆藻岩山や豊平川といった札幌市民の原風景となる美しい景観が保全され、快適

な生活環境が維持されています。 

◆公園や街路樹が適切に管理され、災害時には公園の持つ防災機能を発揮するこ

とで、安全・安心な都市となっています。 

◆大通公園や中島公園といった大きな公園やみどりのオープンスペースが、市民

や来訪者の憩いや賑わいの交流拠点となり、札幌に活力をもたらしています。 

 

 

多くの人がみどりにふれあい、 

幸福感のある日常生活を送っています。 

◆公園や自然歩道などの多様なみどりを介してさまざまな世代が自然を学び、自

然にふれあい、交流しています。 

◆公園などでのみどりとふれあう活動を通じて、人と人がつながり、互いに支え

合える優しい地域コミュニティを育んでいます。 

  

自然 

都市 

ひと 

みどりを知り・守り・つくり、活かし、 
新たな価値を生み出し、 

まちの魅力を高めよう 

持続可能な 
グリーンシティさっぽろ 

自然 

ひと 都市 
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３ みどりの将来像図 

みどりの将来像を具体的に示す各将来像のイメージ図と全体図を示します。 

 

みどりの将来像「良好な自然環境が保全され、人と自然が共生しています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みどりの将来像「五感を通して感じられるみどりが保全・創出され、都市の魅力を高めています。」 

 

 

 

 

 

 

  

都市のイメージ 

自然のイメージ 

水面を感じられ
る美しい豊平川
の景観 

大通公園を中心
とした賑わいの
創出 

緑化された民間
施設、公共施設
（壁面緑化、屋上
緑化） 

中島公園を中心
とした賑わい、

交流の創出 

人工林の間伐 
などの管理 

みどり豊かな 
市街地 

農地や果樹園で 
農業体験をする人 

観察会など自然を 
学ぶ活動 

散策など 
自然を楽しむ活動 

生物の生息・ 
生育空間 

防災機能を持つ
公園 

緑陰が心地よい、 
みどり豊かな 

街路景観 

緑が目に映る美し
い山並みの景観 
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みどりの将来像「多くの人がみどりにふれあい、幸福感のある日常生活を送っています。」 

  

ひとのイメージ 

住宅地の庭での 
みどりづくりを 
楽しんでいます 

農業体験を通じて、 
交流が生まれています 

間伐など維持管理が 
行われています 

森林の大切さなどの 
理解のための観察会が 
開催されています 

森林 

身近なみどりづくり 

都心 

コンテナガーデンなど、 
市民と連携した質の高い 
おもてなし緑化が 
取り組まれています 

都心の緑化講習会などを 
きっかけに、地域交流が 
活発になっています 

公園 

地域の活動として子どもたち
のために、プレーパークなど
を開催しています 

ボランティアリーダーの 
コーディネートにより、 
花植えなどのみどりの 
ボランティア活動が活発に 
行われています 

町内会やボランティアが、 
ネットワーク拠点施設で 
情報交換や交流をしています 
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全体図は、札幌市都市計画マスタープランや都市構造を踏まえたエリアごとの将

来像として示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体図 全体図 
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森林を知り守り 
活かすみどりのエリア 

・天然林・人工林の適切な管理更新により、持続的に森林の
保全・活用が推進されています。 

・自然歩道など多様なみどりを介してさまざまな世代が自然
を学び、自然にふれあい、交流しています。 

・森林のみどりを守り活かす活動が活発になり、地球環境の
改善に寄与しています。 

平地を守り活かす 
みどりのエリア 

・草地や農地などの自然環境について、市民が楽しみながら
理解を深め、守り活かす活動が推進されています。 

・それらの活動を通じて、多様な生物の生息・生育空間が確
保されています。 

都心の魅力を高める 
みどりのエリア 

・市民や事業者、行政が一体となり、民間施設や公共施設の
みどりが創出されています。 

・大通公園や中島公園といった大きな公園とともに、創出さ
れたみどりのオープンスペースが、市民や来訪者の憩いや
賑わいの交流拠点となり、札幌に活力をもたらしていま
す。 

豊かな市街地を形成 
するみどりのエリア 

・藻岩山や豊平川といった札幌市民の原風景となる美しい景
観が保全され、快適な生活環境が維持されています。 

・公園や街路樹が適切に管理され、災害時には公園の持つ防
災機能を発揮することで、安全・安心な都市となっていま
す。 

・公園などでのみどりとふれあう活動を通じて、人と人がつ
ながり、互いに支え合える優しい地域コミュニティを育
み、多くの人が幸福感のある日常生活を送っています。 

平地のみどり ・市街化調整区域に位置し、畑や牧草地が広がる生産の場と
なっており、農地の保全や、自然環境についての理解が深
まっています。 

緑化重点地区 
 

・市街化区域内に位置し、コンパクトなまちづくりにと連動
して、みどりによる良好な都市環境が形成され、住宅市街
地の質が高まっています。 

山並み・河川 
・市民の原風景である、市街地から見える山並みと河川の美

しい景観を形成しています。 

骨格的なみどりのネッ
トワーク 

・札幌市がこれまで形成してきた、環状グリーンベルトやコ
リドーを始めとする骨格的なみどりのネットワークにお
いては、保全、充実が図られています。 

 

エリアなどの将来像 
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第５章 目標 
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第５章 目標 

１ 目標の設定 

本計画の将来像を実現するため、今後 10 年間の目標として以下のとおり設定します。

また、目標の達成状況を量るため、計画期間最終年度である令和 11 年度（2029 年度）

を目標年度とする評価指標を設定するとともに、各分野ごとに調査項目を設け、これら

の結果をあわせ、中間評価、最終評価時に目標の達成状況を評価します。 

 

 

≪目標≫ 

森林・草地などの自然環境を適切に維持保全していきます。 

 

≪評価指標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自 然 

みどりの量 

【現況値の設定について】 

・札幌市の都市計画区域における緑被現況を航空写真より把握した面積で

す。 

【目標値の設定について】 

・本計画では、積極的に公園等の取得を行うよりも、今あるみどりの魅力

向上に重点をおく為、目標値は、現況値以上とします。 

【現況値の設定について】 

・平成 25 年度から平成 30 年度まで（6 年間）の間伐実績面積です。 

【目標値の設定について】 

・樹林密度の高い都市環境林人工林(約 890ha)のうち、約半数の 400ha

を、良好な森林として維持すべき樹林地とし、間伐等を実施することを

目標とします。 

 

現況値 32,015ha（H26）⇒現況値以上（R11） 

 

（人工林対象面積：約 890ha） 

現況値 97ha（H30）⇒40０ha（Ｒ11） 

間伐などにより適切な手入れをした都市環境林の面積 

現在集計中、策定までに最新値に差し替え予定 
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<調査項目> 

■緑被現況調査 

〈調査方法〉 

・都市計画図作成範囲の航空写真を活用し、緑被率を把握します。 

・調査は概ね３年毎に実施します。 

 

■都市環境林整備状況調査 

〈調査方法〉 

・間伐等面積を集計し、都市環境林の手入れ状況を把握します。 

 

■市内の動植物の分布調査 

〈調査方法〉 

・「さっぽろ生き物探しプロジェクト」の結果を市内の動植物の分布状況の

把握に活用します。 
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≪目標≫ 

公園などのみどりで都市の安全・安心を高め、 
潤いや賑わいを創出していきます。 

 

≪評価指標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園のバリアフリー化率 

 

 

 

【現況値の設定について】 

・公園トイレ全棟数のうち、バリアフリー化※されたトイレの棟数の割

合です。 

【目標値の設定について】 

・年間 10 棟（主要公園は２棟）程度の更新をすることを目標として

います。 

※主要公園のトイレのうち、特に観光客などの利用の多いトイレにつ

いては、バリアフリー化 100％を目指します。 

 

 

 

 

 

 
※ バリアフリー化：車いす利用者が、円滑に移動し利用できるように、施設の改修を行うこと。 

都 市 

【現況値の設定について】 

・平成 30 年度に実施した「第４次札幌市みどりの基本計画策定のた

めの市民アンケート調査」において、「都心部の公共施設や民間施設

の緑化が足りていると思いますか」という設問に対し、「足りている

と思う」「どちらかといえば、足りていると思う」と回答した割合で

す。 

【目標値の設定について】 

・今後、都心部の公共施設、民間施設の緑化を進めていく方向性であ

るため、満足度が上昇すると考え、約２割の上昇を目標値として設

定します。 

公共施設現況値 38％（H30）⇒45％（R11） 

民間施設現況値 32％（H30）⇒40％（R11） 

都心部の公共施設や民間施設の緑化が足りていると感じている市民の割合 

・トイレ：現況値 37％（H30）⇒50％（R11） 

  ・うち主要公園トイレ：現況値 64％（H30）⇒85％（R11） 



 

67 

第

5

章 

 

<調査項目> 

■市民アンケート調査 

〈調査方法〉 

・平成 30 年度に実施した、「札幌市みどりに関する市民アンケート調査」

と同様の調査を令和５年度、令和１０年度に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園バリアフリー化実施状況調査 

〈調査方法〉 

・札幌市において毎年実施している公園のバリアフリー化実施状況調査よ

り、バリアフリー化されている園路広場(H30：79％)、駐車場(H30：

57％)とトイレの割合を把握します。 

  ※園路広場、駐車場は各施設が存在する公園のうち、１箇所でもバリアフ

リー対応となっている公園数の割合を把握します。 

※トイレは、全棟数のうち、バリアフリー対応トイレの割合を把握しま

す。 

※主要公園トイレは、全総合公園（10 公園）、運動公園（農試公園、屯田

西公園、手稲稲積公園の３公園）、特殊公園（大通公園、創成川公園の

２公園）のトイレとします。 

 

■民間活力の導入状況調査 

〈調査方法〉 

・市内の公園における年度毎の Park-PFI の導入件数を把握します（現況値

は 0 件）。 

 

■公園の防災に資する機能配置調査 

〈調査方法〉 

・公園に設置されている防災に資する機能である、防火水槽（131 件／

H30）、貯水槽（21 件／H30）、雨水貯留量（50,425 ㎥/H30）、防災

資機材保管庫（673 件／H30）などの設置件数を把握します。 

・公園で町内会などが実施している防災訓練の回数（94 件／H30）を把握

します。団体等による公園利用時には「公園利用届出等」を事前に提出す

ることとしており、その活動内容から防災訓練の件数を把握します。 

 

 

 

 

 

※「札幌市みどりに関する市民アンケート調査」とは 

・札幌市民のうち、20 歳以上の男女 3,000 人を対象に、区、性別、年

代の３要素のバランスをとって無作為抽出し、市のみどりに関する評

価等について、市民意識を把握し、計画の見直しや充実化の取組みの

参考とするためのアンケートです。 
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■緑視率調査 

〈調査方法〉 

・平成 23 年度に緑視率調査を行った調査地点（39 カ所）を基準に、緑視

率の変化を把握します。 

・令和元年度に 50 箇所について実施しており、令和５年度、令和 10 年度

にも実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用者数調査 

〈調査方法〉 

・再整備実施公園を対象に、整備前年と整備翌年に利用者数調査を行い、再

整備前後の利用変化を把握します。 

・平成 30 年度に再整備した 35 公園を対象に、平成 29 年度と令和元年度

に実施しました。 

・令和４年度と令和９年度に再整備する公園を対象に、実施する予定です。 

 

■公園整備に関する満足度調査 

〈調査方法〉 

・平成 30 年度に行った「公園整備に関する評価調査」において、平成 29

年度に再整備等が完了した公園について、その周辺住民に対しアンケー

ト調査を行いました。 

・「公園について全般的な印象は良くなったと感じますか？」という設問に

対して「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合（H30：

76％）から、再整備された公園に対する満足度を把握します。 

・調査は令和５年度と令和 10 年度に実施する予定です。 

 

 

  

※緑視率とは 

 緑視率とは、人の視界における草木、すなわち緑の多さを計る割合の

ことです。 

 緑視率＝(緑の面積)÷(撮影範囲) 

みどりを眺めることによる心理的・生理的効果が安らぎを与え、身近

な緑に対する生活者の満足度を反映する指標として、兵庫県西宮市をは

じめ、大阪府、京都府などでも採り入れられてきています。 
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≪目標≫ 

市民がみどりを守り育て、ふれあうための取組を活発にしていきます。 

 

≪評価指標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひ と 

【現況値の設定について】 

・平成 30 年度に実施した「札幌市みどりに関する市民アンケート調査」

において、「この１年間に、市内の公園などでのみどりづくりやイベ

ントに参加したことがありますか。」という設問に対し、6 つの項目

のうち「森林やみどりを保全するための募金や寄附を行った」を除く

一つでも参加したと回答した割合です。 

【目標値の設定について】 

・少子高齢化や、近年の余暇の過ごし方の多様化等から、現況値以上と

します。 

【現況値の設定について】 

・平成 29 年度に団体等から公園利用時に提出された「公園利用届等」

に記載された活動内容のうち、地域イベントや祭り、住民活動等のコ

ミュニティ活動の件数です。 

【目標値の設定について】 

・町内会加入率の低下傾向や、それに伴う町内会活動の停滞等から、現

況値以上とします。 

現況値 56.1％（H30）⇒現況値以上（R11） 

みどりづくりなどに参加した市民の割合 

現況値 1,967 件（H29）⇒現況値以上（R11） 

コミュニティ活動に関する公園利用届等件数 
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<調査項目> 

■市民アンケート調査 

P67 に記載 

■ボランティア登録者調査 

〈調査方法〉 

・公園ボランティア（2,373 人）や森林ボランティア（1,120 人）、タウ

ンガーデナー（308 人）、指定管理による公園のボランティア（1,326

人）について、新規登録者数や属性、活動内容などを把握します。 

  ※登録人数は平成 30 年現在 

・令和５年度、令和 10 年度に実施します。 

 

■公園利用届分類調査 

〈調査方法〉 

・団体等による公園利用時には「公園利用届出等」を事前に提出すること

としており、その活動内容から地域イベントや祭り（919 件）、住民活

動（887 件）、ボランティア活動（50 件）等のコミュニティ活動の件

数を把握します。 

  ※届出件数は平成 29 年集計時 

・令和５年度、令和 10 年度に実施します。 
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第６章 計画の体系と施策 
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第６章 計画の体系と施策 

１ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

み
ど
り
を
知
り
・
守
り
・
つ
く
り
・
活
か
し
ᵧ
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
ᵧ
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
よ
う 

持
続
可
能
な
グ
リ
ᶌ
ン
シ
テ
ᶁ
さ
ᵻ
ぽ
ろ 

基本理念 重視すべき視点 みどりの機能 

自
然 

⑥さまざまな世代が利
用できる場の提供 

・健康推進の場の提供 
・自然とのふれあいの

場の提供 
・子育ての場の提供 
・環境教育の場の提供 
・まちづくり活動の場

の提供 
⑦コミュニティの形成 
・地域コミュニティの

形成 
・まちへの愛着の形成 

③都市環境の形成 
・生活環境の改善 
・うるおいの創出 
・札幌らしい景観の形成 
④防災機能の発揮 
⑤観光まちづくり 
・地域経済への寄与 
・観光まちづくりの促進 
・地域経済の活性化 

①自然環境の保全 
②地球環境問題への 

対応 

都
市 

ひ
と 

札幌の現状と課題 

魅力と活力を持続的に 

札幌の顔となる都心 

外国人来訪者の増加 

新幹線の札幌延伸 

オリンピック等の招致 

都市の魅力 
の向上 

人口構造の変化 

市民ニーズの多様化 

地域の支え合いとつながり 

安心で人に優しいまち 

地域 
コミュニティ 

の醸成 

 

自然共生社会の実現 

地球環境を守り育てる 

生物多様性への対応 

市民が学び行動する 

人と自然 
の共生 

 資源の 
有効活用 

人口減少社会の到来 

経営資源の制約 

集約型のまちづくり 

Park-PFI 制度の新設 

民間施設との連携 

視点１ 

視点 2 

視点 3 

視点 4 
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みどりの将来像 

良好な自然環境が 

保全され、 

人と自然が 

共生しています。 

五感を通して 

感じられるみどりが 

保全・創出され、 

都市の魅力を 

高めています。 

多くの人が 

みどりにふれあい、

幸福感のある 

日常生活を 

送っています。 

施策の方向性 

１ 持続的な森林保全・活用 

２ 生物多様性に配慮した 
みどりの保全 

３ みどりの資源の有効活用 

４ 北東部の平地のみどりの
保全 

５ 市街地のみどりの推進 

６ 都心のみどりの増加と 
価値の向上 

７ 街路樹のメリハリのある
管理 

８ 多様な機能を発揮する 
公園づくり 

９ ニーズに応じた安全・ 
安心な公園の再整備 

10 公園の適正な管理と活用
の推進 

11 自然を知り・守り・つく
り・活かす活動の推進 

12 都心をみどりで彩り  
楽しむ活動の推進 

13 身近な緑化活動の推進 

14 協働によるみどりづくり
の仕組みの充実 

目標 

森林・草地などの 

自然環境を適切に 

維持保全して 

いきます。 

公園などの 

みどりで都市の 

安全・安心を高め、

潤いや賑わいを 

創出していきます。

市民が 

みどりを守り育て、

ふれあうための 

取組を活発にして 

いきます。 

自
然 

都
市 

ひ
と 
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２ 施策の方向性と施策 

 
 

 

 

地球環境を改善し、多様な生物の生息・生育空間となっている自然環境を保全

するとともに、新たな利活用の推進を図ります。 

札幌市では、無秩序な市街地の拡大を防止し、みどり豊かな都市環境を守る

ことを目的として、自然環境を形成するみどりを風致地区や特別緑地保全地区

に指定するとともに、開発指向の強い地域や自然環境の保全が必要な森林を都

市環境林として取得してきました。 

また、札幌市緑の保全と創出に関する条例に基づき、一定規模の現状を変更

する行為に対して、樹林地の確保を義務付け、開発によるみどりの喪失を抑制

しています。 

さらに、活用の取組として、自然歩道や都市環境林の一部などで市民が気軽

に自然にふれあうことのできる場を提供してきました。 

今後は、風致地区や特別緑地保全地区などの制度を活用するとともに、都市

環境林などの森林を適切に管理していきます。都市環境林については、より市

民の活用を図るための計画を策定し、市民・活動団体・事業者との連携による

整備などを進めます。 

主な施策 

◯森林の保全推進 

市街地を取り巻く重要な民間樹林地を公

有化するとともに、森林の公益的機能の維

持増進を図るために、間伐などの森林の整

備や活用を促進します。 

・都市環境林等の取得 

自然環境・景観及び防災などの公益的

機能上特に保全が必要な森林や、開発の

恐れがある森林を、計画的に公有化しま

す。 

 
旭山都市環境林 

みどりの将来像 

良好な自然環境が保全され、人と自然が共生しています 
自然 

持続的な森林保全・活用 

方向性１ 
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◯都市環境林の利活用の推進 

森林の公益的機能を総合的に高めていく森づくりを通じて、野生生物の生

息・生育環境を保全し、豊かな自然とのふれあい、森林レクリエーション、環

境教育等の利用を推進するため、「札幌市都市環境林管理方針」（P76 参照）

を策定しました。今後はこの方針を推進するため以下のことに取り組みます。 

・新たな活用手法の検討 

森林の機能や特性に応じた管理計画を策定し、それに基づいた森林の保全

と活用を図ります。 

都市環境林については、市民などによる森林レクリエーション利用を推進

するため、活用について検討します。 

・人工林の間伐などの推進 

白旗山都市環境林では、人工林（針葉樹）

の間伐などを行い、広葉樹の生育を促すこ

とにより針葉樹と広葉樹が混合した自然

に近い森林づくりを進めます。 

 

 

 

 

◯多様化する自然歩道などの利用者への対応 

札幌には８つの自然歩道と６つの市民の

森があり、利用者は約 26 万人（年間推計値

/平成 24・25 年度札幌市市民の森等利用状

況調査より）となっており、広く市民に親し

まれています。一方、ルート的には藻岩山・

円山・三角山の３ルートで全体の約 86％を

占めているなど、利用箇所に偏りがみられる

ほか、外国人の利用や新たな利用形態（トレ

イルランニング）の増加があることから、自

然への影響を考慮し、多様化する利用者の安

全と利便性を確保する手法について検討し

ます。 

 

 

 

  

人工林（針葉樹）の伐採風景（白旗山） 

自然歩道の様子 
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札幌市都市環境林管理方針 〔平成 30 年（2018 年）策定〕 

札幌市が保有する都市環境林（37 地区）について、森づくりの在り方を明確に

位置づける基本方針として、森林の機能と特性に応じた管理方針を策定したもの

です。 

 

 

  

  

保全と活用の方向性 

レク･教育的利用 
タイプ 

自然環境保全 
タイプ 

里山的利用 
タイプ 

保全と活用 
のタイプ 

森
林
の
特
性
と 

タ
イ
プ
条
件 

・すでに散策路などがあり、市
民による利用がある。 

・隣接する緑地に散策路があ
り、連携することによって
利用促進が期待できる。 

・散策や観察に適した自然資
源を有する。 

・保全すべき景観や良好な自
然環境を有する。 

・二次林であっても周辺の貴
重な自然林と一体的に保全
を図る必要がある（緩衝機
能を有する）。 

・自然の推移に任せることで、
自然林へと移行することが
期待できる。 

・まとまった面積の人工林
（1ha 以上）を有する。 

・アプローチが可能である。 
・市民団体による利用実績が

あるか、または今後期待で
きる。 

保
全
と
活
用
の 

方
向
性 

  
・市民の森林レクリエーショ

ン(登山や散策、自然観察な
ど)の場として、散策路など
の施設を維持・整備を進め
る。 

・都市環境林の利用を通じて、
地域の多様な自然環境や森
林の持つ公益的機能につい
ての理解を深め、環境学習
の場としての活用を図る。 

・隣接する公園などの緑地と
の連携を図り、一体的な活
用を図る。 

  
・森林ボランティア団体と管

理方針や長期目標を共有し
ながら、協働の森づくりを
進める 

・市民による森づくり体験の
場(植栽や間伐など)として
の活用を図る。 

・隣接する緑地などで活動す
る市民団体との連携を図
り、都市環境林の活用を促
進する。 

・間伐材の利用促進 

  
・地域特有の生物多様性の維

持、保全を図る。 
・良好な都市環境の形成のた

め、住宅地に近接する景観
林・緩衝地として、良好な自
然環境の維持・保全を図る。 

・水源涵養、土砂流出防止や防
風保安などの森林の持つ公
益的機能の維持を図る。 

レク・教育的利用 森づくり体験 保全 

森林の基本的な管理手法 

将来目標への道筋 

②自然林(二次林) 現状 
①人工林 

①-1 管理可能 ①-2 管理困難 

森林整備 
 

天然更新 天然更新 
管理 
手法 

自然林 
（広葉樹育成） 

過程 自然林 
(ｶﾗﾏﾂなど枯死) 

周辺の森林と連携して 

公益的機能を発揮する自然林へ 
 

自然林(成長) 

森林の 
将来目標 

長期目標 大都市近郊に残された貴重な自然として、森林の多様な公益的機能の維持増進を
図り、森林の保全と市民のレクリエーションの場として活用を図る。 

基本方針 
①森林の特性に応じた管理手法により、森林の有する公益的機能の発揮を目指す。 

②都市環境林の立地条件や施設内容に応じて、都市近郊に残された貴重な自然環境の保全と活用を図る。 

③森林ボランティア活動の促進を図り、市民と協働による森づくりを進める。 
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森林や草地、農地、公園緑地などのまとまりのあるみどりや、河川や街路樹

などのつながりのあるみどりは、地域の自然環境を保全・再生する機能を有す

るとともに、生物の生息・生育空間となり、生物多様性の保全に寄与するなど

重要な役割を果たしています。 

札幌市では、環状グリーンベルトとコリドーからなる骨格的なみどりのネッ

トワーク（Ｐ20）を形成してきました。この骨格的なみどりのネットワークは、

生物の生息・生育空間となり、生物多様性の観点から、都市のエコロジカルネ

ットワーク※として機能しています。 

今後も、生物多様性に配慮した都市のエコロジカルネットワークの保全と創

出に努めます。 

主な施策 

◯生物多様性に配慮したみどりの保全と創出 

生物多様性の保全を図っていくために、札幌やその周辺のみどりの現状や特

性などを踏まえ、自然環境の保全に努めるとともに、公園緑地や河川などを活

用した生物の生息・生育地の連続性の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※都市のエコロジカルネットワーク：野生生物が生息・生育する核となる公園緑地と、移動空間とな

る道路緑化や河川で構成されるコリドーが、有機的につながる生態系のネットワークのこと。 

生物多様性に配慮したみどりの保全 

方向性２ 

公園緑地の生き物や自然環境 
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◯ヒグマ等の野生生物との共生 

緑地や水辺の連続化については、ヒグマやエゾシカなど野生生物の侵入経路

となる側面もあります。手入れをされない里山や河畔林、耕作放棄地などが市

街地への侵入を誘発する可能性があることから、特に市街地周辺においては、

土地の管理者や地域への普及啓発などの適正な管理に向けた取組が重要です。 

 

◯特定外来生物※の適切な処理 

公園緑地などの整備や維持管理におい

て、特定外来生物を発見した場合には、

関係法令に基づく適切な対応を進めま

す。 

 

 

 

 

◯調査分析と情報共有 

モニタリングや文献調査等により、生物多様性の保全及び持続可能な利用に

関係する基礎的な情報を収集し、情報の共有化を進めます。 

  

 
※ 特定外来生物：外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業

へ被害を及ぼすもの、又は及ぼす恐れがあるものの中から『特定外来生物による生態系等に係る

被害の防止に関する法律』により指定されているもの。 

特定外来生物（オオハンゴンソウ） 
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環境負荷の少ない循環型社会への取組として、地域材の利用や、公園や街路

樹などの維持管理の際に発生する落ち葉や剪定枝などの有効活用を進めます。 

主な施策 

◯市有施設における木材利用の促進 

森林管理の適正化を図るため、学校をはじめとする公共建築物への地域材※

の利用をより一層進めるとともに、さらなる木材利用の促進に向けて検討しま

す。 

◯落ち葉の堆肥化 

公園や街路樹から発生する落ち葉を堆

肥化し、植物の栄養や土壌改良材として有

効利用していきます。 

 

 

 

 

 

◯伐採木・剪定枝などの有効活用 

公園や街路樹などで発生する伐採木・剪定枝を市民配布することや、バイオ

マス※燃料及びチップ化したマルチング材として有効利用し、循環型社会※の実

現に向けた市民意識の向上や普及啓発を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 地域材：北海道内の森林から産出され、道内で加工された木材のこと。 
※ バイオマス：再生可能な生物由来の有機性資源で、石油などの化石燃料を除いたもの。太陽のエ

ネルギーを使って生物が合成したものであり、生命と太陽がある限り、枯渇しない資源。 
※ 循環型社会：大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会に代わるものとして提示された概念で、天

然資源の消費が抑制され、環境への負荷ができる限り低減された社会のこと。 

落ち葉の堆肥化の様子 

みどりの資源の有効活用 

方向性３ 

剪定枝のチップ化 剪定枝チップの舗装材への活用 
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札幌市の北東部に広がる農地は、田園風景や牧歌的な景観を醸し出すなど市民の

原風景として重要な役割を担っているほか、原野や湿地のみどりなどは野生生物の

生息・生育の場として生物多様性保全に役立っています。 

今後は、農地の適切な保全と活用に加え、農地の多面的機能を維持保全できる遊

休農地の利活用方法の検討や、平地のみどりで活動を行っている団体と連携するこ

とで、平地のみどりを保全していきます。 

主な施策 

◯農地の保全と活用 

農地の利活用状況や農地所有者の意向

の把握を通して、地域の実情にあった農地

利用の調整による適切な農地の保全と活

用を図ります。 

平地において良好な景観の形成や農業

体験の場の提供など多面的な機能が発揮

できるよう、農地を有効活用していくこと

が重要です。 

市民が農的な活動にふれられるよう、地

域性に応じた市民農園※や体験農園※などとしての活用や、農地の多面的機能の

維持保全につながる地域のニーズにあわせた遊休農地の利活用方法を検討し

ます。 

◯NPO 団体との連携 

平地のみどりにおいて、観察などの活動を行っている団体と連携しながら、

今後、平地のみどりの保全について検討していきます。  

 
※ 市民農園：都市の住民の方々がレクリエーションとしての自家用野菜・花の栽培・高齢者の生きが

いづくり、地域交流の場、生徒・児童の体験学習などの多様な目的で、小面積の農地を利用して野

菜や花を育てるための農園のこと。 
※ 体験農園：農園主が作付け計画を行い、種や苗、農作業に必要な農具を用意し、農園主の指導に

より野菜作りを行うことができる体験型農園のこと。 

北東部の平地のみどりの保全 

方向性４ 

北区のレタス畑 



81 

第

6

章 

 

 

 
 

今後は、市民・活動団体・事業者等と共に、充足しているみどり（既存ストッ

ク）の有効活用などを進め、みどりの豊かさ、にぎわい、憩いなどを日々の暮ら

しの中で感じることができる魅力的な都市環境の形成を進めます。 

市街地においては、公園や河川、街路樹、民有地のみどりがあることで全体

として良好な住環境を形成していますが、今後、効果的な維持管理を行うため、

それらの機能や価値を検証し、市街地のみどりを守り育んでいきます。 

主な施策 

◯市街地の緑化と保全 

市街地のみどりは、公園や河川、街路樹、公共・民間施設の緑化、家庭の庭

などで構成されています。今後はこのようなみどりをどう維持していくかにつ

いて、方向性を検討します。 

 

 

 

 

  

中島公園のみどり 

みどりの将来像 

五感を通して感じられるみどりが保全・創出され、 

都市の魅力を高めています。 

都市 

市街地のみどりの推進 

方向性５ 



82 

第

6

章 

18.3 ㎡ 

3.7 ㎡ 

緑化重点地区 

札幌市では、札幌市立地適正化計画において、「集合型居住誘導区域」「都市機

能誘導区域（地域交流拠点）」「都市機能誘導区域（都心）」等を設定し、市街地区

分に応じた人口密度の適正化や、公共交通を基軸とした各種都市機能の適切な配

置を図ることで、第 2 次札幌市都市計画マスタープランが掲げるコンパクトな都

市づくりの実現を目指しています。 

なお、都市機能誘導区域を含む集合型居住誘導区域内の緑被率は 9％にとどま

り、集合型居住誘導区域外の 20％と比較しても低い状況となっています。また、

一人当たりの公園面積は、区域内で 3.7 ㎡と低く、区域外の 18.3 ㎡と比べて非

常に低い状況となっています。 

緑化重点地区の指定においては、緑被率や公園の未充足状況、および、都市づ

くりの方向性を踏まえ、重要な観点として「駅前等都市のシンボルとなる地区」

「公共施設と民有地の一体的な緑化及び景観形成により良好な環境の保全及び創

出を図る地区」「高密度で質の高い住宅市街地の形成が求められている地区」につ

いて設定することとし、これに該当する「集合型居住誘導区域」や「都市機能誘

導区域（地域交流拠点）」、「都市機能誘導区域（都心）」の範囲を緑化重点地区と

して指定します。 

 

◯緑化重点地区の緑化の推進 

緑化重点地区とは、水と緑のうるおいと安らぎのある街の実現を目指し、都

市緑地法に基づき指定する、都市緑化を積極的かつ重点的に推進する地区です。 

緑化重点地区では、公共施設による緑化とあわせて、住民による民有地の緑

化など市民・事業者・行政が連携して緑化を重点的に推進し、住民の憩いの場

を創出するとともに、みどり豊かな街並みを形成します。 

  

20% 

9% 

緑化重点地区（集合型居住誘導区域）内の緑被率（H26） 

緑化重点地区外（集合型居住誘導区域外）の緑被率（H26） 

市街化区域 

凡例 

緑化重点地区（集合型居住誘導区域）内の一人当たり公園面積(H31) 

緑化重点地区外（集合型居住誘導区域外）の一人当たり公園面積(H31) 

市街化区域 

凡例 

緑化重点地区と地区外の緑被率（Ｈ26） 緑化重点地区と地区外の一人当たり公園面積（Ｈ31） 
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緑化重点地区位置図 

緑化重点地区の範囲の定義 

緑化重点地区１［集合型居住誘導区域］ 

・おおむね環状通の内側と地下鉄の沿線、地域交流拠点に位置付けられている JR 駅

などの周辺 

緑化重点地区２［都市機能誘導区域（地域交流拠点）］ 

・交通結節点 である主要な地下鉄・JR 駅の周辺で、都市基盤の整備状況や機能集積

の現状・動向などから、地域の生活を支える拠点としての役割を担う地域のほか、区

役所を中心に生活利便機能が集積するなどして区の拠点としての役割を担う地域 

 

緑化重点地区３［都市機能誘導区域（都心）］ 

・都心まちづくり計画（P87 参照）に定める都心の範囲や、都市再生緊急整備地域、

用途地域  などに合わせて画定した区域 

 

 
※ グリーンインフラ：社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境

※ 

※さまざまな交通手段（徒歩、自動車、バス、鉄道など）を相互に連絡させる場所 

※1 

※2 

※1：都市の再生の根拠として、都市開発事業等を通じて緊急かつ重点的に市街地の整備を推進すべき地域。 

※2：機能的な都市活動と良好な都市環境の保護を目的に、住居や商業・工業などの都市の諸機能を適切に 
配分するための区分を行うために大枠としての土地利用を定めるもので 13 種類に区分される。 
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・緑化重点地区の基本方針 

□緑化重点地区１［集合型居住誘導区域］ 

利便性が高い住宅市街地については、公園や公開空地など官民各々が管

理するみどりのオープンスペースを活用し、有効な都市景観や住民の憩い

と交流の場を創出するとともに、効果的な維持管理を行うためのみどりの

機能や価値を検証し、住宅市街地の質を高めていきます。 

また、公園の必要性が高い地域では、周辺の状況も踏まえ、公園を整備

するとともに、民間再開発などによって生み出される公園以外のみどりの

オープンスペースも活用していきます。 

□緑化重点地区２［都市機能誘導区域（地域交流拠点）］ 

地下鉄駅周辺など利便性の高い地域については、集約型のまちづくりと

連携して、施設の複合化や民間開発にあわせたみどり豊かなオープンスペ

ースの創出を図り、地域特性に応じた、うるおいやにぎわいのある多様な

交流空間を創出していきます。 

□緑化重点地区３［都市機能誘導区域（都心）］ 

みどり豊かで魅力的な都心の形成に向けて、大通公園や創成川公園、中

島公園など都心における重要なみどりの拠点と、みどり豊かな街並みを彩

る重要な街路樹を有する軸について充実を図り、大切に守り活かしていき

ます。 

まちづくりと連動した、都心のみどりづくりについて、「都心のみどりづ

くり方針」を策定し、みどり豊かで魅力あふれるまち札幌の形成をリード

するとともに、市民や来訪者が憩い交流し滞留する魅力的な空間を創出し

ていきます。 

◯コリドーの保全と充実 

骨格的なみどりを形成しているコリドー（大通

コリドー、創成川コリドー、豊平川コリドーなど）

については、その保全を行うとともに、まちづく

りの機会等を踏まえながら、さらなる充実を図っ

ていきます。 

 

 

  

コリドー位置図 
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◯グリーンインフラ※の導入検討及び普及啓発 

現在、グリーンインフラは、防災・減災

や地域振興、生物生息空間の場の提供への

貢献など、さまざまな地域課題を解決する

ものとして注目を集めています。札幌市で

も導入検討のための調査を行うとともに、

都市の貯水機能を向上させる透水性のモ

デルガーデンを紹介するなど、市民や事業

者に対して普及啓発を図ります。 

 

◯市街地の象徴となる樹木の保存 

市街地の象徴的な景観を創りだすとともに、札幌の歴史を物語る貴重な樹木

などの保全を、景観重要樹木※や保存樹木※の制度により、公有地のみならず民

有地においても進めます。  

 
※ グリーンインフラ：社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有す

る多様な機能（生物の生息・生育の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、

持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの。 
※ 景観重要樹木：景観法に基づき、景観計画区域内の景観形成上重要な樹木を指定し、地域の個性

ある景観づくりのために保全する制度。 
※ 保存樹木制度：樹木又は並木であって、由緒由来のあるもの、学術的価値の高いもの、又は美観

風致を維持するため必要なものを保存樹木又は保存並木として指定する制度。 

雨水浸透型花壇（厚別公園） 
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多くの市民や来訪者が訪れる都心は、札幌の顔であり、公園や街路樹などの

みどりによって、札幌の魅力を感じられる空間の形成を進めてきました。 

市で毎年実施している市民意識調査では、多くの市民が札幌を好きな理由と

して「緑が多く自然が豊か」という点を挙げていますが、都心における緑被率

は、高いとは言えない状況にあります。 

今後、北海道新幹線の札幌延伸や都心アクセス道路の計画、冬季オリンピッ

ク・パラリンピック開催招致などを契機にまちづくりが進められると予想され

ます。 

以上の状況を踏まえ、これからは、これらのまちづくりと連動した都心のみ

どりづくりについて、みどり豊かで魅力あふれるまち札幌の形成をリードする

とともに、市民や来訪者が憩い交流し滞留する魅力的な空間を創出していきま

す。 

主な施策 

◯都心のみどりづくりの推進 

よりみどり豊かで魅力的な都心の形成に向けて、新幹線延伸等に伴うまちづ

くりと連携して、大通公園や創成川公園、中島公園など都心における重要なみ

どりの拠点と、緑豊かな街並みを彩る重要な街路樹を有する軸について充実を

図り、大切に守り活かしていきます。 

また、官民連携による緑化を推進するため、緑化地域制度等を活用して建物

の新築・改築の際の緑化の義務付けや、民有地緑化助成等の支援策の充実、表

彰制度や緑化に取り組む事業者等ＰＲなどによる緑化の誘導策の充実など、市

民・企業がみどりを創出する実効性の高い仕組みづくりを検討します。 

具体的には、第２次都心まちづくり計画等と連動して、各拠点や各軸に適し

たみどりづくりや良好な

オープンスペースの創出

を実現するため、「都心の

みどりづくり方針」を策

定し、都心のみどりにつ

いて目指すべき将来像を

示すとともに、取組方針

を明らかにしていきま

す。 

  

都心のみどりの増加と価値の向上 

方向性６ 

都心のまちなみ 
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◯公共施設等※の緑化の推進 

公共施設等については、まちづくりをリードする良好な緑化空間を創出して

いきます。 

建物などの公共施設の新築・改築の際には、市民が憩い、交流できる広場の

整備や壁面・屋上・屋内緑化など、うるおいあるみどりのオープンスペースを

創出します。また、街路などの公共施設においては、街路樹のボリュームのあ

る樹形づくりを進めます。（Ｐ90「方向性７」参照） 

  

 
※ 公共施設等：公共施設、公用施設その他の札幌市が所有する建築物その他工作物を意味し、具体

的には、建築物（いわゆるハコモノ）の他、道路・橋りょう、河川等の土木構造物、公営企業の

施設（上下水道施設、病院、市場、地下鉄）等も含む包括的な概念である。 

第２次都心まちづくり計画 〔平成 28 年（2016 年）策定 〕 

都心の構造となる「骨格

軸」「展開軸」「交流拠点」

及び「ターゲット・エリア」

といった主要な要素につ

いて、あるべき姿を指針と

して定めるとともに、その

具現化に必要とされる取

組の方向性を骨子として

定めています。 

 

 

 

 

 
図 都心の骨格構造とターゲット・エリア 

さっぽろ創成スクエアの緑化 
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◯民有地緑化の推進 

・民有地緑化への助成 

都心での開発や再整

備にあわせてみどり豊

かな空間創出を推進す

るため、民有地におい

て、みどりのオープンス

ペースの創出や、壁面緑

化、屋上緑化、屋内緑化

などの取組を支援しま

す。 

 

 

 

・民有地の優良事例の紹介 

民間開発による都心での緑化活

動を促進するため、具体的な計画の

参考となる民有地緑化の優良事例

を事業者に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

◯緑保全創出地域制度の見直し 

札幌市では、緑の保全と創出に関する条例に基づき緑化を義務付けていま

すが、さらに都心の緑化を推進し魅力を高めていくため、現行制度の効果検

証や公共・民間施設の緑化の現状などを把握したうえで、都心の再開発や公

共施設の建替えなどに対応した緑保全創出地域制度の見直しを検討します。 

 

  

屋上緑化の助成事例（そらのひろば ステラ 9） 

優良事例のご紹介（札幌市） 
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◯まちづくりと連携した都心の魅力づくり 

都心においては、民間開発等とも連携しながら、札幌の気候特性に対応した

空間の充実を図り、みどりのネットワークづくりを検討していきます。  

また、ポケットパーク※などの市民や来訪者が憩い交流し滞留する魅力的な

空間を創出していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯都心のみどりの景観の向上 

大通公園などの拠点や、街路樹などのある街路を軸として、それぞれの個性

を活かした、風格のある緑の景観形成や、人にやさしく快適な、歩いて楽しい

空間の創出を重視し、魅

力的なみどりの景観形成

を図ります。また、札幌の

気候特性に対応したみど

りのオープンスペースの

充実を図るとともに、樹

木の雪景色を見せるなど

積雪寒冷地ならではの景

観を意識したみどりづく

りを推進します。 

 

  

 
※ ポケットパーク：道路わきや街区内の空き地などわずかな土地を利用した小さな滞留空間のこ

と。 

都心のオープンスペース（北 3 条広場） 

樹木の雪景色（時計台） 
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街路樹は、日陰の提供などにより心身ともに快適な生活環境を形成するとと

もに、みどり豊かな街路景観を形成することにより、五感を通じて感じられる

うるおいを創出するなど、市民が身近に感じることができる重要なみどりです。 

また、河川と共にコリドーとして骨格的なみどりのネットワークを形成する

役割も担っています。 

老齢化に伴う危険木の増加、管理コストの増加が見込まれることから、街路

樹診断や計画的な更新などを進めるとともに、都心部・主要幹線については緑

量ある景観づくりのため、きめ細やかな剪定を行うなど、みどり豊かな街並み

を形成するため、街路樹を適正に維持・管理していきます。 

主な施策 

◯札幌市街路樹基本方針（P91 参照）の推進 

街路樹のある安全かつ美しい道路空間を形成していくため、今後の街路樹の

目標像に向けた整備や管理の方向性を示す、札幌市街路樹基本方針を推進します。 

・都心部や主要幹線道路の街路樹の充実 

都心部や主要幹線道路は、災害時に緊急輸送道路として利用されることか

ら、街路樹が交通の支障とならないよう重点的に安全管理を推進します。ま

た、多くの市民が目にすることから美しくボリュームある樹形作り※に取り

組みます。 

・街路樹の樹種の改善 

街路樹として適性が高く、札幌市の気候や環境に適した樹種を選んで植樹

するとともに、成長の早い早生樹種※については樹種転換を推進します。 

・街路樹の配置の改善 

幅の狭い歩道にある街路樹は、住

宅地への越境やバリアフリーなど

さまざまな課題があるため、幅の狭

い歩道には新たに街路樹を植えな

い取り扱いとし、既存の街路樹につ

いては、市民と協議の上、廃止も検

討します。 

  

 
※ボリュームのある樹形づくり：樹木の枝を強く切り詰めるのではなく、細やかな剪定や枝透かし

等、樹冠の大きさを保つように剪定を行う「ボリュームアップ剪定」により、ボリュームのある樹

形を維持管理する。 
※ 早生樹種：成長の早い樹種。ニセアカシア、プラタナス、ポプラ、シンジュなど。 

幅が狭い歩道の街路樹 

街路樹のメリハリのある管理 

方向性７ 
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札幌市街路樹基本方針〔平成 27 年（2015 年）策定〕 

基本方針では、街路樹の価値を発揮させ、市民の皆様が街路樹に感じるメ

リットを増やすことを目的に10の基本方針や基本的な取組を定めています。 

基本方針 基本的な取組 

①都心部の街路樹の充実 都心部の重点管理、生育基盤改善 

②主要幹線道路の街路樹の充実 主要幹線道路のボリュームある剪定

の実施 

③交流・生活拠点の街路樹の充実 交流・生活拠点地区の重点管理 

④街路樹の改善 樹種および配置を改善する各種取組

の実施 

⑤健全な街路樹をつくりだす計画的な 

更新 

効率的な街路樹診断の実施、街路樹更

新計画の策定 

⑥安全で災害に強い道路交通の確保 緊急輸送道路の重点管理 

⑦産学官民一体となった街路樹づくり 広報・広聴の取組、ます花壇事業の推

進 

⑧街路樹管理技術の向上 造園業界団体と協力した技術研修 

⑨道路事業関係者との情報共有 街路樹チェックシートの作成と運用、

道内の行政機関との連携 

⑩低炭素社会構築に向けたみどりの 

リサイクルの推進 

剪定枝の再資源化（堆肥・木チップ・

エネルギー利用など）、伐採木や落ち

葉の活用 
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札幌市では札幌市住区整備基本計画などに基づき計画的に都市公園の配置が進

められ、量的には一定の充足が図られています。このため、基本的に街区公園以外

の公園は今後新規整備を行いませんが、都心やその周辺の人口が増加している地域

では、市民にとって最も身近な街区公園の整備や狭小街区公園※の拡張を進めます。 

公園は、環境保全、景観形成、コミュニティ形成、レクリエーション、防災など

の機能を有しており、こうした多様な機能が発揮される公園づくりを進めます。 

主な施策 

◯厚別山本公園（総合公園）の整備 

環境保全、防災、景観形成、

レクリエーションなど公園の

持つ多様な機能を発揮するた

めの公園整備として、ごみ処分

場跡地を大規模公園として有

効活用する厚別山本公園の整

備を、2024年度の完成を目指

して進めます。 

 

 

 

 

◯「公園の必要性が高い地域」での公園づくり 

人口動態や第 2 次札幌市都市計画マスタ

ープラン、周辺の公園整備状況などを踏ま

えたうえで、公園整備の必要性の高い地域

については、重点的に街区公園の新規整備

や、狭小街区公園の拡張を進めていきます。 

このような地域では、まとまった用地の

確保が難しいことから、民間再開発等によ

り生み出される公園以外のみどりのオープ

ンスペースも、その整備内容や利用実態（地

域ニーズ等）により、公園に準ずるものとし

て活用していきます。 

 
※ 狭小街区公園：１,000 ㎡未満の街区公園。 

伏見もいわ山公園 

多様な機能を発揮する公園づくり 

方向性８ 

造成中の厚別山本公園 
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◯市民緑地制度の導入 

都市緑地法に基づく市民緑地制度※を活用し、公園の必要性が高い地域にお

いて、広場、休養施設、修景施設、管理施設、便益施設、遊具施設等を設置し

た民間主体による緑地・広場の創出を進めます。 

  

 
※ 市民緑地制度：土地所有者や人工地盤・建築物などの所有者と地方公共団体又は緑地管理機構が

契約を締結し、緑地や緑化施設を公開する制度。 

公園の必要性が高い地域 

※今後の人口動態やまちづくりの方向性を踏まえて、地域は随時見直しを図っていきます。 

必要性が高い地域 

凡 例 

公園 

近隣公園 

地区公園 

住区基幹公園以外 

街区公園 
(1000 ㎡未満) 

 街区公園 
(1000 ㎡以上) 

その他 

検討単位(統計区) 

緑化重点地区 

市街化区域 
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公園緑地の整備は一定の水準にあり、量的にはほぼ充足しています。一方で、

公園施設の老朽化が進んでおり、今後は、経営資源的な制約や人口減少社会も

見据え、公園施設の総量を抑制していくとともに、地域ニーズにあわせ、安全・

安心にも配慮した再整備を行います。 

主な施策 

◯身近な公園の再整備 

老朽化した身近な公園を対象に、

ワークショップなどで地元住民と

話し合いを行い、意見を反映するな

ど地域のニーズに応じた再整備や

施設更新を行い、また、複数の街区

公園が密集している場合には、地域

ニーズや特性、公園面積、配置状況

などを踏まえた機能分担を図りま

す。 

 

  

街区公園の機能分担のイメージ 

ニーズに応じた安全・安心な公園の再整備 

方向性９ 
 

機能特化公園 
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◯大規模公園の再整備 

総合公園などの大規模公園においては、それぞれの公園が持つ特性に応じ、

魅力の維持・向上に努めます。このため、根本的な見直しは行いませんが、必

要に応じ、利用者のニーズを把握したうえで、部分的な機能の見直しを図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯狭小公園の必要に応じた統廃合の検討 

特に地域ニーズが高く、公園機能の向上、まちづくりへの貢献、コストダウ

ンなどの効果が見込まれる場合には、必要に応じて狭小公園の統廃合について

検討します。 

◯公園施設の適正化 

公園の種類や規模、周辺の状況や利用状況などを勘案したうえで、施設撤去

や配置転換などによる公園施設の総量のコントロールを行い、持続可能な施設

の適正化を図ります。特に、公園施設のうち公園トイレは、政令指定都市の中

で最も多い 900 棟近くを有し、そのうち５割以上が設置されている街区公園

などのトイレは、更新時に公園利用状況や周辺地域の実態把握を行い、利用者

の少ないトイレについて廃止を前提に検討していきます。 

 

  

再整備予定の農試公園 

公園トイレ

1,800万円

32.4％

その他の公園施設

3,750万円

67.6％

※公園面積2,500㎡の場合

※標準整備費15,000円/㎡

公園トイレの整備費用は非常に高
額になります。また、維持管理は年
間で 30-40 万円にのぼります。 

平均的な街区公園の全面整備の工事費に占める公園トイレの更新費の割合 
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◯安全・安心な公園づくり 

さまざまな公園利用者の危険防止や

必要な機能の確保のため、老朽化した

遊具などの施設改修を実施するほか、

入り口・園路、駐車場やトイレのバリア

フリー化※を実施し、安全・安心な公園

づくりとなる再整備を進めます。 

主要公園では、外国人などの来訪者

に対応するため、トイレの洋式化や、誰

にでも分かりやすいピクトグラムなど

を用いた案内表示を整備するなどユニ

バーサル化※を進めます。 

◯災害に強いまちづくりに資する公園づくり 

災害に強いまちづくりを推進するため、札幌市地域防災計画に基づく避難場

所としての機能に加え、植栽などによる延焼防止など市街地の公園における防

災機能の充実に向けた公園づくりを、関係部局や地域との連携により推進しま

す。 

・広場の保全、利用面の機能向上 

災害時における避難場所や災害物資の荷捌き所などの災害復旧拠点とし

て、最大限機能を発揮できるよう、公園緑地内の広場の保全及び周辺施設と

の連携など利用面の機能向上を図ります。 

 

  

 
※ バリアフリー化：車いす利用者等が、公園の入口や園路、駐車場、トイレなどを、円滑に移動し

たり利用できるように施設の改修を行うこと。 
※ ユニバーサル化：「どこでも、誰でも、自由に、使いやすく」というユニバーサルデザインの考え方

に基づき、ここでは、外国人などの来訪者も含めて、誰もが使いやすいトイレとするため、洋式化
や、わかりやすい案内表示とするなどの整備を行うこと。 

ピクトグラムを用いた案内表示の事例 

 

防災機能を持つ月寒公園 



97 

第

6

章 

・公園緑地の防災機能の PR 

災害時における公園緑地の重要性

について、市民の理解を深めるととも

に、公園緑地における防災機能の PR

を進めます。 

 

 

 

 

 

 

・他分野との連携 

災害時の利用を見据えて、関係部局

と連携し、防災訓練の実施など防災教

育の場や共助の場としての活用を推

進します。 

 

 

 

 

◯冬季間の利用を推進する公園づくり 

 再整備を行う際には、快適な冬の暮らしを実現するため、地域の意向を聞

きながら、スキーや雪遊びができる築山や広場などの空間や、利用ルールに

基づく雪置き場など、施設の配置を考慮した公園づくりを進めます。 

公園に設置された緊急貯水槽 

公園内での防災訓練の様子 
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都市公園は、社会情勢の変化や多様化する市民ニーズを踏まえ、より有効活

用していくことが必要です。 

都市公園が持つさまざまな機能を効果的に発揮させるため、利活用の推進に

向けた民間活力の導入や公園活性化に関する協議会の設置など多様な場や機会

の提供を進めます。 

主な施策 

◯民間パートナーと連携した公園の管理運営の推進 

市民団体や民間事業者などの民間パートナーとの連携により、公園の特性に

応じた公園の利用サービス向上や持続可能な管理運営を推進します。 

・市民団体の公園管理運営への参加 

個人や町内会、福祉団体などとの連携により、公園の維持管理や運営に参

加する機会を増やし、市民の満足度や公園に関する愛着を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・民間活力による公園の魅力向上 

指定管理者制度、公募設置管理制度（Park-PFI）※、設置管理許可制度※

などの手法を活用して、公園内に飲食施設やレクリエーション施設等の誘致

や、民間ノウハウを生かした管理運営を推進するなど、都市公園の魅力を高

めます。  

 
※ 公募設置管理制度（Park-PFI）：平成 29 年の都市公園法改正により新たに設けられた制度。飲食

店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生じる収

益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修

等を一体的に行うものを、公募により選定する制度。 
※ 設置管理許可制度： 都市公園法の規定より、公園管理者以外の者が都市公園に公園施設（飲食店、

売店等を含む）を設置又は管理することについて、公園管理者が与える許可制度のこと。 

市民参加で行う公園花壇の花植の様子 市民によるベンチ塗装 

公園の適正な管理と活用の推進 

方向性 10 
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・公園の特性に応じた主要公園などの管理運営方針の作成 

札幌市では、都市公園を取り巻く課題や都市公園法改正といった国の新た

な動きを背景として、民間活力導入の可能性を踏まえた主要公園の管理運営

のあり方（P103「主要公園の管理運営のあり方について」参照）を整理し

ました。 

こうした主要公園の管理運営のあり方に基づき、公園のコンセプト等を民

間パートナー等と共有するためのツールとして、公園の特性に応じた個々の

公園ごとの管理運営方針を作成します。 

◯狭小公園の活用 

狭小公園について、公園機能分担によ

り新たな利用を生み出すほか、コミュニ

ティガーデン※の設置など、レクリエー

ション機能以外での活性化を図る手法を

検討します。 

 

 

 

◯ICT※活用 

公園の更なる利活用を促進するために、

ICT などの新技術を活用し、公園案内への

QR コードを導入するなど情報を効果的に

提供するための仕組みづくりを検討しま

す。 

主要公園では外国人などの来訪者に対応

するため、HP 等を活用して情報発信を進

め、利便性を高めます。 

 

  

 
※ コミュニティガーデン：公有地や民間の未利用地などを、地域の方々が協力しながら緑化した地

域の「庭」。 
※ ICT：情報・通信に関する技術の総称。従来から使われている「IT（Information Technology）」

に代わる言葉として使われている。 

アプリ「Tokyo Parks Navi」（東京都） 

 

北の沢コミュニティガーデン 
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◯プレーパーク※の場の提供 

子どもの自主性、創造

性、協調性を育むことを目

的に、既存の公園などにお

いて地域住民などが主体

的に運営を行うプレーパ

ークの開催場所を提供し

ます。 

 

 

 

◯若者の公園利用の推進 

中学生、高校生を含む、若者の健や

かな心身の育成のため、ニーズに応じ

た公園整備について検討します。 

 

 

 

  

 
※ プレーパーク：大人が子どもの遊びを見守ることで、子どもが自由な発想で遊びを展開できる機

会や場所をつくる活動。 

プレーパークの様子（西岡公園） 

バスケットボールコートがある公園 

（エルムの里公園） 
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◯多様な社会貢献の提供や機会の創出 

公園への愛着を高めたり、幅広く市民

や民間事業者からのサポートを得る手

段として、寄附制度や事業者の CSR※、

ネーミングライツ※など、多様な社会貢

献の場の提供や機会の創出を進めます。 

 

 

 

 

◯冬季間における公園利用の推進 

快適な冬のくらしを実現するために、

スキーや雪遊びのほか、利用ルールに基

づく雪置き場など、冬季間のより一層の

活用を推進します。 

 

 

 

 

 

◯「公園の活性化に関する協議会」の設置検討 

公園を利用する地域住民などと公園管理者が、利便性の向上に必要な協議を

行うための協議会について、必要に応じて設置を検討します。 

 

  

 
※ CSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）：企業は社会的な存在であり、自

社の利益、経済合理性を追求するだけではなく、ステークホルダー（利害関係者）全体の利益を考

えて行動するべきであるとの考え方であり、倫理に基づく行動、法令の遵守、環境保護、人権擁護、

消費者保護などの社会的側面にも責任を有するという考え方。 
※ ネーミングライツ：体育施設や文化施設などの施設の名称に企業名や商品名などをつける権利の

こと。企業からネーミングライツへの協賛による収入を得て、事業や施設の維持管理といった、施

設の持続可能な運営などに役立てる。 

子どもが公園で雪遊びしている様子（円山公園） 

企業の美化活動の様子（大通公園） 
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◯「札幌市公園施設長寿命化計画※」による計画的な公園施設管理 

公園施設の全体的な老朽化が進行していることから、「札幌市公園施設長寿

命化計画（平成 28 年策定）」により、計画的な維持補修や更新を行います。 

◯公園樹木の健全化・適正化 

公園樹木については、定期的な点検と

危険木の伐採により健全化を図ります。 

また、越境や見通しを阻害している樹

木や密植などにより健全な生育が期待

できない樹木について、伐採や樹種更新

などによる適正化に努めます。 

 

 

◯公園樹木の取り扱い方針等の運用 

公園樹木の基本的な考え方を整理した「公園樹木の取り扱い方針及び指針※」

については、早生樹種の取り扱いや災害に配慮する視点を盛り込むなど、指針

の改訂を行っています。今後、この方針等に基づき、公園樹木の維持管理を行

うとともに、樹種の設定や配植等の検討を行います。  

 
※ 札幌市公園施設長寿命化計画：計画的な各公園施設の補修、更新を目的とし、公園施設状況の把

握、安全面の確保、効率的・効果的な施設の維持管理を実施する計画。 
※ 公園樹木の取り扱い方針及び指針：市内の公園樹木のあるべき姿を提示し、樹木の機能を最大限

に発揮するために樹木の取り扱い方針を示す「公園樹木の取扱い方針(H19 改訂)」、公園の計

画、造成等で、新規植栽を行う際の具体的な指針を示す「市街地に設置する公園における植栽設

計指針（Ｈ31 改訂）」、公園の再整備や既設公園の維持管理の中で、樹木の移植や伐採を行なう

際の具体的な指針を示す「身近な公園における樹木の取り扱い指針（Ｈ31 改訂）」のこと。 

まちなかなど立地条件がよいにも関わらず、十分に利用されていない都市公園

があります。こうした状況を受け、都市公園法の改正により、公園管理者は都市

公園の利用者の利便の向上に必要な協議を行うための協議会を組織できるように

なりました。 

【協議会の構成委員】 

〇公園管理者 
〇関係行政機関・自治体、学識経

験者、観光関係団体、商工関係
団体、自治会、町内会など 

【協議会における協議事項（例）】 

○都市公園の賑わい創出に向けたイベント開催など、運営
に関する事項について 

○キャッチボールやバーベキューなどの可否や、利用上の
ルール作りについて 

○住民参加による花壇作りや清掃などの美化活動など、住
民協働のルール作りについて 

見通しを阻害している樹木 

都市公園法 公園の活性化に関する協議会の設置について 
〔平成 29 年（2017 年）改正〕 
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【背景と目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象公園】 

 

 

【目指すべき管理運営の方向性と推進施策】 

 

 

 

 

 

 

 

【主要公園の機能と特性の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業展開】 

 

厳しい財政状況 公園施設の老朽化 

集客

機能

環境保全 都市景観
運動･レクリ

エーション

コミュニ

ティ

特殊公園 大通公園 ＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊

創成川公園 ＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊＊

総合公園 中島公園 ＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊＊

円山公園 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊

百合が原公園 ＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊

月寒公園 ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊

藻南公園 ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

前田森林公園 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊

平岡公園 ＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊

モエレ沼公園 ＊ ＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

川下公園 ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊

五天山公園 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

運動公園 屯田西公園 ＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊

手稲稲積公園 ＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊

農試公園 ＊＊ ＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊

公園機能
基本的機能

公園名

ニーズの多様化 

本表が示すとおり、公園ご
とに機能や特性は異なるた
め、公園の特性に応じて管
理運営の方向性を整理する
必要があります。 

※個別方針は、公園管理運営の指

針となるほか、民間活力の導入

を検討する際の基礎資料として

活用します。 

なお、本表は園内施設等を
対象として整理したもので
あり、捉えきれていないも
のもあることから、細かな
方向性も含めて、個別公園
ごとの管理運営方針(個別
方針)を作成し整理します。 

公園の基本的機能について、公園区域内のみどりや配置施設の状況などを考慮したもの 
各機能を４段階で整理しており、＊印が多いほど機能が高いことを示しています。 

今後も、公園の魅力向上や持続的な管理運営に取り組んでいくためには、民間事業
者や市民団体等との連携等も視野に入れた新たな管理運営のあり方を示す必要があ
ります。 

公園を取り
巻く課題 など 

国の新たな
動き 

都市公園法の改正 ・民間活力の導入に係る新制度の創出 
・自治体の公園管理方針の策定を促進 など 

新たな管
理運営の
必要性 

今後重視すべき視点 
・ストック効果をより高める ・民との連携を加速する  
・都市公園を一層柔軟に使いこなす 

③持続可能な管理運営を 
        行います 

②公園の魅力を高めます 

公園はそれぞれに異なる特色（機能）を持っており、こうした特
色を「特性」として捉え、特性に応じた管理運営を行います。 

民間資金の活用や多様な主体が公園の管理運営に関わる仕組みを
つくり、持続可能な公園の管理運営を行います。 

①公園の特性に応じた管理 
     運営を行います 

既存公園の資源を活用し、公園の特性を理解したうえで、公園の
魅力を一層高めます。 

2017 年の都市公園法改正に伴って創設された「公募設置管理制度」（Park-PFI）等を活用して、
今後、公園の魅力向上や持続的な管理運営に取り組んでいきます。 

民間活力導入の可能性などを踏まえて、本市で重要な位置づけとなっている主要公園（総合公園、
運動公園、都心部に位置し多くの市民に利用されている公園）を対象とします。（下表参照） 

主要公園の管理運営のあり方について 

※留意点：民間活力を導入する際には、公園の特性に十分配慮し、憩い・安らぎと賑わいが両立するように留意します。 
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市民の多様なニーズを的確にとらえ、都市公園や森林など身近なみどりを活用でき

る環境を積極的に作り、みどりを通じて誰もが暮らしやすい豊かな地域コミュニティ

の創出を進めます。 

札幌が持つ多様な自然環境を保全するためには、市民一人ひとりが、自然環

境について親しみと興味を持ち、理解を深め守り育み活かすことが重要です。 

そのために、多様な主体と連携した活動や市民向け自然観察会など、自然を

知り守り育み活かす身近な活動を推進していきます。 

主な施策 

◯市民・活動団体・事業者など多様な主体との連携による森づくり 

白旗山をはじめとする都市環境林の間伐、下草刈り、植樹など森林の維持管

理を進めていくために、市民はもとより事業者や地域に根ざした森林ボランテ

ィア団体などと連携します。 

 

 

  

白旗山 

自然を知り・守り・つくり・活かす活動の推進 

方向性 11 

みどりの将来像 

多くの人がみどりにふれあい、幸福感のある日常生活

を送っています。 

ひと 
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◯自然観察会や学習会の実施 

白旗山都市環境林などにおいて森

林とのふれあいを通した、森林の大切

さなどへの理解のための市民向け観察

会や学習会などを開催します。 

 

 

 

 

 

◯環境教育の推進 

都市の生活環境と自然環境とが調和していることが、札幌の利点であり、こ

うした利点を環境教育、環境学習に生かしていくことが必要です。 

札幌市豊平川さけ科学館などにより、豊平川のサケを始めとする生物や自然

環境の保護に関する知識の普及を目的とした環境教育を推進します。 

 

 

  

公開さかな調査 札幌市豊平川さけ科学館の実習館の様子 

自然視察会を行っている様子 
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市民や来訪者が多く訪れる都心のみどりは、快適な生活環境を提供するとと

もに、札幌らしい景観を形成しています。 

また、みどりのオープンスペースなどは、市民が五感を通じて感じられるう

るおいを創出し、憩いの場を提供しています。 

札幌の顔となる都心において、みどりづくりに関わる活動を通じて、都市景

観の向上や地域交流の活性化を図ります。 

主な施策 

◯花と緑の都心まちづくりネットワーク 

これまでは、札幌市全域を対象に花やみどりづくりを行っている個人・団体

を対象とした登録制度を運用し、花と緑のネットワークを確立してきました。

今後は、市民やＮＰＯの主体的な活動に対して都心を中心に支援し、市民や事

業者の参加を促し、みどりを通じたコミュニティづくりを行っていきます。 

・都心の公園や広場で地域交流を活性化 

都心での緑化活動を促進するため、都心で働く若年層を対象に講習会を開

催し、新たな活動と地域交流を活性化していきます。 

・都心でのおもてなし緑化 

都心では、おもてなしの

気持ちを込めたコンテナ

花壇を市民と連携して、デ

ザイン作りから管理まで

協働で行ってきました。今

後は、ボランティアの技能

向上に向け、さらなる支援

を実施し、より魅力的な花

壇を作ることはもとより、

ボランティアの人々が楽

しみ、来場者にも札幌らし

さを感じていただけるよ

うな活動を行うことで、生

活にうるおいをもたらし

ます。 

 

  

都心のコンテナ花壇の植え込みを市民参加で行っている様子 

都心をみどりで彩り楽しむ活動の推進 

方向性 12 
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より多くの市民が身近なみどりづくりに取り組んでいけるよう、気軽に参加

できる機会の提供や支援を進めるとともに、継続した活動が可能となるよう、

制度の充実や普及啓発などを行います。 

主な施策 

◯緑化活動の推進 

市民の庭や事業者の敷地

など、身近な場所において、

アダプト・プログラム※、マ

イタウン・マイフラワープ

ランなどの制度の活用を通

じた普及啓発を行い、緑化

活動の推進を図ります。 

 

 

 

◯みどりづくり講習会の実施 

市民に気軽にみどりづくりに触れてもらえるよう、緑のセンター※などで季

節にあわせた植物や園芸をより楽しむためのさまざまな講習会を開催します。 

 
※ アダプト・プログラム：道路など一定区画の公共の場所を「アダプト（養子）」にみたて、ボラン

ティアとなる地域団体や事業者などが「里親」となって継続的に環境美化活動を行い、行政がそ

の活動を支援するもの。 
※ 緑のセンター：みどりの相談窓口や、各種園芸教室や押し花などの講習会の開催、不要になった

樹木や草花を欲しい方に仲介するサービスなどを実施している施設。現在、豊平公園みどりのセ

ンター、百合が原公園緑のセンター、平岡樹芸センターの 3 施設がある。 

身近な緑化活動の推進 

方向性 13 

緑化活動の様子 
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みどりの将来像の実現に向けてみどりづくりを進めていくためには、さまざ

まな主体と連携することが重要です。 

これまでも札幌市では、町内会やボランティア団体、事業者などさまざまな

主体と連携し、みどりづくりを進めてきました。 

今後は協働によるみどりづくりのより一層の推進のため、効果的な情報提供

やみどりづくりの活動に関わる人の裾野を広げる取組、ボランティアリーダー

の育成、若い世代や子育て世代なども参加しやすい仕組みづくりなどを進めて

いきます。 

主な施策 

◯効果的な情報発信の検討と推進 

市民活動を推進するために効果的な情報発信の方法を検討します。 

・情報提供・共有のしくみ 

市民、活動団体、学校、事業者などが行っている活動の充実、さらには新

たな活動への展開を目指し、相互の情報提供・共有による連携のしくみを整

えます。 

・交流の場や機会の創出 

市民、活動団体、学校、

事業者などが行っている

活動の連携を図るため、広

く市民に活動を紹介する

とともに、市民を交えた活

動団体が交流するイベン

トを開催するなど、団体同

士や市民と活動団体との

交流のための場や機会を

創出します。 

 

  

協働によるみどりづくりの仕組みの充実 

方向性 14 

大学と活動団体の協働による花植え 
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◯イベントの開催などへの支援 

みどりにかかわる人の裾野を広げるイベントの企画・運営や、さまざまな担

い手によるイベントの開催などへの支援を行います。 

◯大学などとの連携 

札幌の風土・歴史・文化などの特徴を活かしたみどりのまちづくりを、市民・

活動団体・学校・事業者などと連携・協力しながら取り組みます。 

・連携・協力による調査・技術開発の推進 

札幌の気候風土や街並みに適した

みどりの技術づくりを進めるため、学

校・研究機関・行政機関などとの連携・

協力によるみどりに関する調査や技

術開発を進めます。 

 

 

 

 

・市民の自主的調査研究の支援 

市民や活動団体によるみどりにかかわる調査研究がより活発に行われる

よう、調査フィールドの提供などを含めて支援するしくみを整えます。 

◯ボランティア活動の促進 

市民との連携によるみどりづくりを進めてきた結果、みどりのボランティア

活動への登録者数は増えてきており、これからも、市民・活動団体・事業者な

ど多様な主体がボランティア活動に気軽に参加し、継続できる支援に取り組ん

でいきます。 

・ボランティア活動促進計画の策定と実施 

公園ボランティアや森林ボランティア・タウンガーデナーなど、みどりに

関わるボランティアのあり方を検討し、市民が参加しやすく継続できるボラ

ンティア活動の環境を整えるため、ボランティア活動促進計画を策定します。 

・ボランティアリーダーの育成 

園芸・緑化技術だけでなく、団体運営に必要な知識や、コーディネーター

としての役割などを広く学び、地域の緑化活動の推進力となる人材を育成し

ます。 

 

 

  

大学との連携の様子 
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・ボランティアネットワーク拠点の構築 

ボランティア活動を希望

する人へ近隣のボランティ

ア団体を紹介する場や、ボ

ランティア同士の情報交換

や交流の場が求められてい

ることから、大規模公園の

管理事務所や地区センター

などに、ネットワークづく

りのための拠点機能を持た

せることを検討します。 

◯活動拠点機能の充実 

自然観察、環境教育など公園緑地や都市環境林における活動をより一層推進

するために、活動団体の活動場所や内容、運営形態に応じて、活動拠点の機能

を充実させます。また、活動しやすく魅力的な拠点機能の充実を図るため、市

民や活動団体などとの連携による運営体制を整えます。 

 

 

ネットワークサポーター育成講座の様子 
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第７章 推進プログラム 
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第７章 推進プログラム 

１ 推進プログラム 

推進プログラムは、「第４次札幌市みどりの基本計画」の実現のため、優先的

に取り組む施策について、取組手法や手順を示すことで施策の具体化を推進する

実行計画です。今後、施策の取り組み状況に応じて項目は追加していく予定です。 

※前期は令和２年度から令和６年度、後期は令和７年度から令和 11 年度を想

定しています。 

 

 

 

施策の方向性 取組内容 

取組スケジュール 

前期 
R２    Ｒ6 

後期 
Ｒ７  Ｒ11 

方向性１ 
持続 的な森林
保全・活用 

〇森林の保全推進 
・公有化した森林の間伐等（真駒

内地区、有明地区等） 
・森林の公有化の実施（南沢地区、

澄川地区等） 

〇都市環境林の利活用の推進 
・森林の機能や特性に応じた管理

計画の策定 
・人工林の間伐の実施 

〇多様化する自然歩道などの利用
者への対応 
・市民の森、自然歩道の利用実態

調査 

  

方向性２ 
生物 多様性に
配慮 したみど
りの保全 

〇生物多様性に配慮したみどりの
保全と創出 
・特定外来生物の関係法令に基

づく適切な処理など、公園緑
地などの整備、維持管理にお
ける生物多様性の保全に向け
た適切な維持管理 

・モニタリングなどによる基礎
的な情報収集と共有化 

  

方向性３ 
みど り資源の
有効活用 
 
 
 
 

〇市有施設における木材利用の促
進 
・小学校等での導入 

〇落ち葉の堆肥化 
・各土木センターや公園におけ

る落ち葉の堆肥化への取組 

〇伐採木・剪定枝などの有効活用 
・各土木センターや指定管理者

の管理する公園における剪定
枝の配布 

・バイオマス燃料・マルチング材
の利用 

  

方向性４ 
北東部の平地
のみどりの保
全 

〇農地の保全と活用 
・市民農園や体験農園など、地域

の実状にあった農的活用の促
進 

  

自然 

間伐（継続） 

用地取得（継続） 

調査 検討 策定 

継続 

調査 整備 

検討 実施 

小学校等の整備時の導入 

 

継続 

検討 実施 

継続 

継続 

継続 
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施策の方向性 取組内容 

取組スケジュール 

前期 
R２    Ｒ6 

後期 
Ｒ７   Ｒ11 

方向性５ 
市街地の 
みどりの推進 

〇市街地の緑化と保全 
・札幌のみどりの現状の把握 

 
○グリーンインフラの導入検討及

び普及啓発 
・導入検討のための調査 
・モデルガーデンの紹介 

  

方向性６ 
都心の緑の 
増加と価値の
向上 
 

〇都心のみどりづくりの推進 
・都心のみどりづくり方針の 

策定 
 
〇公共施設等の緑化の推進 

・計画中の公共施設における緑
化の普及啓発 

 
○民有地緑化の推進 

・助成制度運用の見直し 
 
〇緑保全創出地域制度の見直し検

討 
・現行制度の効果検証 
・見直し検討 

  

方向性７ 
街路樹のメリ
ハリのある管
理 
 

〇札幌市街路樹基本方針の推進 
・主要幹線等の街路樹の充実 

（ボリュームアップ剪定） 
・樹種の改善 
・配置の改善 

  

方向性８ 
多様な機能を
発揮する公園
づくり 
 

〇厚別山本公園の整備 
・大規模公園である厚別山本公

園の新規整備工事を実施 
 
〇公園の必要性が高い地域での公

園づくり 
・公有地や民有地の公園整備の

可能性について検討 
・民間再開発等によるオープン

スペースなどの活用について
検討 

 
〇市民緑地認定制度の導入 

・認定制度の運用 

  

都市 

調査分析 

継続 

運用 

モデルガーデンの設置 

効果検証 

策定 

計画段階での協議 

助成継続 
運用の見直し 

効果検証 

見直し検討 

検討 実施 

検討 実施 

継続 

継続 

継続 
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施策の方向性 取組内容 

取組スケジュール 

前期 
R２    Ｒ6 

後期 
Ｒ７   Ｒ11 

方向性９ 
ニーズに応じ
た安全・安心
な公園の再整
備 

〇身近な公園の再整備 
・造成後 30 年以上経過した公

園について地域ニーズを反映
して再整備を実施 

 
〇大規模公園の再整備 

・農試公園の再整備 
・屯田西公園の再整備 

 
〇狭小公園の必要に応じた統廃合

の検討 
・公園の整備、再整備にあわせて

検討 
 
〇公園施設の適正化 

・公園の整備、再整備にあわせて
検討 

 
〇安心・安全な公園づくり 

・老朽化施設の改修 
・入り口、園路、駐車場及びトイ

レのバリアフリー改修を実施 
・トイレの洋式化や案内表示の

整備 
 
〇災害に強いまちづくりに資する

公園づくり 
・広場の確保、利用面の機能向上 
・災害時に役立つ公園のトイレ・

水飲み台などの防災機能につ
いて、公園検索システムを活
用した情報発信 

・他分野との連携 

  
継続 

随時検討 

継続 

整備 

実施設計 
工事 

実施設計 
工事 

随時検討 

継続 

継続 

継続 

継続 
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施策の方向性 取組内容 

取組スケジュール 

前期 
R２    Ｒ6 

後期 
Ｒ７   Ｒ11 

方向性１０ 
公園の適正な
管理と活用の
推進 
 

〇民間パートナーと連携した公園
の管理運営 
・市民団体の公園管理運営への

参加 
・公園の利便性や魅力向上等を

図るために、P-PFI の公募を
実施 

・公園のコンセプト等を事業者
等と共有するためのツールと
して、主要公園ごとの管理運
営方針を策定 

 
〇狭小公園の活用 

・公園の再整備にあわせて、コ
ミュニティーガーデンの造成
など活性化を図る 

 
〇ICT 活用 

・HP や SNS を活用した公園
のみどころや魅力に関する情
報発信の手法の検討と実施 

 
〇プレーパークの場の提供 
 
〇若者の公園利用の推進 
 
〇多様な社会貢献の提供や機会の

創出 
 
〇冬季間における公園利用の推進 

 

○公園活性化に関する協議会の設
置 

・必要に応じて検討 
 
〇長寿命化計画による計画的な管

理運営 
 
〇公園樹木の健全化、適正化 

・公園樹木の現況調査を実施 
・健全化：点検や診断の結果に

基づき、危険木の伐採等の実
施 

・適正化：民地や道路に越境し
ていたり、見通しが悪く防犯
上市民生活に支障を及ぼす樹
木について、間引きや樹種変
更等を実施 

 
〇公園樹木の取り扱いの方針等の

運用 

  

  

継続 

随時 

方針の策定 

公募・整備・サービスの開始 

内容検討 
実施 

継続 

継続 

計画・整備 

随時検討 

既存樹木の調査

樹木診断・危険木の伐採等

支障木の伐採等

継続 

継続 

継続 

継続 
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施策の方向性 取組内容 

取組スケジュール 

前期 
R２    Ｒ6 

後期 
Ｒ７   Ｒ11 

方向性１１ 
自然を知り・守
り・つくり・活
かす活動の推進 
 

〇市民団体等との連携による森づ
くり 

 
〇自然観察会等の実施 
 
〇環境教育の実施 
 
○さっぽろふるさとの森づくり

事業 
・さまざまな世代の市民が気軽

に参加できる育樹体験イベン
トの実施、企業･団体との森づ
くり協定の継続 

  

方向性１２ 
都心をみどりで
彩り楽しむ活動
の推進 
 

○花と緑の都心まちづくりネット
ワーク 
・都心部で働く若年層にみどり

に対する理解を深める講習会
等の実施 

・都心でのおもてなし緑化を推
進するため、より多くの市民
がみどりのまちづくり活動に
主体的に取り組めるように検
討 

  

方向性１３ 
身近な緑化活動
の推進 

〇緑化活動の推進 
 
〇みどりづくり講習会の実施 

 
○地域緑化支援事業：歩道以外で

の緑化活動に取り組む市民を対
象に花苗及び技術面の支援の実
施 

  

方向性１４ 
協働によるみど
りづくりの仕組
みの充実 

〇効果的な情報発信 

〇イベント開催への支援 

〇大学などとの連携 

○ボランティア活動の促進 
・公園・森林・タウンガーデナ

ーなどみどりに関わるボラン
ティアのあり方を検討し、市
民が参加しやすく継続できる
ボランティア活動推進計画の
策定 

・ボランティアリーダーの育成 
・ボランティアネットワーク拠

点の構築 

〇活動拠点機能の充実 

  

 

ひと 

実施 

運用 策定 

実施 検討 

実施 検討 

実施 検討 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 
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  第８章 各主体の役割と進行管理 
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第８章 各主体の役割と進行管理 

１ 各主体の役割 

（１）市民・活動団体 

市民や活動団体は、家庭での庭づくりを

はじめ、公園や道路の花壇づくりや清掃な

ど、公共空間の緑化活動に参加することや、

その活動の運営など団体として組織的に協

力することが必要です。また、一人ひとり

がみどりの価値や機能について理解し、主

体的に取り組むことで、みどりに対する意

識を高めていくことが重要です。 

 

 

（２）事業者・大学などの研究機関 

CSR（企業の社会的責任）などを通じて環境意識の啓発を行うことや、土地

開発などの企業活動を通じて、うるおいのあるみどりのオープンスペースを創

出するなど、地域社会に貢献していくことが求められています。また、大学な

どの研究機関においては、専門的・学術的な視点から、情報発信やみどりづく

りへのアドバイス、みどりに関する調査や技術開発に貢献していく役割が求め

られています。 

 

（３）行政 

集約的なまちづくりが求められる中で、企業や他の行政機関などさまざまな

主体と連携を図り、公園緑地だけでなく、多様なみどりのオープンスペースを

創出していきます。また、みどりに関する情報発信やみどりと触れ合う機会を

提供するなど、市民や活動団体、事業者・研究機関と連携しながら、緑化行政

を推進していきます。 

  

町内会による街区公園の清掃活動の様子 



119 

第

8

章 

２ 計画の進行管理 

（１）ＰＤＣＡサイクル手法※の導入 

みどりの基本計画が目指すみどりの将来像の実現に向けて、計画（Plan）、

実行（Do）、評価（Check）、改善（Act）の PDCA サイクルの考え方で順応

的に計画の進行管理を行います。計画期間の中間年（令和 6 年（2024 年））

には、計画の進捗状況を総合的に把握し、目標の妥当性や達成状況について中

間評価を行い、評価をふまえた改善や、新たな事業につなげていきます。 

また、市民や活動団体、事業者、行政が一体となって計画や施策を推進して

いくために、積極的に情報を提供・公表し、共有を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ PDCA サイクル：マネジメントサイクルの 1 つで、計画（plan）、実行（do）、評価（check）、

改善（act）の順に実施し、このプロセスを繰り返すことで、業務の改善・向上などを図っていく
手法。 

計画 Plan 
【みどりの基本計画の策定(見直し)】 

○目標・評価指標の設定 
○推進プログラムの策定 

[行政]  
・施策の方向性の策定(見直し) 
・目標、指標の設定(見直し)  
・推進プログラムの策定(見直し)  
・進行管理手法の策定(見直し) 

[市民・活動団体・事業者・大学など] 
・計画策定への参画(WS への参加など) 

による目標や取組みの設定 

実行 Do 
【施策・事業の実施】 

○施策の実施 
○事業の実施 

[行政] 
・ みどりの基本計画および推進プログラ

ムに基づいた施策、事業の実施 
・ 施策、事業実施にあたっての関係各部

署や機関、市民等との調整や公表 

[市民・活動団体・事業者・大学など] 
・ 将来像や目標の共有 
・ 施策・事業実施への協力、協働 
・ 自主的な取組み実施 

改善 Act 
【評価を踏まえた改善や新たな事業の検討】 

○評価を踏まえた改善の検討 
○新たな事業の検討 

[行政]  
・フォーラム等を開催し、評価に対する市

民意見の収集 
・ボランティアリーダーなどへのヒアリ

ングによる意見の収集 
・施策の方向性、目標、指標、推進プログ

ラムの改善の検討 

[市民・活動団体・事業者・大学など] 
・評価に対する意見 
・活動団体、事業者、大学等の専門性や実

践の蓄積を活かした改善策の検討 

評価 Check 
【進捗状況の点検・評価】 

○施策、事業の実施状況の把握整理 
○調査項目に則った調査の実施 
○施策・事業・目標・評価指標の評価 

[行政]  
・施策、事業の実施状況の把握整理 
・市民アンケートなど調査項目に則った

調査の実施 
・施策・事業・目標・評価指標の評価 

[市民・活動団体・事業者・大学など] 
・調査への協力 
・緑の審議会による総合的な評価 

評価・改善の検討結果を踏まえ、必要
に応じて、みどりの基本計画の見直しを
行います。 
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参考資料 

１ 札幌のみどりの情報 

（１）札幌市の都市公園の種類・一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園の配置モデル図 

 

 

 

  

街区公園
主に街区の住民を対象とした標準的な施設が配置された公園。250ｍ以内の距離で行け
るように配置され、標準規模は0.25ha。

近隣公園
主に近隣の住民を対象とした標準的な施設が配置された公園。500ｍ以内の距離で行け
るように配置され、標準規模は2ha。

地区公園
徒歩圏内の住民を対象とした公園でスポーツ施設や休憩施設が配置される。
1km以内の距離で行けるように配置され、標準規模は4ha。

総合公園
休憩や鑑賞、散歩、運動などを目的に市民が総合的に利用できる公園で、10～50haが
標準的な規模である。円山公園、中島公園などがある。

運動公園
野球場やテニスコート、陸上競技場、プールなどの運動施設が設置されている公園。標
準規模は15～75haで、手稲稲積公園、厚別公園などがある。
自然環境や景観を守ったり、史跡や名勝、動植物に親しむための公園で風致公園や動植
物園、墓園などが該当する。大通公園や札幌芸術の森などがある。
主に一つの市町村を超える広域の利用を目的とした公園。自然を生かしたさまざまな施
設が設置され、標準規模は50ha以上。国営滝野すずらん丘陵公園と真駒内公園があ
る。
大気汚染や騒音、振動、悪臭などの公害や災害防止のために設置される。住居地と工業
地帯、交通施設を分離することが必要な場所に設けられる。
都市の自然環境の保全や景観を向上させるために設けられる緑地で、0.1ha以上を標準
としている。
災害時の避難経路の確保や歩行者や自転車が安心して通行するために設けられた帯状の
緑地。幅員10～20mを標準として公園や学校、ショッピングセンター、駅前広場などを
結ぶように配置される。
森林レクリエーションの場として設けられる緑地で、市有林を活用した都市環境林と民
有林を借用して開放している市民の森がある。
公園以外の一般に開放された公共施設の緑地。サッポロさとらんど、河川の緑地、北大
付属植物園などがある。

その他の公共施設緑地

自然緑地

都
市
公
園

緩衝緑地

都市緑地

緑道

住区基幹
公園

都市基幹
公園

基幹
公園

特殊公園

広域公園
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（２）札幌市の地域制緑地の種類 

地域制緑地とは、法律や条例、要項などの制度によって、公有地、私有地を

問わず良好な緑地を保全している場所を指します。札幌市では下表に示したも

のが指定されています。 

  都市計画法に基づく指定 風致地区 
都市の風致を維持するために定められた地区であり、建築
物の建築など風致に影響を及ぼす行為について一定の規制
を設けている。 

都市緑地法に基づく指定 特別緑地 
保全地区 

良好な自然環境を形成している緑地を保全するために定め
られた地区であり、保全に著しく支障のある行為は禁止さ
れる。 

 

森林法に基づく指定 保安林 災害の防止や公共の福祉の増進のために定められる森林で
あり、伐採など森林の機能が損なわれる行為は禁止される。 

札幌市緑の保全と創出に 
関する条例 

緑保全 
創出地域 

特別緑地保全地区に準じた良好な自然環境を保全するため
に定められる地域であり、保全に著しく支障のある行為は
禁止される。 

市民の森 
民有林所有者の協力を得ながら、借地により良好な樹林地
を保全するとともに、市民に自然とのふれ合いの場を提供
する。 

北海道自然環境等保全条例
に基づく指定 

環境緑地 
保護地区 

市街地及びその周辺地のうち、環境緑地として維持または
造成することが必要な地区を指定し、土地形質の変更など
を規制する。 

学術自然 
保護地区 

動植物の生息地、地質鉱物の所在地で学術上保護すること
が必要な場所を指定し、植物や鉱物、火入れ、水質の汚濁を
禁止する。 

自然景観 
保護地区 

良好な自然景勝地として保護することが必要な場所を指定
し、土地形質の変更などを規制する。 

都市の美観風致を維持する
ための樹林保全に関する法
律による指定 

札幌市緑の保全と創出に 
関する条例 

道条例記念保護樹木による 
指定 

保存樹木 
保存樹林 

由緒・由来のある樹木や市民に親しまれている樹木につい
て指定するものであり、所有者は枯損防止に努めなければ
ならない。 
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２ 札幌市みどりの基本計画の策定経緯 

■第４次札幌市みどりの基本計画策定の進め方 

 

平 成 2 9 年 度 平 成 3 0 年 度 

 
 

● 

諮
問 

第 79 回 
審議会 
1 月 

 
 

● 

現
状
と
課
題 

第 80 回 
審議会 
3 月 

 
 

● 

基
本
理
念 

 
 

● 
将
来
像 

 
 

● 

施
策
に
つ
い
て 

 
 

● 

中
間
答
申
素
案 

 
 

〇 

基
本
理
念 

〇 

将
来
像 

 
 

〇 

ワ
ᶌ
ク
シ
ᶈ
ᶅ
プ
結
果
報
告 

〇 

ア
ン
ケ
ᶌ
ト 

〇 

構
成
案 

部会 
6 月 

第 1 回 

 

市民アンケート 

 

市民ワークショップ 

 
 

〇 

目
標
指
標
の
考
え
方 

部会 
 

第 3 回 

11 月 

 
審議会 
10 月 

第 81 回  
審議会 
11 月 

第 82 回 

部会 
7 月 

第 2 回 

5 月 6 月 

第４次札幌市みどりの基本計画策定のための 
市民アンケート調査 

札幌市のみどりに関する評価や今後の活用などにつ

いて、市民意見を把握し、計画の策定や今後の取組の

参考とするためにアンケート調査を実施しました。 

■調査対象と調査方法 

■回収率 

調 査 対 象 : 札幌市民のうち、18 歳以上の男女

3,000 人 

抽 出 方 法 : 居住区、性別、年齢の３要素のバラン

スをとって無作為抽出 

配布・回収方法：調査票の郵送及び郵送による回収 

実 施 期 間 : 平成 30 年 5 月 8 日（発送）～ 

平成 30 年 5 月 22 日（締切） 

配 布 数：3,000 人 

回 収 数：962 人 

回 収 率：32.1% 

札幌市みどりの基本計画検討に係る 
市民ワークショップ 

■参加者：無作為抽出による市民 22 名 

（年齢、性別、居住区をバランス良く抽出） 

札幌のみどりの評価と札幌のあるべきみどりの将来

像について、「自然・環境のみどり」「都市・まちの

みどり」「みどりを楽しむ人」のテーマごとに意見交

換を行いました。 
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● 

中
間
答
申 

第 83 回 
審議会 
3 月 

 
 

〇 

中
間
答
申 

部会 
 

第 4 回 

1 月 

 
 

●
答
申
案 

 
 

●
答
申
案 

 
 

●
答
申 

令 和 元 年 度 

計
画
施
行 

 
 

〇 

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定 

〇 
目
標
指
標
の
設
定 

部会 
6 月 

第 5 回 

 

市民グリーンフォーラム 

 

 
中間答申の広報と市民意見収集 
 

条例に基づく 
市民意見収集 

 
審議会 
6 月 

第 84 回  
審議会 

 

第 86 回 

10 月 

 
審議会 

 

第 87 回 

2 月 

庁
内
調
整 

 令和 2 年度 

 

4 月 

第 4 次札幌市みどりの基本計画 
市民グリーンフォーラム 

■来場者：430 名 

（パネル閲覧、グリーンカフェ、トークセッションの
来場者数の合計） 

中間答申を広く市民に周知してご意見をいただくとと

もに、今後、札幌のみどりをどのように活かして都市の

魅力を高めていくかを考える機会として開催しました。 

審議会 

市長が諮問する「第 4 次札幌市みどりの基本計画の

案」の作成について、「札幌市緑の審議会」での審

議とともに、専門的に調査審議するため、「緑の基

本計画部会」を設置し検討を行っています。 
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３ 札幌市緑の審議会 

 

札幌市緑の審議会は、昭和 52 年 5 月に「旧札幌市緑化推進条例」に基づ

き設置され、平成 13 年 10 月に施行した「札幌市緑の保全と創出に関する条

例」においても、引き続き、設置することとされており、みどりの基本計画の

策定・変更など条例に定められた事項について審議するほか、市長の諮問に応

じて緑の保全および創出に関する重要事項を調査・審議する機関です。 

平成 30 年１月に札幌市長より、本計画の案の作成を諮問されたことから、

専門的に調査審議するための「基本計画部会」を設置し、本計画案を作成して

います。 

 

＜第 20 次、第 21 次 札幌市緑の審議会委員名簿＞ 

    第 20 次任期 平成 29 年７月～令和 元 年６月

第 21次任期 令和 元 年７月～令和 ３ 年６月

氏 名 第 20 次 第 21 次 所 属 等 

愛甲
アイコウ

 哲也
テツヤ

 ◎♦ ◎ 北海道大学大学院農学研究院准教授 

今井
イマイ

 明日香
ア ス カ

   札幌弁護士会 

小
オ

篠
ザサ

 隆生
タカオ

  ♦  北海道大学大学院工学研究院准教授 

小澤
オザワ

 丈夫
タケオ

   北海道大学大学院工学研究院教授 

片山
カタヤマ

 めぐみ  ♦ 〇 札幌市立大学デザイン学部講師 

小泉
コイズミ

 章夫
アキオ

 〇♦  北海道大学大学院農学研究院教授 

小西
コニシ

 利枝
トシエ

   札幌商工会議所女性会 

佐々木
サ サ キ

 貴
タカ

信
ノブ

   北海道大学大学院農学研究院教授 

島田
シマダ

 明英
アキヒデ

   自然ウオッチングセンター代表 

下村
シモムラ

 勝子
カ ツ コ

   札幌市民生委員児童委員協議会 

関
セキ

 剛
タケシ

   
国立研究開発法人森林研究・整備機構  
森林総合研究所 北海道支所 

竹内
タケウチ

 督
タダス

   公募委員 

竹澤
タケザワ

 美千子
ミ チ コ

   公募委員 

巽
タツミ

 佳子
ケイコ

   公募委員 

豊島
トヨシマ

 宣恵
ノブエ

   一般社団法人北海道建築士会 

福田
フクダ

 菜々
ナ ナ

   北海道科学大学工学部建築学科准教授 

三上
ミカミ

 直之
ナオユキ

  ♦  北海道大学高等教育推進機構准教授 

山本
ヤマモト

 泰志
ヤスシ

   公益財団法人北海道環境財団 

吉田
ヨシダ

 剛
ツヨ

司
シ

   ♦  特定非営利活動法人 EnVision 環境保全事務所 

 ◎会長、〇副会長、♦部会委員 
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４ 第４次札幌市みどりの基本計画策定のための市民アンケート調査 

①アンケート調査の概要 

札幌市では、市民 3,000 人を対象に、みどりの現状評価やみどりづくり活

動などについて、市民意識を把握し、計画の策定や今後の取組の参考とするた

めにアンケート調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの設問概要は下記のとおりです。 

  

【調査対象と調査方法】 

調 査 対 象 ：札幌市民のうち、18 歳以上の男女 3,000 人 

抽 出 方 法 ：居住区、性別、年齢の３要素のバランスをとって無作為抽出 

配布・回収方法：調査票の郵送及び郵送による回収 

実 施 期 間 ：平成 30 年 5 月 8 日（発送）～平成 30 年 5 月 22 日（締切） 

回収数：アンケートの回収数は 962 通であり、回収率は 32.1％となっている。 

１．あなた自身のことについて（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

 

２．札幌のみどりについて 

基本計画の認知度／札幌の風景・イメージ／札幌に不足しているみどり／ 

市民や企業、行政が協力して優先して取り組んでほしいこと 

 

３．公園について 

小さな公園について／大きな公園と一緒にあると良い施設 

 

４．自然歩道について 

利用したことのある自然歩道／自然歩道の利用目的／自然歩道の整備方針／ 

自然歩道の活用方法 

 

５．都心のみどりについて 

都心の公共施設の緑化の満足度／都心の民間施設の緑化の満足度／ 

都心の公共・民間施設にほしいみどり／みどりを増やしてほしい都心の施設 

 

６．街路樹について 

街路樹の大切なはたらき／住まい近くの街路樹の有無／ 

街路樹に関する取組みへの印象について 

 

７．みどりのボランティアについて 

ボランティアへの参加の有無／参加のきっかけになりそうなこと／ 

参加したいボランティア活動／参加したいボランティア活動の場所／ 

ボランティア活動に期待すること 

 

その他 自由記述 
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②アンケートの結果 

 

  

問2-2 札幌の原風景として思い描くものは、どのようなものか（あてはまるもの全てに○）

68.8

65.5

55.0

53.4

50.0

46.9

46.6

44.9

30.1

19.2

15.2

10.3

0.5

1.0

0.5

0.1

0% 20% 40% 60% 80%

手稲山や藻岩山など山並みの見える風景

大通公園周辺の風景

北海道大学の並木や農場などの風景

中島公園など大きな公園の風景

豊平川などの川のある風景

街路樹や庭のみどりがある住宅地の風景

身近な公園の風景

自然歩道など森林の中の風景

建物とみどりのある都心の風景

ハルニレなどの樹木がある風景

玉ねぎ畑や牧草地などが広がる風景

果樹園などがある風景

思い描くものはない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問2-3 札幌のみどりに関する現状で、何が不足していると思うか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「公園の再整備と機能の見直し」が約35％
で最も多く、次いで「市民ニーズに対応し
た公園の充実と管理・運営」が約31％で
あった。

【年代別の傾向】
上位３位はおおよそ全体と同様の傾向を示
したが、10～40代は「都心の施設（建物）
のみどりの充実」、80代ではボランティア
に関する回答が上位となった。

【子育て世帯】
「民間の活力を活かした公園の充実」が上
位となった。

問2-4 みどりをつくるために優先して取り組んでほしいことは何か（あてはまるもの全てに○）

60.5

48.2

42.7

38.9

29.1

26.6

21.0

19.8

16.7

1.9

3.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

健康づくりに役立つ、公園や自然歩道の整備

街中にある休憩できる小さな空間などの緑化

子育てに役立つ公園の整備

森林の保全

都市景観の向上のための建物…

道路空間の緑化

生物多様性に配慮した緑化

冬でもみどりを楽しめる屋内緑化

農地の保全

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「健康づくりに役立つ、公園や自然歩道の整
備」が約61％で最も多く、次いで「休憩できる
小さな空間などの緑化」が約48％、「子育てに
役立つ公園の整備」約43％であった。

【年代別の傾向】
50、60代では他の年代よりも「森林の保全」
の要望が多くあった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯は全体と同様の傾向であったが、
子育て世帯以外は、「森林の保全」が上位と
なった。

【全体の傾向】
「山並みの見える風景」が約69％と最も多
く、次いで「大通公園周辺の風景」とが約
66％であった。

【居住区別の傾向】
中央区では「中島公園などの大きな公園の
風景」、白石区・豊平区では「豊平川など
川のある風景」、北区では「北海道大学の
並木や農場などの風景」が多く、居住区内
もしくは近隣のみどりを原風景として思い
描いている傾向が見られた。

=  札 幌 の み ど り に つ い て =

34.6

30.6

26.9

24.2

21.9

20.1

20.0

18.6

18.3

16.6

13.9

3.1

12.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40%

公園の再整備と機能の見直し

市民のニーズに対応した公園の充実と管理・運営

札幌の気候・歴史・風土にあった魅力的な景観…

都心の施設（建物）のみどりの充実

地球温暖化に配慮したみどりの保全と創出

民間の力を活かした公園の充実

公園や花壇のボランティア活動の支援

生物多様性に配慮したみどりの保全と創出

みどりづくりや保全への市民の関わりを増やす

公園や森林などのみどりをつなぐ

森林保全のボランティア活動の支援

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

札幌の気候・歴史・風土にあった魅力的な景観の保全と創出
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問3-1（1） 自宅近くの小さな公園は普段から活
用されていると思うか（あてはまるもの１つに○）

【全体の傾向】
「活用されている」「どちらかといえば活用されてい
る」を合わせると約56％が活用されているとの回答で
あった。

活用されている

24.9%

どちらかといえば

活用されている

30.8%

どちらかといえば

活用されていない

23.6%

活用されていない

9.8%

わからない

9.9%

無回答

1.0%

（Ｎ＝９６２）

問3-1（2） 今後の小さな公園のあり方はどうなっ
ていくと良いと思うか。(あてはまるもの全てに○)

55.5

19.3

18.8

10.1

9.5

10.7

2.2

0% 20% 40% 60%

地域が活用できる場として貸し出す

公園の数を減らす

公園内の施設の数を減らす

清掃や草刈などの回数を減らす

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「地域が活用できる場として貸し出す」が約56％で
もっとも多かった。

問3-1（3） 地域が活用できる場として貸し出す場合、どのようなことに利用したいか。(あてはまるもの
全てに○)

【全体の傾向】
夏～秋の利用では、「夏まつりなどの
イベントの場」、冬の利用では「雪置
き場」が多かった。

【年代別の傾向】
夏～秋の利用「バーベキュー広場」

は、年代が低くなるにつれて要望が多
くなった。10～30代では半数以上の回
答があった。

30、40代の冬の利用は「雪置き場」が
80％程度であり、他の世代に比べニー

ズが高かった。

59.1

36.0

26.9

24.0

3.2

6.1

66.8

27.8

2.3

5.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

夏まつりなど、イベントの場

バーベキュー広場

ガーデニング

地域みんなで使える菜園

その他

わからない

雪置き場

イルミネーションやスノーキャンドルなど、

冬ならではのイベントの場

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

【
春
～
秋
の
利
用
】

【
冬
の
利
用
】

問3-2 札幌市の大きな公園（約300坪（約1,000㎡）以上）と一緒にあると良いと思う施設は何か(あては
まるもの全てに○)

51.6

36.6

21.6

21.4

21.3

20.9

11.3

5.1

1.9

0% 20% 40% 60%

飲食店（カフェやレストランなど）

売店（コンビニエンスストアなど）

保育園

有料駐車場

集会所（地区センターなど）

高齢者福祉施設

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「飲食店」は約52％、「売店」は約37％で要望が多
くあった。「保育園」「有料駐車場」「集会所」「高
齢者福祉施設」は20％程度であった。

【年代別の傾向】
10～70代では上位2位は、全体と同様の傾向となっ
た。3位となったものは、20～40代では「保育所」、
50～60代では「有料駐車場」60、70代では「高齢者
福祉施設」で、各年代のライフスタイルに関わりの大
きいものが選ばれる傾向にあった。

=  公 園 に つ い て =
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問4-1（1） 利用したことのある自然歩道はどれか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
利用経験の有無は、ほぼ半数に分かれた。利用したこ
とのあるルートとしては、「円山」が約33％でもっと
も多く、次いで「藻岩山」が約28％であった。小学校
等の遠足などで利用されているルートが多い結果と
なった。

【居住区別の集計】
中央区では「円山」、南区では「藻岩山」、西区では
「三角山～盤渓」、手稲区では「手稲山北尾根」「平
和の滝～手稲山」が他の区に比べ多く、居住区内もし
くは近隣の自然歩道を利用している傾向が見られた。

=  自 然 歩 道 に つ い て =

32.8

28.0

10.5

9.3

7.1

5.2

4.6

2.5

49.5

2.4

0% 20% 40% 60%

円山ルート

藻岩山ルート

平和の滝～手稲山ルート

三角山～盤渓ルート

西岡レクの森ルート

西岡～真栄・有明ルート（白旗山）

手稲山北尾根ルート

中の沢～小林峠・源八沢ルート

利用したことがない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問4-1（2） 自然歩道をどのように利用してい
るか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「ハイキング」が約64％で、「自然観察」が約50％
であった。

【年代別の傾向】
20代、60～80代以上では「自然観察」が50％以上
で他の年代よりも多かった。

64.4

49.7

4.3

7.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

ハイキング

自然観察

トレイルランニング(山道を走ること)

その他

無回答
（Ｎ＝４６３）

問4-1（3） 自然歩道をどのようにすると使いやす
いと思うか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「トイレや休憩所など施設を充実」が約61％、次いで
「地図やパンフレットなどの情報の充実」が約48％で
あった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯では、「駐車場を充実」が子育て世帯以外に
比べニーズが高かった。

60.8

48.2

39.8

28.9

28.6

28.4

25.3

3.5

4.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

トイレや休憩所など施設を充実させる

地図やパンフレットなどの情報を充実さ…

駐車場を充実させる

道を歩きやすくする

公共交通を充実させる

草花などの解説板を設置する

標識を充実させる

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問4-1（4） 自然歩道をどのように活用したいか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「健康づくりの場」「自然観察や環境学習の場」が
60％程度で高いニーズがあった。「利用者同士の交流
の場」や「観光客などが自然と触れ合う場」は20％程
度であった。

【年代別の傾向】
「健康づくりの場」「自然観察や環境学習の場」 はす
べての年代で上位となった。10～30代では、「観光客
などが自然と触れ合う場」、60～80代以上では、「利
用者同士の交流の場」が多かった。

58.9

58.8

19.6

19.3

6.5

4.6

3.5

4.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

いろいろな世代の健康づくりの場

自然観察や環境学習の場

利用者同士の交流の場

観光客などが自然とふれあう場

自然歩道の補修などボランティアの場

活用したいと思わない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

他の利用目的に比
べ「手稲山北尾根」
が多い傾向
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=  都 心 の み ど り に つ い て =

問5-1（1） 都心の公共施設の緑化は足りている
と思うか（あてはまるもの１つに○）

【全体の傾向】
「足りている」「どちらかというと足りている」の合
計は約38％、「足りていない」「どちらかというと足
りていない」の合計は約47％であった。

問5-1（2） 都心の民間施設の緑化は足りていると
思うか（あてはまるもの１つに○）

足りている

10.5%

どちらかというと

足りている

27.3%

どちらかというと

足りていない

33.5%

足りていない

13.5%

わからない

13.3%

無回答

1.9%

（Ｎ＝９６２）

足りている

9.4%

どちらかというと

足りている

22.8%

どちらかというと

足りていない

34.7%

足りていない

18.6%

わからない

13.1%

無回答…

（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「足りている」「どちらかというと足りている」の合
計は約32％、「足りていない」「どちらかというと
足りていない」の合計は約53％であった。

問5-1（3） 都心の公共及び民間施設にどのようなみどりがあるとよいと思うか（あてはまるもの全てに
○）

【全体の傾向】
「休憩できるまちかどのみどり」は約67％で最も
多く、次いで「植え込みなどのみどり」は約43％
であった。

【年代別の傾向】
30～50代では、「屋上緑化」が40％程度で、他の
年代に比べニーズが高かった。

66.9

43.1

29.9

29.3

18.7

10.4

0.9

4.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

植物がある休憩できるまちかどのみどり

植え込みなどのみどり

屋上緑化

プランターや花を中心としたみどり

屋内緑化

壁面緑化

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

問5-1（4） 都心のどのような施設にみどりを増やしてほしいか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「札幌駅前広場」との回答が約60％と最も多かっ
た。「医療施設」「商業施設」「文化施設」は30
～40％程度であった。

【年代別の傾向】
10代では、「札幌駅前広場」が約86％で突出して
高かった。

20～50代では「商業施設」（40％程度）、50～
80代以上では「文化施設」（30～40％程度）が他
の年代に比べニーズが高かった。

普段利用する機会の多い施設に対するニーズが大
きい傾向が見られた。

59.5
36.9

34.3
30.8

17.6
17.2
15.8

4.1
2.4

7.7
2.8

0% 20% 40% 60%

札幌駅前広場

医療施設（病院など）

商業施設

文化施設（市民ホールなど）

業務施設（オフィスなど）

市役所

住居（マンションなど）

駐車場

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

民間施設で
緑化が足りていない
印象が強い
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問6-1 利用した街路樹の“はたらき”としてどれ
が大切だと思うか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「四季を感じさせる」が約71％で最も多かった。「札
幌らしい街並みをつくる」や「木陰のある快適な歩道
にする」は60％弱の回答があった。

=  街 路 樹 に つ い て =

70.6

57.7

56.2

22.1

16.6

1.6

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

四季を感じさせる

札幌らしい街並みをつくる

木陰のある快適な歩道にする

交通の安全性を高める

火災の広がりを防止する

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問6-2 住まいの近くに街路樹はあるか（あてはま
るもの１つに○）

ある

77.3%

ない

17.5%

わからない

4.2%

無回答

1.0%

（Ｎ＝９６２）

【全体の傾向】
「ある」との回答は約77％であった。

問6-3 札幌市の街路樹に関する取組について、どう思うか（あてはまるもの１つに○）

【全体の傾向】
すべての取組において「望ましい」との回答が70％以上と多くあった。特に「札幌の気候に適した種類に替えてい
く取組み」は約85％が「望ましい」との回答があった。

望まし

い

84.5%

望ましくない

3.3%

わからない

11.5%

無回答

0.7%

（Ｎ＝９６２）

望まし

い

70.6%

望ましくない

13.2%

わからない

15.3%

無回答

0.9%

（Ｎ＝９６２）

望まし

い

77.8%

望ましくない

7.0%

わからない

14.7%

無回答

0.5%

（Ｎ＝９６２）

街路樹を札幌の気候に
適した種類に替えていく取組み

多くの市民や観光客が目にする都心部の
街路樹を、大きく育てる取組み

狭い歩道の歩行や除雪に支障のある
街路樹を撤去する取組み

問7-1 みどりのボランティアに参加したことがあるか（あてはまるもの１つに○）

【全体の傾向】
活動自体を「知らない」との回答が約54％で半数以上となっ
た。「知っているが参加したことがない」は約39％で、「参
加したことがある」は約7％であった。

【年代別の傾向】
10～50代では「知らない」が多く、年代が低くなるにつれて
割合が多くなった。10代では90％以上が「知らない」と回答
した。

60～80代以上では「知っているが、参加したことがない」の
割合が多かった。

=  み ど り の ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て =

参加したことがある

6.5%

知っているが、参加

したことはない

38.7%

知らない

54.0%

無回答

0.8%

（Ｎ＝９６２）



 

 

133 

参

考 

 

 

 

  

問7-２ 何があれば（また、どのようなときに）参加したいか（あてはまるもの全てに○）
※問7-1の「知っているが参加したことがない」の回答者のみ

【全体の傾向】
「活動場所や時間の自由度」が約44％で最も多く、次
いで「活動場所や内容などの情報が手に入る」が約
36％であった。

【年代別の傾向】
10～40代では「若い世代が参加しやすい工夫」「1人で
もできることがあるとき」が多かった。50～60代では
「参加の申込などの簡略化」、70～80代以上では「町
内会行事として開催するとき」が多かった。

20代、40代では「交通費程度の費用の支給」が30％程
度と他の年代に比べ多かった。

44.1

35.8

26.9

24.2

21.0

19.9

12.6

7.8

9.1

1.9

0% 20% 40% 60%

活動場所や時間の自由度

活動場所や内容などの情報が…

１人でもできることがあるとき

参加の申し込みなどの簡略化

若い世代が参加しやすい工夫

町内会行事として開催するとき

交通費程度の費用の支給

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝３７２）

問7-3 今後、どのような活動に参加したいか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「清掃活動」が約47％で最も多く、次いで「花植えや
手入れ」が約26％であった。「樹木の手入れ」「イベ
ントのお手伝い」は20％程度であった。

【年代別の傾向】
10～30代では「イベントのお手伝い」が多く、年代が
低くなるにつれて割合が大きくなった。

47.4

26.3

20.9

20.4

18.6

8.0

7.3

11.5

2.4

11.6
1.9

0% 20% 40% 60%

ごみ拾いなどの清掃活動

花壇の花植えや手入れ

枝拾いなどの樹木の手入れ

お祭りや観察会などイベント…

公園内で子どもの見守りなど…

塗装など公園施設の修理

芝生の草刈り

参加したくない

その他

わからない

無回答
（Ｎ＝９６２）

問7-4 どのような場所でボランティア活動に参加したいか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「身近な公園」が約61％で突出して多く、次いで「大
きな公園」「都心部」との回答が多かった。

【年代別の傾向】
10～30代では「大きな公園」「都心部」のニーズが他
の年代に比べ多く、60～70代では「道路沿いの緑地や
花壇」が他の年代に比べ多かった。

【子育ての有無別の傾向】
子育て世帯では、「身近な公園」の割合が高く、子ども
の年齢が低い世帯ほど、その割合が大きくなった。

60.8

20.0

15.0

13.7

10.1

8.7

12.3

1.7

9.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

身近な公園

大きな公園（円山公園、百合が…

都心部（大通公園、札幌駅前な…

道路沿いの緑地や花壇

河川沿いの緑地や花壇

郊外の森林

参加したくない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）

問7-5 ボランティア活動に参加する際、何を期待するか（あてはまるもの全てに○）

【全体の傾向】
「公園や森林をきれいにする」「札幌の街並みをきれい
にする」が約50％で多く、次いで「花やみどりに囲ま
れて癒される」（約40％）「健康になれる」（約
29％）であった。

「自己研鑽」や「周囲から認められる」は10％以下で
あった。

【年代別の傾向】
「健康になれる」は、年代が高くなるにつれて割合が大
きくなり、80歳以上では約43％と他の年代に比べ多く
あった。

50.1
49.8

39.7
28.9

18.5
10.7

8.5
2.3
5.2

1.8
7.2

3.3

0% 20% 40% 60%

公園や森林をきれいにする

札幌の街並みをきれいにする

花やみどりに囲まれて癒やされる

健康になれる

仲間ができる

公園や森林の管理者をサポート…

自己研鑽ができる

周囲から認められる

期待するものはない

その他

わからない

無回答 （Ｎ＝９６２）
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５ 札幌市みどりの基本計画検討に係る市民ワークショップ 

① ワークショップの概要 

本計画を策定するにあたり、市民の意見を積極的に取り入れるために開催しま

した。 

 

【開催概要】 

日 時：平成 30 年 6 月 23 日（土）13：00～16：00 

場 所：TKP 札幌ビジネスセンター （札幌市中央区北 3 条西 3 丁目 1-44 ） 

参加者：無作為抽出による市民 22 名（年齢、性別、居住区をバランス良く抽出） 

    審議会委員 ２名（愛甲会長、竹澤委員） 

    事務局 札幌市建設局みどりの推進部 4 名、株式会社 KITABA ８名 

 

市民ワークショップは以下の流れで実施しました。 

■札幌のみどりについての情報提供 

ワークショップ開催の背景と目的について説

明したのち、札幌のみどりづくりの歩み、札幌

のみどりの現状と課題について説明を行った。 

話し合いのテーマとなる「自然・環境のみど

り」「都市・まちのみどり」「みどりを楽しむ

人」については、市民アンケートの結果なども

交えながら、札幌のみどりの現状を深く掘り下

げて情報提供した。 

■3 つのグループに分かれて意見交換 

STEP１の話し合いは、「自然・環境のみどり」

「都市・まちのみどり」「みどりを楽しむ人」の

テーマごとに３つのテーブルに分かれて、各テ

ーマの現状について、プラスのイメージか、マイ

ナスのイメージか評価し、シール投票によりイ

メージの可視化を行った。 

 続いて、その理由を問いながら、みどりによっ

て助かっていること、為になっていること につ

いて意見交換を行った。 

■グループの意見を全体で共有 

STEP２の話し合いは、各テーブルでの意見

交換を参考にしながら、テーマごとの将来像に

ついて意見交換を行った。 

他のテーブルで話し合われた内容を踏まえなが

ら、各テーマのみどりの将来像がどのような姿

になっていたらいいか、またそれによりどのよ

うな新たな価値が生まれるのかについて意見交

換し、将来像についてのまとめを行った。 
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②意見交換の結果 

ア 自然・環境のみどり 

 

 

 

 

 

 

 

 

■助かっていること、ためになっていること 

○身近に自然があることで札幌らしさを感じる。 

○円山公園などは、子どもや生涯学習などの教育の場やツールになる。 

○みどりは動物の生息地になっていて、身近に感じることができる。 

○みどりは食物連鎖のベースとなり、生き物や人間の基盤になっている。 

○冬の美しい景色をつくることにつながっている。 

○二酸化炭素削減、大気の浄化につながる。 

○みどりは目の保養（札幌はまだまだ足りない）にもなり、虫の声などは癒やされ、健

康になる。 

○みどりは食にもつながる。 

■将来像 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■大切だと考える新たな価値 
  

〇四季の変化や在来種が札幌らしさを生むみどりの保全と活用をすすめる。 
〇子どもから高齢者まで多世代が学べる場にする。 
〇市民の視点、観光客の視点で守り育てる自然・環境のみどり。 

◯まちなかのみどりが少なく、農地など、どんどんみどりが減っていて、みどりを感じ

にくい都市構造になっている。 

◯地域によってみどりの量の偏りがある。 

◯自然災害や野生生物（カラス、熊など）などとの共生が難しい。 

◯外来種などが存在する。 
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◯山などみどりのある景色がきれいで、札幌に戻るとみどりの良さを感じる。 

◯紅葉など、四季を感じる。 

◯まちなかや身近に自然やみどりがある。 

◯木陰ができるみどりがある。 

◯郊外公園などみどりが多く、南区のラベンダー畑、円山公園、手稲山、西野などはみど

りが多い。 

◯藻岩山など、古来の在来種が存在する。 
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・住宅地に住民が主体に花植えやみどりづくりが

できる公園を。 

・きれいな河川、川のみどりづくりの見直しを。 

・都市部の新築ビルなどは緑化を進める基準を

上げ、札幌らしさを生み出し観光にもつなげ

る。 

・減っている農地を活かすため、個人の農地を保

存して市民農園などに活用する。 

・都会でありながら自然に近いので、観光に来た

人や子ども達の教育に活かし、環境の良い都市

を目指す。 

・在来種の花や樹木で札幌らしさを生み、ボラン

ティア活動への参加などを通して子どもに教

育する。    

○自然と人の共生。 

○みどりは食にもつながる。 

○みどりは目の保養、癒され、健康になる。 

○生物多様性のスペース。 

○憩いの場、集いの場。 

○札幌らしさを観光にもつなげる。 

・地名の由来までの教育をする。 

（例「発寒」など） 

・ガーデニング技術など、みどりづくりに関する

幅広い教育の場と、広報の充実を図る。 

・便利さだけではなく、不便な自然も受け入れる

ような市民意識が芽生えたら良い。 

・観光のためだけでなく、住んでいる人が気持ち

良くなるようにする。 

・さまざまな人がみどりに触れる場(ボランティ

アなど)をつくることで癒しの効果を期待。 

・街路樹などの適正な樹種選定で、人との共生(植

物アレルギー対応)、適正な管理(引き算の管理)

を行う。 

・カラスやクマやシカ、虫とも仲良く暮らす。 
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イ 都市・まちのみどり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■助かっていること、ためになっていること 

○子供からお年寄りまで多世代の活動の場になる。 

○公園などは子育て世帯に安心をもたらし、小さな子どもを安心して遊ばせる場とな

っている。 

○人が集う場になり、にぎやかさが、コミュニティ形成の機会になっている。 

○自分の気持ちがうれしくなり、人の心が和み、写真を撮っていて楽しい。 

○札幌のみどりを PR することが観光振興につながる。 

○都市・まちのみどりが観光につながる。 

○街路樹は健康・心理面に効果を発揮し、楽しめる。 

○公園でのバーベキューなど、みどりを楽しむことにつながる公園活用を。 

■将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大切だと考える新たな価値 
 

  

〇市民だけでなく、外部の人に自慢できる季節を楽しめるみどりがあるまち。 
〇身近に触れられ、心を豊かにするみどりがあるまち。 

◯都心部のみどりが少なく、心がさびれてしまう。 

◯民間施設の緑化など、都市とみどりの共存が必要。 

◯住宅のみどりが減っている。 

◯庭やベランダにみどりを増やす情報発信を。 

◯都心の樹木のバランスが悪い。 

◯倒木の危険があるなど、街路樹や民地のみどりの維持管理が行き届いていない。（強剪

定含む） 

 

◯ 「観光都市」として、花あふれるまちにするべき。 

◯老朽化した公園施設の管理など、子どもが遊ぶ場の充実を。 

◯公園の災害時の機能を高める必要がある。 
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◯大通公園の花がきれい。 

◯大通公園は大きい木があり、市民でも観光気分で楽しめる。道外の来訪者など、他人に

教えたくなる場がある。 

◯JR タワーなどから見えるみどりの景色がきれい。 

◯住宅地の植樹枡にラベンダーなど植えるなど個人のみどり・花づくりがある。 

◯玄関先や家の周りなどに花を植えているため、身近なみどりがきれい。 

◯居住地など、暮らしと自然が近く、中島公園など自然に触れられる公園がまちなかや身

近にあるのが良い。 

◯夏場の木陰をつくる街路樹が多くて良い。もっとあっても良い。 

 

プ

ラ

ス

イ

メ

ᶌ

ジ 

・身近なみどりや彩りがきれいな花は、心を癒や

し、楽しめる。 

・季節を楽しめるイベントを開催できるみどりを

増やし、外部の人にも見てもらえる場づくりを。 

・桜を楽しめるみどりづくり、賑わいを生むみど

りづくりが必要。 

・少子高齢化に対応した、狭小公園の見直し、高齢

者の公園運営への参加を促す取り組みを。 

 

・みどりを増やし、外から札幌に来た人にも良いと

思ってもらえる自慢できる都心づくりを。 

・ビル等の緑化を強化、みどりと共存した街を目指

す。 

・快適な都市空間づくりや歩行環境の改善に向け、

マンションとみどりの共存や、自転車走行のマナ

ー改善が必要。 

・街路樹を維持するための制度や支援金を確立し、

民間の管理参画など、管理が行き届く仕組みづく

りを。  

○市民とともに管理できる体制づくりが必要。 
○小さな公園を活用することで、地域の人が活

用できる場やコミュニティ形成の場となる。 
○心を豊かにするみどり。 

 

○自分の気持ちが嬉しくなり人の心が和む。 
○都市・まちのみどりが観光に。 
○街路樹は心理面に効果を発揮 
○癒し、楽しめる。 



 

 

137 

参

考 

ウ みどりを楽しむひと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■助かっていること、ためになっていること 
○山菜等は食につながり、自給自足の生活が可能に。 

○みどりを楽しむことが没頭できる時間、趣味となる。 

○みどりを楽しむことは、心を整え、やすらぎとなり、健康になり、人の心を和ませてい

る。 

○河川沿いの緑地などは、市民の憩いの場、集いの場になっている。 

○みどりを楽しむことは、子どもの気づきにつながり、教育の場になる。 

○小さい頃からみどりに関わることで大人になってもつながっていく。 

○区ごとに植えている花の種類が違っていることが楽しむ機会になる。 

■将来像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大切だと考える新たな価値 

  

〇みどりをきっかけに、人と人の交流が身近にあるまち。 

〇札幌のみどりを知り、伝え、守り、引き継ぐまち。 

◯みどりを楽しむ場やボランティアに参加する機会が少ない。 
◯情報告知は十分ではないため、もっと拡大して理解が深まると良い。 
◯ボランティア情報のポータルサイト等、個人的にみどりを増やすきっかけとなる情報が

あると良い。 
 
 

◯小学校の教育で自然を育む心の教育が不足。 
 

◯多くの人が活動できるサポートが必要。 
◯多様な立場にあわせた参加の仕組みと方法を。 
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◯みどりに関わる場や機会（町内会への花苗提供など）がある。 
◯大通公園が子どもたちの遊び場になっている。 
◯公園や河川敷が多世代の活動の場になっている。 
◯原生林や植物のある空間が健康づくりの場になっている。 
◯大通公園のビアガーデンやフラワーカーペットなど、みどりに関連するイベントや季

節に応じたイベントがあり、良い印象を与えている。 
 

◯子どもの頃のみどりに関わる場が、大人になってもみどりに触れ合う意識形成につな
がっている。 

 
◯今回のような、市民を巻き込んだ取組 市民が考え意見交換する場があると良い。 
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〇心身ともに健康で豊かに暮らせる。 

〇安全・安心して住むことができる環境に

なる。 

〇まちなかで身近な交流、コミュニティづく

りができる。 

〇心身の健康のためのボランティア活動 

・学校などさまざまな組織と連携したボランテ

ィア活動（成果が見えやすい）や、他業種との

情報共有（関係企業、連携先）が大事になる。 

・公共機関や企業とで、まちが目指す大きなビジ

ョンを描くことが大事ではないか。 

・市民がみどりの現状を知ることが大切（園芸

種、野草、在来種、外来種など）。 

・心身の健康のため魅力的なボランティア活動

をする。 

・植物が育つ環境、育てる環境が人を育む。 

・多様な楽しみ方が浸透し、交流、コミュニティが

できている。 

・花植えと婚活イベントの組み合わせ、小さい頃か

ら土に親しむ親子イベント、初心者向けのガーデ

ニング講座などの充実を。 

・高齢化の進展を考え、介護する人、される人も家

の中やベランダでも楽しめる知恵情報があると

良い。 

・参加しやすいイベント企画など、効果的な情報発

信がされている。 

・SNS など新しい（かつターゲットを決めた）宣

伝を行う。 
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６ 第４次札幌市みどりの基本計画市民グリーンフォーラム 

①グリーンフォーラムの概要 

市民グリーンフォーラムは、計画の中間答申を広く市民に周知してご意見を

いただくとともに、今後、どのように札幌のみどりを活かして都市の魅力を高

めていくかを考える機会として開催しました。 

【開催概要】 

日 時：平成 3１年４月 2０日（土）10：00～16：00 

場 所：札幌駅前通地下歩行空間北 3 条交差点広場（西） 

対 象：市民 

内 容：パネル展示、グリーンカフェ、トークセッション 

主 催：札幌市 

広 報：札幌市 HP、関係団体、関連施設等へのチラシ配布等 

 

 

■パネル展示 

計画の中間答申についての概要、

検討の経過や今後の予定などについ

て札幌の魅力的なみどりの写真を交

えて紹介した。 

 都市緑化機構様のお知らせ、NTT

都市開発様の事例について紹介し

た。 

■グリーンカフェ 

計画の中間答申について、市民の

皆さんにご意見を伺った。 

 

 

 

 

 

■トークセッション 

テーマ：「札幌都心の魅力向上に向けたみどりの作り方・活かし方・高め方」 

・コーディネーター 

 愛甲 哲也 氏 
 （北海道大学大学院農学研究院 准教授 / 札幌市緑の審議会会長） 

・登壇者 

 菊池 佐智子 氏 
 （公益財団法人都市緑化機構 企画調査部 副主任研究員） 
 駒井 厚生 氏 
 （エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社 開発本部 副本部長） 
 小篠 隆生 氏 
 （北海道大学大学院工学研究院 准教授 / 札幌市緑の審議会委員） 
 内川 亜紀 氏 
 （札幌駅前通まちづくり株式会社） 

■来場者数 

内 容 人 数 

パネル閲覧 130人 

グリーンカフェ 110人 

トークセッション 190人 

アンケート 117人 

延べ 547人 
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②グリーンフォーラムの結果 

ア グリーンカフェ 

計画の中間答申案を広く知っていただくとともに、「基本理念」「みどりの

将来像」に対する意見、「４つの重視すべき視点」に関して取り組んでほしい

ことについて、ご意見をいただくスペースを設置しました。 

当日は、直接市民の方々と対話しご理解いただいた上で、「４つの重視すべ

き視点」のうち共感するものへのシール投票を行い、ご意見を頂きました。 

■取り組んでほしいこと 

▶視点① 人と自然の共生（得票数：17)  

  ・長期的な視点をもった取組をしてほしい。 

  ・人と自然の共生に向けた環境教育などの意識の醸成をしてほしい。 

▶視点② 都市の魅力の向上（得票数：19) 

・街中のみどりを増加してほしい。 

・市民や企業との連携による維持管理をしてほしい。 

▶視点③ 資源の有効活用（得票数：17) 

・公園や樹木など既存のみどりを活用した魅力向上に取り組んでほしい。 

・防災機能のあるみどり 

▶視点④ 地域コミュニティの醸成（得票数：17) 

・地域コミュニティの醸成に向けたみどりの活用があるとよい。 

 ・みどりを介した地域コミュニティを育む場がほしい。 

 
■基本理念、みどりの将来像について 

▶基本理念・・・概ね同意を得られた 

・SDGs に取り組んでいてよい。 

・誰でも明るく過ごせるまちを目指す。 

・わかりやすい。 

▶将来像・・・それぞれの将来像について、概ね同意を得られた 

・人との繋がりが大切だ。 

・暮らして楽しい、みどりあふれるまち。 

・公園にゴミを捨てる人を教育していかないといけない。 

・子どもたちに地球環境保全についての教育をしてほしい。 

▶その他の意見・・・具体的な取組のイメージについて、意見が出された。 

〇自然 

・植える種類のバランスを考えてほしい。（サクラなど） 

・公園の緑化に力を入れてはどうか。草花がなく樹木のみの箇所が多い。 

・生物が活発な公園が増えると良い。 

・花の名前がわからないので、名札をつけてほしい。  

〇都市 

・避難場所になるような緑地があると良い。 

・手入れしてる人がいてキレイな町になっている。  
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イ トークセッション 

「札幌都心の魅力向上にむけたみどりのつくり方・活かし方・高め方」をテ

ーマに、有識者、実践者、コーディネーターの５名によるトークセッション

を行い、これからの札幌都心部のみどりのあり方を考える場としました。 

■中間答申のポイントについて 

＜札幌市建設局みどりの推進部みどりの推進課長 仁宮＞ 

・計画の中間答申について紹介 

・「都心のみどりづくり」の現状と課題について紹介 

■話題提供 

＜北海道大学工学研究院 小篠氏＞ 

〇パブリックスペースを都心の中にどう創り出していくか 

・以前の駅前通には、１、２階部分に連続性、統一性

があった。 

・1、２階部分が賑わいを生む重要な部分となる。 

・民間施設と一体的な空間としてのオープンスペー 

ス整備が重要。 

〇場所への新たな価値づけをどのように行うか 

・大学私有地や高架廃線跡、民有地・公有地の境界部

分などを活用したパブリックスペースが創出され

ている事例がある。 

・これらのパブリックスペースでは、周辺エリアも含

めて賑わいが創出されている。 

〇都心に埋め込まれた居場所がどのように展開しているか 

・ポートランドやニューヨークでは、都市の中にみど

りのオープンスペースを点在させ、さまざまに活用

される空間を、多世代に提供している。 

〇札幌都心部における「きっかけ」の可能性 

・表通りだけでなく、中通りにもみどりを展開するこ

とができる。 

・札幌市においても、行政だけでなく、事業者や利用

者と一緒になってみどりの質の向上に取り組んでい

く必要がある。 

 

＜公益財団法人都市緑化機構 菊池氏＞ 

〇都市の緑 3 表彰、SEGES（シージェス：みどりの認定制度）について 

・屋上などを緑化し、立ち入ることのできる癒しや安らぎの場などを提

供することで、商業施設としての盛り上がりにつながっている。 

・都市の緑３表彰では、みどり豊かなまちづくりに関する「実績」「計画」

「技術」の優れた取りくみを表彰している。SEGES では、社会・環境

に貢献する企業緑地の取組を総合的に評価、認定している。 

・表彰制度によって、企業が取り組みやすくなるとともに、動機付けにつ

ながっている。 

 

 



 

 

141 

参

考 

＜エヌ・ティ・ティ・都市開発株式会社 駒井氏＞ 

〇事例の紹介 

・品川シーズンテラスや大手町ファーストスクエア

では、日常的な憩いや遊びの場となるだけでなく、 

イベント開催などを行い、にぎわいを創出している。 

・イベントなどの収益をもとに、維持管理を行う稼

ぐパークマネジメントを実践している。 

〇開発手法・プロセスについて 

・ビルオーナーや、テナント、地域住民、近隣ビルなど、さまざまな立

場の人によるワークショップで、ビジョンの構築・共有を図り、計画を

つくることが重要。 

＜札幌駅前通まちづくり株式会社 内川氏＞ 

〇公共空間（アカプラ・駅前通）での取組について 

・まちなかのオープンスペースを活用し、季節にあわせた活用、賑わい

づくりに企業等と連携し取り組んでいる。 

〇民間企業の取組 

・民間企業によるみどりに関する取組が展開されてい

る。 

・民間と公共の境界線を越えたまちづくりに向けて、

調整等を行い、まちづくりのガイドライン化を検討

している。 

■ディスカッション 

〇多様な人が関わる中での円滑な進め方について 

・取組を続けることで、活動が活発になっていく。 

・札幌都心においても、みどりによる価値づけが民間事業者に意識されるとよい。 

〇民間事業者がパブリックスペースに関わる際のモチベーションについて 

・これまでみどりは、付加価値のためであったが、今はオープンスペースそのものの

価値が認められてきている。 

・エリアマネジメント的な考えで、地域住民などと協調していく必要がある。 

〇企業などさまざまな人たちの協力による管理について 

・自分ごととして捉えることが大事。 

・小さな取組の積み上げによって続けていくことが必要。 

〇札幌都心のみどりづくりへのヒントやアドバイスについて 

・菊地氏： ①ビジネス競争力の向上、②集客力の発揮、③企業や組織の評判の向上 

④労働意欲・学習意欲・創造力への刺激、⑤特徴ある施設づくり、 

⑥ランニングコストの節約、⑦暮らしやすさ、居心地の良さがうまれる、

のどれかに着目し取り組むと良い。 

・駒井氏：誰でもそこで何かをできるようなみどりが有機的につながるとよい。 

・内川氏：潜在的にみどりに関わりたい人は実はいる。自分ごとの積み重ねがまちに

広がっていくとよい。 

・小篠氏：事業に対して利益になるような仕組みづくりが大事。中通りなどに小さな

みどりがあると、魅力的なまちに生まれ変わる。 

■まとめ 

〇民間の緑化事業に対して利益になるような仕組みづくりが重要。 

〇建物のみどりは付加価値ではなく、みどりそのものに価値がある。 

〇中通りなども含めて、誰もが使えるみどりが有機的につながることで、魅力的なまち

に生まれ変わる。  
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